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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時は24世紀。

　かつて東京と呼ばれた街の外れの外れ、廃はい墟きよビルが林立する郊外《アラカワ》に、一軒の食堂があった。

　その名は《伽が藍らん堂どう》。

　連日客で大おお賑にぎわいだが、しかし、この店には守るべきルールが三つ。




　──ルールその一、《伽が藍らん堂どう》の敷しき地ち半はん径けい百メートル内での戦闘を禁ず。




　繰り返すが、時は24世紀。もはや地上は無法者の住すみ処かである。大いなる厄災と大いなる戦争によって、国は解体。選ばれし民は百年も昔に地下都市メトロポリタン──通称《TOKYO メトロ》に隠れてしまった。今やお天てん道と様さまの下を歩くのは、マフィア、ごろつき、テロリスト。種々多様な暴力集団が利権とイデオロギーをぶつけあい、日夜鎬しのぎを削っている。

　しかし、《伽が藍らん堂どう》は別である。

　旨うまい飯めしに、喧けん嘩かは要らない。そもそも店を壊すんじゃない。

　普段はいがみ合う連中も、《伽が藍らん堂どう》では黙って席を共にする。昨日身内を殺されていようが、先週金を奪われていようが、一切のいざこざは許されない。

　無論、妙な商談もご法度はつとである。休戦地帯だからといって、不法取引の現場にされては元も子もない。ドラッグ、金塊、銃火器類、それが少しでも見つかれば、鉄拳制裁が飛んでくる。

　どこから？

　それは、もちろん給きゆう仕じから。




　──ルールその二、給きゆう仕じには逆らうべからず。




《伽が藍らん堂どう》には一人の恐ろしい給きゆう仕じがいた。烏からす羽ばのような黒髪を長々と伸ばし、身の丈ほどの木刀を一本背負う。しかしてその実態は、齢よわい二十の娘である。

　口は悪いし、手も早い。仏ぶつ頂ちよう面づらが張り付いて、笑顔のサービスなどありゃしない。全ての客に睨にらみを利きかす食堂の守護者は、名をリコリス。リコと呼ばれていた。

　実のところ、彼女は《アラカワ》でも指折りの仕事人である。くぐった修羅場は数知れず、奪った命も数知れず。強化機工体の兵士であろうと、不死身のアフリカンマフィアであろうと、あえて彼女に逆らおうとする者などいるはずもない。

　とはいえ、おびえることはないだろう。守るべき決まりはあと一つ。

　食の基本は礼にあり。感謝に始まり感謝に終わる。




　──ルールその三、「いただきます」と「ごちそうさまでした」は必ず言うべし。




　なぜなら《伽が藍らん堂どう》の厨ちゆう房ぼうには、その言葉を待つ者が一人いるからである。

　ウカという名の料理人。彼女は愛あい想その悪い給きゆう仕じとは月とスッポン。一切の不浄から隔てられて生まれたような、無む垢くな瞳、純白の肌、金糸の髪。そして何より、リコの胸元にも届かないほどの、小さな背丈。紛まがうことなき《アラカワ》の天使である。そんな少女が「いただきます」を待っている。言わない道理はないだろう。

　言わなければ、怒るのか？

　いや、怒らない。朝露をまとった白しら百合ゆりのごとき少女が目くじらを立てるはずもなく、嫌なことがあれば、ちょっぴり目を伏せるだけ。しかし、そんなことがあろうものなら、リコの木刀が振り下ろされる。ウカ様を悲しませるなど言語道断。《アラカワ》の罪でも最たるものにあたるだろう。それゆえ食事の挨拶は大きな声で。厨ちゆう房ぼうに聞こえるほどの「うまい！」も響かせるべし。

　第一、《伽が藍らん堂どう》の飯は旨うまいのだ。

　常連曰いわく、「人間らしさを思い出す味」である。血で血を洗い、硝煙の臭いが体臭となった者どもが、そう語るのである。普段彼らが口にするのは、出所の知らぬ合成肉や口の痺しびれる栄養粉末。そんな時代に《伽が藍らん堂どう》では本物の肉が食える。魚が食える。野菜が食える。それは旨うまいに決まっている。

　無論、大方の人類が撤退した地上に、丸々と太った豚も柔らかな葉を守るビニールハウスもありはしない。人を食くらう恐竜やら、毒を吹き出すキノコやら、あるいは電子制御の機械まで、そこにあるものを調理して、美味おいしくするしか術はない。

　ところが、《伽が藍らん堂どう》ならそれができる。新鮮な食材は狩かりゆう人どのリコが獲とってくる。あとは厨ちゆう房ぼうのウカに委ねるだけ。この天使、決して可愛かわいいだけじゃない。彼女の二つ名は、「《アラカワ》の食の博物館」。いったいどこで学んでくるのか、古今東西あらゆる技法で、思うがままにごちそうを作ってしまう。つまり、驚くことはあれど、疑うことなかれ。その食材、調理法がなんであれ、恐れることはない。たった一口味わえば、あらゆる疑念は解きほぐされ、至上の口福が待っているだろう。

　ともあれ《伽が藍らん堂どう》とは、闘争と狂乱の時代に花咲いた、奇き蹟せきの食堂である。

　そしてそんな食堂で繰り広げられるのは、戦いと人情と旨うまい飯の物語。

　リコとウカの風味絶佳な人生である──。
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《伽が藍らん堂どう》の朝は早い。ウカは目覚まし時計もなしに、きっちり日の出と共に目を覚ます。店の開店は十七時だが、やるべきことは山積みなのだ。その日に使う野菜の収穫、大釜の米とぎ、小鉢の用意。それから、同居人と食べる朝ご飯の支度。

　ウカは寝間着を脱ぐと、すぐさま正装で身を包んだ。調理人の正装とは言わずもがな、はるか昔の二十世紀から受け継がれたメイド服である。ロングスカートのワンピースにフリルは控えめのクラシカルスタイル。華きや奢しやな体と繊細な顔立ちから、ややもすると着せ替え人形のようにも見えるのだが、カチューシャをはめたとたん、全身にぴんと精気が宿る。

　身支度を整えたら、さっそく厨ちゆう房ぼうへ。背の小さなウカのために、床には踏み台が備え付けられ、立て付けの悪い鎧よろい戸どにも難なく手が届いた。厨ちゆう房ぼうに風を取り入れると、乾いた朝日が金髪をさっと撫なでる。この街は人種、民族、文化のるつぼと言われて久しいが、ウカほどの美しい髪を持つ者は二人といない。それゆえ常連たちの話のタネと言えば、彼女の出自を当てること。もっぱら北欧の形質だろうとみる向きが多いが、

「うふふ……さあ、どうかなあ？」

　いつも返ってくるのは全てをうやむやにする微笑だけ。それゆえ客はますます盛り上がる。

　ウカは寸胴鍋にたっぷりの水を汲くみ、そこに軽く焙ばい煎せんした麦を放り込んだ。火にかけ、ふつふつと沸き始めたら弱火にする。その間に昨日の余った冷ご飯をお椀わんに盛り、砂糖を抑えたフキ味噌みそと炒いり胡ご麻まをちょこんと乗せた。各種漬物を切り出して、皿に盛りつけたら朝食の用意は完了。同居人を呼びに行く。

　ウカはノックもせずにリコの部屋を開けた。ベッドの隅に、冬眠中の獣のごとく手足を縮めた毛むくじゃらが一匹。ぶかぶかのＴシャツに下着一枚という有あり様さまで、めくれ上がった裾からは健康的に引き締まった白い腹が覗のぞいている。

「リコちゃん、朝ご飯できたけど」

「……」

「そんな恰かつ好こうで寝てたら、風邪ひいちゃうよ？」

　布ふ団とんに顔を突っ込んだまま、毛むくじゃらはうぐぐ、と妙な呻うめき声。

「……眠い。まだ朝じゃない……」

「あ、さ、で、す。今日は買い出しに行くんだから、早起きするって言ったよねー？」

　ウカがカーテンを開け放つと、陽光がたちまち部屋を白く染め上げた。リコはその明るみから逃れるようにして、ますますベッドの隅で小さくなる。

「いいから早く起きて」

「……あと五分……」

「まったくもー……」
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　ウカは大きな溜め息を吐き出すと、机の上の霧吹きを手に取った。窓際に置かれた小さなウバタマサボテンに水を吹きかけてやると、見る見るうちに産毛が震える。部屋の主と違い、なんとも素直な生き物である。霧吹きの照準はそのままベッドへと向かい、シュッシュッと無情な霧がぼさぼさ頭に降りかかった。

「つめたっ！」

　シュッシュッ。シュッシュッ。

「やっ、やめろっ！　くさっ！　顔にかけるな！」

　シュッシュッ。シュッシュッ。

「あー！　わかったよ！　起きるよ！」

　顔に水滴ができるほどになって、ようやくリコが身体を起こす。サボテンそっくりに毛を逆立てて怒っていた。

「ほんと、何考えてんだよ！　オレのベッドが水浸しになるじゃん！　起こし方にも限度があるだろっ！」

　しかしウカはどこ吹く風。

「だって今日、お洗濯するつもりだったし、別にいいかなって。それにリコちゃん、寝癖がひどいから。──ほら、どいて？」

　ウカはリコをベッドの上から追い出すと、ベッドシーツを引きはがした。床に蹴り飛ばされていた掛かけ布ぶ団とんもてきぱきとまとめられる。同居人に整頓されていく自室を見つめながら、リコは小さく肩を落とした。

「……朝ご飯は何」

「フキ味噌みそのお茶漬け。用意はできてるから、顔を洗ってきてね」

「……わかった」

　もはや同居人というより保護者である。リコもリコで、文句は言いながらもウカの言いつけには大人しく従う。洗面所で顔を洗うと食堂に向かい、厨ちゆう房ぼう脇の席に腰を下ろした。

　客のいない食堂はがらんとしているが、思いのほか清潔だった。椅子は全て机に上げられ、床には食べかす一つも見当たらない。というのも店じまいの折、客が勝手に綺き麗れいにするのである。代金は別として、ウカ様へのせめてもの感謝の気持ちらしい。

　大きなあくびを放つリコの前に、ウカは湯気の立つ湯ゆ吞のみを置く。リコは寝ぼけ眼をこすりながら、それに手を伸ばし、ごくり。きゃん！と仔犬の悲鳴のような声が漏れた。

「あ、それ、すっごく熱いよ。淹いれたばかりだもん」

「そういうことは早く言えよなっ！」

「まだ目が覚めてない誰かさんには、丁度いいかなって」

「……」

　ウカは不満顔のリコを見てくすくすと肩を揺らす。彼女はゆるく温めた作り置きの出汁だしをテーブルに持ってくると、胡ご麻まと味噌みそを乗せておいたご飯に回しかけた。その途端、胡ご麻まの香ばしさとフキの青い香りがふわっと立ち上がる。

「……いただきます」

「めしあがれ」

　リコは茶漬けをさっくりとかきまぜ、今度は念のために少し冷まして、一口。味噌みそのコクに負けないほどの、しゃっきりとしたフキのほろ苦さ。柔らかな合わせ出汁だしの塩気と相まって、実に優しい味わいがのどを流れてゆく。

「春っぽいな」

　そう呟つぶやくリコの耳の先が、知らず、ぴくりと震えた。お茶漬けを口に運ぶたび、ぴくり、ぴくりと反応する。あれだけ眠たげだった彼女の瞳は、今や嬉き々きとして輝いていた。春風を思わせるフキの青い香りが、彼女の全身に吹き渡っているのである。

「ほんと、リコちゃんの顔って分かりやすいよねー」

「……何が？」

「何がって、全部」

「オレは正直者なだけだから。ウカとは違うんだよ」

「それ、どういう意味ー？」

「客の前だけニコニコして、本当は同居人に水をぶっかける悪魔じゃん」

「かけてないでしょー！　湿らせただけだもん！」

「同じだよ！　この前だって顔にキュウリ張り付けてきたし！」

「あれはお肌に良いいっていう古文書を読んだから、良かれと思って！」

「そういうのは自分の顔でやってくれ！」

「わたしはそういうの、必要ないもん！」

　つんと唇を尖とがらせるウカの頰は、確かにしみ一つない雪白の肌。リコは何かを言おうとして、しかし結局出てきたのは「むぅ」という一声だった。リコは再びお茶漬けをかっくらい、そのおいしさに緩む表情とウカへの怒りが奇妙に拮きつ抗こうしている。

「そもそも、毎日起こしてもらってるリコちゃんが悪いんだよ」

「オレは起こしてくれなんて頼んでない」

「ふーん、じゃあ、いいんだ」

「何が」

「朝ご飯、別々に食べてもいいのか、ってこと。中ちゆう途と半はん端ぱに冷えて、作り立ての香りも飛んじゃった、ふつーの朝ご飯で、リコちゃんは満足なんだ。おかわりもなしだよ」

「……う、ぐぅ……」

　リコの表情がぐらりと揺らぐ。するととどめとばかりに、ウカはリコに手を差し出した。

「お茶漬け、おかわりほしいんでしょ？」

「……はい」

　うまいものはうまい。朝起きるのは面倒でも、確かにこの朝食なしにリコの朝は始まらなかった。それは万事用意をしてくれるウカあってこそである。アツアツのおかわりをかきこみながら、リコは溜ため息いきも一緒に飲み込んだ。

　一方、朝の小さな勝利を収めたウカは一枚の紙に目を落とす。そこに記されていたのは、いわゆる「おつかいメモ」。毎日大量の食材が消費される《伽が藍らん堂どう》では、次から次へと買い出しが必要となる。

「……お肉もないし、調味料も切れてるんだよねー」

　ぽつりとウカが呟つぶやくと、リコが「あ、そういえば」と再び顔を上げる。

「たしか、瓶ビールNEO青島も在庫切れだったぞ」

「え？　どうして？」

「どうしてって……昨日、貯蔵庫見たら空になってたし」

「そんな！　三日前に仕入れたばかりなのにー！」

「最近、春の陽気でのどが渇くからなあ」

「誰かさんは年がら年中飲んでると思うんですけど！」

「まあ、おいしいんだから仕方ないって。お子様のウカにはこの気持ち、分からないよなあ」

「子供じゃないよっ！　……わたしだっておいしいのは知ってるもん。酔わないから、飲まないだけで」

「ふーん」

「なあにー！　噓うそじゃないもん！　それにリコちゃんは給きゆう仕じなのにお酒ばっかり飲んで！　ただでさえ、ビールって原価率高いんだよ！」

「そうかー？　肉とか野菜の仕入れの方がよっぽど金がかかるじゃん」

　なぜなら、時は24世紀。

　二度の大戦と数え切れぬパンデミックによって荒廃した末法の世である。

　栄養粉末と合成油が人々の胃袋を満たす昨今、料理とはすなわち享楽。酔狂な人間の奢しや侈しであった。というのも、米や小麦など、主食となる品種は別にしても、人類が数千年をかけて改良を施した農作物のほとんどは、この数百年で絶滅した。原種の野菜は《グルメ・アンティーク》と称され、驚くべき高値で取引される。一獲千金を狙うハンターは「YAOYA」と呼ばれ、肉の専門は「MATAGI」。金のない《伽が藍らん堂どう》は自給自足が原則だが、それでも時にはそうしたハンターから買い付けが必要だった。……あるいは、好奇心旺盛なシェフの未知なる食材探しという目的のためにも。

「ごちそうさん！　おいしかったー！」

　行くべき店をウカが思案する合間に、リコは綺き麗れいに朝ごはんを平らげた。あれだけ眠たいとごねていた娘は、今や大きく伸びをして、満面の笑みである。しかし、かえって不満げなのは金髪の少女。

「……買い出し、荷物持ちはリコちゃんの仕事だからね」

「はー？　なんでだよ！　この前だってオレが持っただろー！」

「だってわたし、子供だから重たい荷物を持てないもん」

「……まだ怒ってんのかよ……子供じゃないって自分で言ったじゃん……」

「都合のいいこと言わないのっ！」

「それはこっちのセリフだっ！」

　食堂にリコの抗議が響き渡る。しかし、ぷくりと膨れたウカの頰には、なすすべもない。

「もう朝ご飯、用意してあげないよ」

「……なっ……」

「……」

「……分かったよ！　持てばいいんだろ！　持てば！」

　つまるところ、《伽が藍らん堂どう》の力関係はこういうふうにできている。




　　　　２




　第三実験都市スコピュルス、旧称──東京。かつて日本という国家が存在した頃は、二十三区画に分かたれていたこの街も、現在十八区。リコたちが暮らす《アラカワ》の北を流れる巨大河川《アラカワ・リバー》の向こう側は鬱うつ蒼そうたるジャングルに吞のみ込こまれ、目下、野獣の街となっていた。《アダチ》、《カツシカ》、《エドガワ》は百年前に魔境と化したのだ。

　しかし、人間がかろうじて生き延びた他の区画も、自然の脅威とは常に隣り合わせ。大戦直前までに積み上げられた高層建築物は、今や巨木と茫ぼう々ぼうたる下草に侵され、まるで緑の絵具えのぐをぶちまけたかのような、縦横無尽の枝葉に覆われている。

　人々が歩き回れるのは、かろうじて自然に侵食されていない廃はい墟きよビル群の内部か、鉄条網の屋根が取り付けられた屋外市場である。《アラカワ》の市場は比較的治安が良いいが、スコピュルスの地上が無法者の世界であることはやはり同じ。見せかけの平穏さを気取っていながら、一般市民も犯罪者も、皆がいつもピリピリしている。

　そんな中を、異様な二人が闊かつ歩ぽしていた。

　かたや、漆黒のロングスカートとエプロンに身を包んだ小さなメイドである。

　朝の怒りはどこ吹く風と、一歩《伽が藍らん堂どう》から外に出れば、完全無欠の佇たたずまい。ウカの名を知る者も知らぬ者も、ついつい彼女を見つめてしまう。まるで魔法にかけられたかのように、辺り一面がうっとりとした空気に吞のまれるのである。

　されど、彼女に近づく者がいないのは、隣を歩く用心棒のせいに違いない。

　肩までざっくり剝むき出だしのノースリーブ戦闘服は、極薄のＣカーボンＮナノＴチユーブ素材で作られたオーダーメイド。なまくらな刃では傷一つ付けられない。その上腰には、一本の木刀である。侮あなどるなかれ、彼女こそが《アラカワ》の誇る狂犬。黒髪の木刀娘といえば、《伽が藍らん堂どう》のリコ、またの名を「《アラカワ》の黒い妖犬ヘルハウンド」。この辺りで彼女を知らないやつはモグリに違いなかった。

　ただ、今日は犬というより、ロバである。両手にいっぱいの荷物を持ち、背中には巨大な籠。そこにもはみ出さんばかりの食材が入っている。

「……な、なあ……まだ買うのか……？」

　さすがの用心棒も、積載重量百キロの荷物には骨が折れる。いや、文字通りその華きや奢しやな身体からだは今にも折れるのではないかと思われるほど。遺伝子操作によるミトコンドリア強化体でなければ、とうにへばっていたことだろう。

　しかし、ウカは足を速めるでもなく、周囲の屋台に目を配る。金属部品のジャンク屋から、出所不明の人工臓器、時折食料を売るYAOYAやMATAGIの店もあるが、昼も近い頃合いには、どこもかしこも店じまいを始めていた。

「目的のものは手に入ったけど、まだリコちゃんが余裕ありそうだから。何かないかなって」

「いやいや！　これ見ろよ！　重いよ！　すげえ重いよ！」

「ほら、そんなに叫べるんだから、まだまだ元気だよ」

「空元気だよっ！　黙ったら死にそうなんだよっ！」

「でも……わたし、重たいものを持つとすぐに身体からだを壊しちゃうから……」

「いつも厨ちゆう房ぼうで、どでかい鍋を運んでるだろうが！」

　こんなやり取りは今に始まったことではないので、リコもすぐに諦める。《アラカワ》の中央市場の端は目と鼻の先。あと少しで、まっすぐ帰路に着ける──と、思ったその矢先。

「あ、ちょっと待って」

　ウカが足を止めたのは、片付けをしていた行商の店だった。市場の周縁部は基本的に持ち場を持たない行商人が寄り集まる。主人らしき頰のこけた男の背後には、移動用の背負子しよいこに無数の道具が積まれており、随分な長旅をしてきたように見えた。背負子しよいこの屋根代わりに乗っているのは巨大な魚の頭骨である。大方、漁師か乾物屋なのだろう。

「すみません、ちょっといいですか？」

　ウカが声をかけると、店主ははっと顔を上げ、すぐさま申し訳なさそうに頭をかいた。

「あー、悪いけど、この通り今日の売り物は全部はけちゃって……」

　道端に広げられた風ふ呂ろ敷しきには確かに何も載っていない。しかし、ウカが指差したのは、背負子しよいこの脇に吊つるされた網である。その中には滑らかな流線形の装甲らしきものが見える。

「それは、売り物じゃないんですか？」

「あれ？　お客さん、ＨＡＷを知ってるの？」

「噂うわさに聞いたことがあって……もしよければ、売っていただけませんか？」

「いやいや、もうあげるよ。貰もらってくれるなら、こっちとしてもありがたいし。ここじゃ全然買い手がつかなくてさ。一匹も売れないから、端から諦めていたんだ」

　店主は網を取り外し、どさりとリコの前に置く。よく見れば、中に入っていたのは中型犬ほどの大きさのロボットで、形は蜘蛛くもによく似ている。全面が炭素繊維の鎧よろいに覆われていた。

「タダでいいんですか？　わー、ありがとうございますっ！　本当に嬉うれしいなー！」

　ウカが外向けの作り声と見事な笑顔で礼を告げる一方、リコの眉間にはますます深い皺しわが刻まれた。ウカがロボット入りの網を手渡そうとすると、リコは静かに首を振る。

「……待て、ウカ」

「なあに？」

「《伽が藍らん堂どう》の食材のためなら、百歩譲っていいけどさ。さすがにガラクタは別の話だ」

「……」

「ウカの趣味が機械いじりだってことは知ってる。別に何を買おうが自由だ。でもさ、この買い出しは《伽が藍らん堂どう》の仕事なんだ。公私混同っていう言葉、知ってるか？」

　リコは珍しく真剣な顔つきでウカを見つめた。同居を始めて丸一年。仲良くやっているつもりではあるが、締める時は締めなければ。親しき仲にも礼儀あり、心安きは不和の基、である。

　しかし、ウカは「え？」と首を傾かしげて、問い返す。

「リコちゃん、何言ってるの？」

「……だから、いい加減冗談は冗談としてわきまえて」

「だって、これ、食材だよ？　《伽が藍らん堂どう》の食材なら、持ってくれるんでしょう？」

「はあああああ？　いや、見るからに機械じゃん。ロボットじゃん。こんなの食うやつどこにいるんだよ！　全身機械の機工体だって、ネジを食うやつはいないだろ！」

「でも、情報プランクトンとか、マイクロマシンは機工体の人にも人気で──」

「そうじゃなくて！　少なくとも、《伽が藍らん堂どう》の客は人間だし！」

「だから、そもそもこれは人間用だよ。食べるのは中身だもの」

「……中身？」

「もちろん、電子基板って意味じゃないよ。このＨＡＷっていうのは、バイオロイドなの。中の筋肉は蜘蛛くもの遺伝子から作られた人工筋肉で、結構おいしいんだって」

「……バイオ、ロイド……」

　予想外の単語にリコの思考が停止する。しかし、ウカは台本でも用意していたかのような滑らかさで解説を始めた。

「正式名称はHoming Arachnoid Weapons、帰き巣そう性せい蜘蛛くも型がた兵へい器きってことね。第四次世界大戦中、各地で使われた陸戦小型戦車の一つなの。一年間の内蔵電池で動くんだけれど、この季節になると自分たちの改修ドッグに勝手に帰ってきて、充電するんだって。だから、その前に網を張っておけば、勝手に捕まるって話」

「で、でも……人工筋肉って……」

「装甲で守られているから寄生虫や雑菌も入り込まないし、すごく安全なの。とりあえず、帰ったらお刺身にでもしてみようかな……」

　説明もほどほどに、ウカは早速メニューの勘案を始める。啞あ然ぜんとするリコは、ＨＡＷ入りの網をそっと手渡され、もはや拒む暇もない。噓うそだと言ってくれとばかりに行商人の方を振り向けば、男はとうに姿を消していた。既に太陽は中天近く。市場の人間は帰宅の時間だった。

「ほら、リコちゃん！　早く帰って、ご飯にしようよ！」

　ご機嫌なウカが振り返って、そう叫んだ。残念ながら、結局荷物を分担する気はないらしい。やはり周囲の人々が見とれるような清すが々すがしい笑顔に、リコもなんだかんだと流されてしまう。

　ふと、ギュイーン、というモーター音に目を留とめれば、蜘蛛くも型がたロボットがワシャワシャと網の中で蠢うごめいていた。

「……どんだけ新鮮なんだよ……」

　今日の昼ご飯は、採れたてぴちぴちの戦車と決まったわけである。




　　　　３




《伽が藍らん堂どう》という名は、元々世紀末に流行した新興宗教の聖堂を利用したことに端を発する。長い間廃はい墟きよとなっていたところにリコが住み着き、そこにウカが転がり込んできたのだが、いつの間にやらすっかり食堂として改修が進み、宗教施設としての名残は天井の高い穹きゆう窿りゆうだけである。隣接された厨ちゆう房ぼうはコンロが四つ、シンクが二つ、作業台はベッドほどの広さとなる。重労働の食材運びを終えたリコは、厨ちゆう房ぼう前まえのカウンターに座り一休み。中ではいよいよウカが蜘蛛くも型がた兵へい器きの調理にとりかかろうとしていた。

　しかし、異様である。作業台の上に転がるのは、紛れもない機械仕じ掛かけ。そして調理人の手に握られたのは、包丁ではなく、ペンチとドライバー。

「まずシンプルに、生と焼きからいこうかな。わたしも食べるのは初めてだから」

「……もう勝手にしてくれ」

「なあに？　リコちゃんって甲殻類嫌いなんだっけ？　噂うわさによると、エビみたいな味がするらしいけど」

「いや……そういう問題じゃないんだよ……」

　ウカはＨＡＷの頭部と脚の間にドライバーを差し込み、器用にネジを外していく。三つの留め金を外し、慎重に脚を引き抜くと、制御系と筋肉を繫つなぐ何本もの電子ワイヤーが見える。

「……もはや調理現場に見えないんだけど……スクラップ工場と同じ悪臭がするし……」

「そうかなー？　普通の動物とか魚を解体する方が、よっぽど臭いと思うよ」

「……なあなあ、ウカ、これって本当に安全なのか？　こいつら、一応戦車の端くれなんだろ？」

「大丈夫だって。ＨＡＷが搭載してるのは７．62㎜弾の機関銃だけで──」




　──ババババババババッ！




「……」

「……」

　からんからんと響く薬やつ莢きようと、厨房の床に伸びる弾痕の列。リコがじろりと睨にらみつけると、ウカは「あはははは……」と乾いた笑いをこぼし、戦車の裏側に取り付けられた機関銃を外した。そして、自身が放ちうる最大限の可愛かわいい微笑を浮かべ、リコにウインク。




「……てへへ、うっかり☆」




「……っざけんなっ！　銃口の向き次第じゃ、オレは今頃ハチの巣だったぞ！」

「結果オーライだよ、リコちゃん！　過去にとらわれないで！」

「あのなー！」

　不慮の事故もなんのその、こめかみを震えさせる同居人を無視して、ウカはそれでも調理を再開。真面目な顔を取り繕うと、ドライバーを握る。

「加熱時に悪臭の原因になるから、樹脂系のパーツは綺き麗れいに外さないとね。ただ、炭素繊維の装甲は外さないの。このままオーブンに入れて……」

　解体された蜘蛛くも型の脚が、巨大なオーブンに並べられる。火を点けたら、加熱される間にもう一品。ウカは生の脚を一本手に取ると金属切断用のワイヤーカッターを関節の穴に差し込み、じょきじょきと装甲を切り開いていく。

「人工筋肉は鎧よろいの間に丈夫な被膜が張られているから、端っこの腱けんを切り取って、慎重に引き剝がせば……ほら！」

　半透明の白い筋肉が、装甲からつるりと現れる。薄皮を剝がすと、生の剝むきエビにも似た艶つややかさがあった。ただ、人間の上腕ほどの大きさのために、それが全くの別物であることは明白。ウカは肉を削そぐようにして薄切りにして、皿に並べ、リコの前に出す。

「はい、小型戦車のお刺身だよっ！」

「……名前をどうにかしてくれ」

「じゃあ、蜘蛛くもの人工筋肉の」

「やめろ。オレが悪かった」

　ウカ曰いわく、まずは塩を付けて食べた方がよいとのこと。リコは皿の端の小さな一切れを箸で摘まみ上げ、塩をちょこんと付ける。すると、突然、刺身が震える。まるで生き物のように、ビクビクと小さな痙けい攣れんを始めた。

「き、気持ち悪すぎる……これ、本当に食えるのか……？」

「筋肉に残っていたＡＴＰアデノシン三リン酸と塩が反応しただけだよ。だいじょーぶ！」

　電子回路が剝むき出だしの殻が視界に入るとどうにも口が開かないので、ぎゅっと目をつぶり、気合を入れるようにリコは叫んだ。

「い、いただきますっ！」

　そして、ぱくり。

「……」

「……どう？」

「……あ」

「あ？」

「……甘い……」

　なるほど、エビとは言いえて妙である。ミネラル分を多く含んだ、軽い磯いその香りと共に、舌の上に広がったのは濃厚な甘み。それでいて、やはり筋肉の弾力がある。もぎゅもぎゅと咀そ嚼しやくを続けると、次第に「戦車らしい」独特のコクが見えてくる。

　ぱく。もぎゅもぎゅ。ぱく、ぱく。もぎゅもぎゅもぎゅ。

「ほら、美味おいしいって言ったでしょー？」

　したり顔のウカに、リコは何も言い返せない。あれだけ頭が拒否していた機械の肉を、疲れた身体からだが求めている。もう箸と顎が止まらない。

　しかしウカは、刺身が平らげられる前に厨ちゆう房ぼうへ皿を引き上げると、その上に松の実と香菜を散らし、熱々のねぎ油を注いだ。じゅっ、という音と共にＨＡＷの肉の表面が縮まり、香ばしい匂いがカウンター越しに流れてくる。千切った夏みかんを散らし、醬しよう油ゆを二、三滴たらすと、再び皿はリコの前へ。

「はい、戦車のアジア風カルパッチョ」

　今度はリコも躊躇ためらわない。すぐさま一口放り込むと、「んーっ！」と身体からだを震わせた。

「すごい！　軽く火が入ると、案外あっさりするんだな！　うますぎるっ！」

　海産物に近い風味はあれど、かといってそれほど潮の味がするわけではない。その個性の弱さを補うように、香りの強い味付けと合わせると、シンプルなＨＡＷの味わいが引き立つのである。春に旬を迎えた夏みかんの酸味も絶妙だった。

「じゃあ、次は完全に火の入ったものね」

　そう言ってウカが取り出したのは、先ほどオーブンに入れておいた脚である。火を通せば赤くなるというわけでもなく、見た目ではほとんど変わりない。

「……これ、中まで火が通ってるのか？　装甲だって焦げてないし」

「あのね、リコちゃん。炭素繊維は燃えにくい素材なの。それでいて、伝熱性が非常に高いんだよ？　火は簡単に通るよ」

「熱に弱いのに、戦争に使われてたのかよ」

「まあ、うん、ＨＡＷはバイオロイドだから、寒すぎるのも暑すぎるのも苦手なの」

「駄目じゃん」

「戦場の歩くご馳ち走そう、って言われたくらいだもん。大体、ＨＡＷの美味おいしい調理法のほとんどは戦時中の兵士が考えだしたんだって。この丸焼きもその一つ。大昔の日記を読んでいたら、偶然見つけたの」

「まあ、網を置いときゃとれるんだから、いい食糧だよな。……でも、どうして絶滅してないんだ？　こんなにおいしいのに」

「うーん、やっぱり気持ち悪いんじゃないかな？　見た目が」

「おい」

　そうこうするうちに、手袋をはめたウカは装甲から肉を綺き麗れいに剝がしとっていた。被膜の中でぷっくりと膨らんだ白身は雪のような純白。リコはとりあえずそのまま、塩もつけずに食べてみた。

「……あひゅい」

「よく火が通るよって言ったのに。お味は？」

「うーん、ちょっと肉がパサつくかなあ。美味おいしいことは間違いないんだけど」

「なるほどねー。グラタンとかに入れたら合うかも」

「……作ってくれないの？」

「残念だけどお肉以外の材料があんまりないの。お店の分だけ」

　むーっ、と頰ほおを膨らませるリコに、ウカはどうしたものかと首を捻ひねる。それからふと思い出したのは、朝ご飯に使った、出し汁の残り。

「ちょっと待っててね」

　中華鍋に出汁だし、ねぎの切れ端を投入して、ほぐしたＨＡＷの肉もまぜる。ふつふつと煮立ったら、市場で買ったばかりの卵で、かき卵に。最後に塩しお胡こ椒しようで味を調えたら、片かた栗くり粉こでとろみをつける。出来上がったあんを、熱々の内に焼いたＨＡＷの肉の上にたっぷりと回しかけた。

「どうかな？　戦車肉の戦車あんかけだよ」

「やっぱり、店で出す場合、名前は後で考えような……」

　そう言いつつ、あんを絡からめた焼きＨＡＷを一口頰張った瞬間、リコの全身に電流が走る。無論、肉に滞留していた電気に痺しびれたわけではない。めちゃくちゃうまいということである。

　生来の猫舌もなんのその、はふはふと熱い吐息を漏らしながら、リコは食べる。まだまだ食べる。大皿一品が、たちまち胃袋の中に消えていく。

「うまいっ、めっちゃうまいっ！」

[image: ]

　火が通り過ぎて水気を失っていた肉も、あんかけにすれば大逆転。濃厚な甘みがあんに溶け込み、肉とほどよく混ざり合う。

　これなら何皿でもおかわりできそうだ、と思いつつ、不意にリコの手が止まったのは、目の前でじっと自分を見つめるウカに気付いたから。彼女はリコの食いっぷりに至極満足そうだったが、やはり美味おいしいものは分かち合ってこそ。リコは一切れを箸で摘まみ、ウカの方に差し出した。

「ほら、ウカも食べなって」

「え、いいよ！　自分で食べられるし！」

「いいから、ほら、早く！　熱いうちが美味おいしいに決まってんだからさ！」

「……分かったよー……」

　カウンター越しにウカは背伸びをする。リコが差し出した一切れをぱくりと食べると、つぶらな瞳が見開かれた。

「な？　すっごく美味おいしいだろ？」

「……」

「……あれ？　そうでもないか？」

「……おいしいけど……」

　むぐむぐと口を動かすウカの眉間には、それでも小さな皺しわが一つ。ほんのり桃色に染まった頰は、やはりぷっくりと膨れていた。

「……また、わたしのこと子供扱いしてる」

「してないって。単純に、ウカの顔に『食べたいよー』って書いてあったんだ」

「もー、リコちゃんと一緒にしないでっ！」

　ウカはやにわにリコから皿をひったくると、猛烈な勢いであんかけ肉を食べてしまう。不意を突かれたリコは口をあんぐりと開け、肉が消えていく様を見つめるばかり。

「あーっ！　オレの戦車肉、全部食いやがった！」

「独り占めしてるリコちゃんが悪いんだもん！」

「んだよ、やっぱり食いたかったんじゃん！　ったく、ウカは素直じゃないなあ」

「はいはい、そーですよーだ！　わたしは素直じゃないし、子供っぽいですよーだ！　でも、リコちゃんの方がもっと子供っぽいんだからね！」

「なんだとー！　オレのどこが子供っぽいんだよ！」

「見たらわかるもん！　ほら！　今だって、ほっぺをあんで汚してるし！」

　ウカの指さす右頰を、リコは手でぬぐい取る。きまりが悪そうに顔をしかめる彼女だったが、すぐさまウカの顔を見つめると、にんまりと満面の笑みを浮かべた。

「ウカだって、汚れてるじゃんか」

「え？　噓うそだ、そんなわけ──」

　慌ててウカがごしごしと口元をこすった途端、リコが叫ぶ。

「噓うそでーす！　簡単にひっかかってやんのー！」

　ウカは新雪のように真っ白な顔を耳の先まで赤に染め上げ、押し黙った。しかし、リコは不意にウカの頭を撫なでると、偽りのない笑顔で言う。

「あーあ、うまかったなあ！　やっぱ、ウカはすごいよ。何作っても、間違いないもん」

　するとますますウカの頰は鮮やかな紅に染まるのだが、彼女はじっとリコを見上げ、それから小さな溜ため息いきを漏らした。

「……当たり前でしょ。わたしは《伽が藍らん堂どう》のコックだもん……」

「うん、そうだな」

「……それに……」

「……それに？」

「……リコちゃんも、重たい荷物運んでくれて……ありがと」

「ま、オレは《伽が藍らん堂どう》の雑用だからな。役割分担は必要だ──って、ふわぁ……」

　思わずリコの口から洩もれたのは、大きな大きなあくびである。その様子を見て、ウカはどこか呆あきれたように、しかし優しげな笑みを浮かべた。

「後片付けはわたしがやっておくから、少しお昼寝したら？」

「うーん……そうする。今日は夜も忙しくなるだろうしな……」

「そうだね、記念すべき新メニューも加わったことだし」

「でも……名前を……考えないと……」

　全てを言い終わる前に、リコは机につっぷし、すっかり眠りに入る。その寝顔に柔らかな眼まな差ざしを注ぎながら、ウカは音を立てぬよう、静かに片づけを始めた。

　同居二年目に突入した、春の昼過ぎ。

　穏やかな《伽が藍らん堂どう》の一幕である。
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　その日、ウカは窓に打ち付ける機関銃のような雨音で目が覚めた。《伽が藍らん堂どう》の食堂に入ると、隙間風の低い唸うなりが部屋いっぱいに響き渡っている。それはまるで床の下に潜む巨大な獣の寝息のよう。足底に感じる緩慢な震えも《伽が藍らん堂どう》を擁する廃はい墟きよビル全体が、風によって揺さぶられていることを伝えていた。

　ウカが朝食を作っていると、不意に食堂と廊下を繫つなぐ扉が開いた。現れたのは既に外の嵐に揉もまれてきたかのような、乱れ髪のリコである。

「……頭痛い。気持ち悪い。おはよう……」

「おはよう、二日酔いさん。あんなにお酒を飲むんだもん、眠りが浅くなって当然だよ」

　カウンターに突っ伏すリコの前に、ウカはコップ一杯の水を出す。こうなるであろうことは、前日の夜の時点ではっきりしていたのだ。《伽が藍らん堂どう》の夜はたびたび酒池肉林の宴うたげとなる。ドラッグやら麻薬に関しては厳しいリコも、酒だけは大目に見る。『リコさん、大戦前のバーボンが一本入りまして。どうです、ちょっと一杯ほど』などと常連たちの口車に乗ってしまえば、そこで一杯、こちらで二杯。ウカも飲み始めたリコには手が付けられず、そもそも酒が進めば料理も進むもの。次から次へと仕事に追われて厨ちゆう房ぼうから出る暇などない。そして、大抵翌日は、頭痛に苛さいなまれた同居人を見る羽目となる。

　今日も今日とて、リコはがぶがぶと水を飲み干すや否いなや、こめかみを押さえて呻うめいていた。

「……オレだって、昨日はちゃんと寝る前にアルコール分解剤を打ったんだ。それも二本。なのに、こんなに不調だってのは、飲んだ酒にろくなもんが入ってなかったってことだ……」

「それはそうだよ。昨日リコちゃんが飲んでたの、工業用アルコールだもん」

「コウギョウヨウ……？」

「だからね、元々ろくなものじゃないの。いっそ頭痛で済んでよかったんじゃないかな。……それに、確か昨日の後半は二百年物のワインを飲んでたし」

「え？」

「《ヒビヤ》廃トンネルの隠し酒蔵にあった、２１０８年の黄ワイン。あれ一本で食費一年分くらいになるんだけどなー」

「……覚えてない」

「皆で飲もうっていう時になって、リコちゃんが一人でラッパ飲みしてた」

「……」

「あの時の《伽が藍らん堂どう》の静けさは、誰か食堂で死んじゃったのかと思ったよ」

　おそらく黄ワインを持ってきた客は、精神的に死んだのであろう。大抵の場合、酒を持ってくるのは《伽が藍らん堂どう》の常連である。それもこれもウカ様に喜んでほしいから。褒めてほしいから。それを粗暴な給きゆう仕じに横取りされ飲み干されたなら、誰しも死にたくなるというもの。ウカがいる手前、リコに仕返しするわけにもいかず泣き寝入りで、実に哀れである。

「リコちゃんはいつか絶対、後ろから刺されると思う」

「いや、実際、結構よく刺されるよ」

「……」

「てっきり、用心棒の仕事で恨みを買ってんだと思ってた。そうとも限らないんだな」

　なるほどなーとしきりに頷うなずくリコに対し、さすがのウカも若干引き気味である。色んな意味で鈍感だとは思っていたが、ここまでとは。しかし、《アラカワ》でリコに太刀打ちできる者など、実際ほとんどいない。強つわ者ものにはやはり強つわ者ものたる余裕があるらしい。

　しばらくすると、ウカはテーブルに、味噌みそ汁しるとご飯、それから枕ほどの大きさの黄色い物体を出した。白く柔らかな湯気を纏まとったそれを見て、リコの目が点になる。

「……これ、何。まさか……卵焼き？」

「え、見てわからないの？」

「いや、でけえよ！　もはや箱だよ！　黄色いふにゃふにゃの箱だよ！」

「だって一個が大きくて、それに出汁だしを入れて伸ばさないと味が濃すぎるから」

「……何の卵だ、これ」

「知らない」

「は？」

「教えてくれなかったの。ただ、『美味おいしいよ～、お嬢ちゃん、こりゃあ美味おいしいよ～』って言われたから、買ってみた」

「ちょろい客だな、おい！」

「まあ、トビトカゲの卵か……あるいは、ほら、あれ、今、繁殖期だもんね」

「……噓うそだろ……まさか」

「うん、渡り竜の卵かな、って」

　渡り竜とは、いわゆる恐竜の一種である。中生代の再来と呼ばれるほど、大きな蜥蜴とかげやら蛇やらが自然界の強つわ者ものに返り咲いた24世紀。空にはいつも翼竜が飛び交っている。火こそ吐かないものの、中世ファンタジーばりの闘争が繰り広げられ、大方人間は食われていた。

　狩かりゆう人ど担当でもあるリコにとって、翼竜に痛い目を見た経験は、一度や二度ではすまされない。苦い思い出というより、ひたすらに痛い思い出である。

「命知らずもあったもんだなあ。この時期の渡り竜とか、爆発寸前の火薬庫だって聞くぜ」

「そういえば、リコちゃんは渡り竜を狩ったことないんだよね」

「オレだったら絶対に近づかない。竜狩りの爺じいさんたちだって、やめとけって言ってたんだ」

「ふーん」

「ふーん……？」

　もぐもぐと卵焼きを味わうリコだったが、ふと正面から視線を感じて箸が止まる。硝子がらす細ざい工くのように澄んだ瞳をぴたりと向けて、ニコニコと微笑ほほえむウカ。これぞ天使の微笑なのだが、嗚呼ああ、しかし、同居人にはそうは見えない。

「……お、おいおい、何だよその顔は……」

「ねえ、リコちゃん、ちょっとお願いがあるんだけどなー……」

「やめろ！　聞きたくない！」

「竜……獲とってきて？」

「い、や、だっ！」

　即答即断、電光石火の拒否である。リコは椅子ごと後ずさりながら、首を大きく振る。

「オレの話、聞いてたか？　火薬庫だって言ってんの！　巣に近づくだけで、やばいんだって！　今月に入って、もう何人か襲われた奴やつだっているんだぞ？」

「でも、リコちゃんは強いもん！　大丈夫だよ！」

「オレの身長の何倍あると思ってんだよ！　凶暴、狡こう猾かつ、強きよう靭じんなんだって！　オレの身体からだなんて、もう一嚙かみだよ。パクリとやられて、ポックリだよ！」

「へぇ」

「オレの！　話を！　聞いてくれ！」

「聞いてるよ？　でもね……やっぱり危険を賭としてでも食べなきゃいけないものって、あると思うの……。やっぱりこの時期の、栄養がたっぷり詰まった竜を食べてみたいんだもん。脂ものっているって聞くし、ソテーしただけで滝のように濃厚な肉汁が」

「……口がだらしないぞ」

　ウカは慌てて口元を拭うが、時すでに遅し。コホン、と無理やり咳せき払ばらいでごまかすと、神妙な顔つきでリコを見つめ直す。

「……リコちゃん、どうしても竜狩りは嫌？」

「いやだっ！　オレだって食い物のために死にたくはないっ！」

「そっかー……じゃあ、怒られてもいいんだね」

「……怒るって……誰が。オレはウカに何と言われようが──」

「カクタスさん」

「……え？」

「カクタスさんが、昨晩、竜を狩ってくれないかって」

「えぇ……」

「覚えてないの？　仕事としての依頼だから、報酬もくれるらしいよ」

「……つまりはなんだ……オレに拒否権はないと」

「別に強制はしてないよ？　誕生日プレゼントに、フライドチキンならぬ、フライドドラゴンを食わせてやるよ、って誰かさんは大見栄切ってたけど。同居人の頼みを断って、育ての親との約束も破って、それでも、どうしてもリコちゃんが嫌だっていうなら、わたしは──」

「わかった！　わかったよ！　狩ってくりゃいいんだろ！　もう降参だっての」

　リコが諸もろ手てを挙げてそう言うと、ウカは「よかった！」と言ってぱちんと両手を叩たたく。リコは脳髄の奥で燻くすぶる頭痛を感じながら、これも自じ業ごう自じ得とくだと納得するしかない。もはや抵抗する方が疲れるのだ。あとは黙々と朝食を食べ進める。

　巨大な卵焼きがわずかに削られ、米とみそ汁が空になった頃、不意にウカが尋ねた。

「あ、そういえば、お昼はいる？　お弁当作ろうか？」

「いいよ、どうせ仕事ついでにカクタスが何かおごってくれるだろうし。夕飯前には帰ってくるよ。もし月が隠れても帰らなけりゃ、墓の準備でもしておいてくれ」

「骨は竜の胃袋に収まっちゃうのに？」

「……冗談なんだから、せめて『死なないで』くらい言ってくれよな……」

「リコちゃんが死ぬわけないもん」

「ウカの目はマジなんだよ……」

　リコが大きな溜ため息いきを漏らすと、不意にウカが立ち上がり、リコの隣に腰を下ろした。それから始まるのは朝食後のいつもの日課。ウカはリコの長い黒髪に櫛くしを入れ始める。寸前とは打って変わって《伽が藍らん堂どう》の静かなひと時である。再び二人の耳元に激しい雨音が帰ってくる──……

　かと思われたのだが、

「ねえ、リコちゃん……もしかして昨日シャワー浴びないで寝たの？」

　食堂に満ちたぬるい空気を断ち切るような、冷ややかなウカの声。

「……覚えてるわけないじゃん」

「髪の毛から漂う、この芳ほう醇じゆんな葡ぶ萄どうの香りは……？」

「ま、まあ、いいじゃんか。香水みたいでさ」

「……」

　背後で高まる怒りの波動にリコの肌が自然と粟あわ立だつ。それもそのはず。ウカは清潔かつお洒しや落れ好き。身だしなみに関しては人一倍厳しいのである。

「……リコさん、今からシャワー浴びましょうね？　仕事までに時間あるんだから」

　突然の敬語が恐ろしい。リコは慌てて立ち上がった。

「いや、いいんだよ。どうせ狩りで汚れるんだから──って、おい、離せ、ウカ！」

　逃げようとするリコを背面から羽交い絞め。ウカは両手をリコの首の後ろでしっかりと組み合わせ、クラッチした。もはやリコは身動きが取れない。

「……シャワー……清潔……キレイキレイ……」

「わ、分かったから！　耳元で妙な呪文を囁ささやくな！」

　圧倒的な同居人の迫力にリコは素直に腕をタップ。降参の意を示す。ウカは拘束を解くと、逃げる隙を与えずにリコの手を取り、満足げに浴室へと歩き出した。

「──ちなみに、あのまま背後にブリッジする感じで、リコちゃんの首を床に叩たたきつければフィニッシュなんだよ？　大戦前に存在した《プロレス》って古典芸能では、ドラゴン・スープレックスと呼ばれてたの」

「……いや、誰も聞いてないし……ってか、ほんとそんなに動けるなら、ウカが自分で竜をフィニッシュしに行けよな！」

「わたしの身体からだは繊細だもん。怪け我がしたら危ないし」

「あのなぁ……」

　リコには既につっこむ余力も残っていない。文句はなんとか口元までせり上がって、しかしウカの実に晴れやかな横顔を見ると、諦めの苦笑にすり替わった。この後、一人で洗えるから放っておいてくれと言うリコに、自分が洗った方が早いと主張するウカのひと悶もん着ちやくがさらにあったりするのだが、それもこれもいつものこと。《伽が藍らん堂どう》は嵐に負けじと賑にぎやかである。
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　鉄条網の屋根に守られし《アラカワ》中央市場。翼竜を始めとした凶悪な動植物から人間を守るために造られたその空間も、雨風には無関心である。乱暴に張り渡された網の隙間から、細やかな滝が束となって落ちている。道には大きな水たまりが湖こ沼しようのように広がり、道行く人々はビルの軒先に身を潜めるようにして歩いていた。

　しかし、雨がひた降り泥が泡立つその真ん中を、肩をいからせ歩く娘が一人。ＣＮＴの戦闘服ばかりでなく、瑞みず々みずしい肌の上で雨粒が滑り落ちるその姿。物もの憂うげな表情一つで十分に人の目を引くはずが、そうはならないのが《伽が藍らん堂どう》のリコである。触れればバリバリと静電気を放ちそうなほどに殺気立ち、褐色の水を跳ね飛ばして進んでいく。

　元々気性が荒いとはいえ、始終青筋を立てているわけではない彼女が、何故なぜこんなにも怒っているのか。今日において、その理由は一つのみ。




「あー、くそっ！　なんでバニラの石せつ鹼けんなんて使うんだよ！」




　朝のシャワーを浴びながら、同居人の自家製石せつ鹼けん、そのスウィートでクリーミーな香りに気付いた時は、後の祭り。隣の石せつ鹼けんも、その隣の石せつ鹼けんも、全て取り換えられていた。とはいえ浴室から逃げれば、ドラゴン・スープレックスが待ち受ける。前門のバニラ、後門の竜である。リコは仕方なく甘い香りに耐え忍ぶことを選んだのだった。

　野外市場の中央に入ると、リコは多少気がまぎれる。なぜなら、そこは屋台の海。数多あまたの空すきっ腹ぱらが流され、淀よどみ、腹を満たしては消えていく。尽きせぬ体臭と鼻び腔こうをくすぐる芳香とが入り混じり、バニラの匂いも気にならない。

　そんな雑踏の中を歩いていると、前方から巨大な蛸たこが現れた。蛸たこ？　いや、蜘蛛くも？　要は八つ肢の多脚機工体をギュインギュインとかき鳴らし、近づいてくる男が一人。腰から下は機械でも、腰から上は太鼓腹。ウカ曰いわく、そういう人間はかつて「RIKISHI」と呼ばれたらしい。

　この肥満体、名をカクタスと言った。

　彼はリコを見つけると、「おおい」と手を挙げる。雑踏をかき分け、目の前までやってくると、なにやら脂ぎった笑みを浮かべていた。

「おいおい、どうした、リコ、色気づいてんなあ？　菓子みたいな香りをプンプンさせやがって。どうぞ私を食べてくださいって──」

　言い終わる前に吹き飛ぶ、一本の蛸たこ足あし。木刀による横よこ薙なぎである。

　リコが二本目に向けて振りかぶったために、カクタスは慌てて引き下がった。

「やめろやめろ！　おめぇなあ、これ、いくらすると思ってんだ！」

「うっさい！　知るか！」

　リコの目は据わっている。しかし、そこで間に入ったのは、よれた黒いスーツを纏まとう黒眼鏡の屈強な男。腰から拳銃を抜き出し、リコの頭に突きつける。

「お前、カクタスさんに何しやがんだ！」

「はあああああああああ？　喧けん嘩か売ってきたのはそっちだろうが！」

　リコが銃口を正面からつかみ取り、男を睨にらみ返す。その気迫に吞のまれた彼は思わず、

　──バン、バン、バン。

　市場に響く銃声。リコの頰を弾が掠かすめ、皮一枚がぺろりと切れる。真っ赤な血がつつと流れ、顎まで伝った。

　が、こんなことで止まるわけもない。リコはそのまま銃身を握りつぶし、めきめきと音を立ててフレームが砕けてゆく。

「ひ、ひぃぃい！」

　情けない男の悲鳴に、傍観していたカクタスは大きな溜ため息いきを一つ漏らした。そして、蛸たこ足あしの一つで男の襟首を摑つかむと、足がつかないほどに吊つるし上あげる。

「おい、どうしてくれんだ。てめぇのせいで、大切な自動拳銃ＱＳＺがぶっ壊れたじゃねえかよぉ」

「い、いや、壊したのはそこの女で」

「壊されると分かり切ったやつに突っかかるお前が能無しなんだろうが！　こいつの顔くらい、覚えておけ！　このタコが！」

　黒スーツの強面こわもて眼鏡男は、そのまま蛸たこ足あしでひょいと放り投げられ、屋台のごみ山に顔を突っ込んだ。ぴくぴくと足先が震えているから、死んではいないだろう。

　リコは銃の破壊ですっきりしたのか、親切にもその残骸を拾い上げ、カクタスに向かって放り投げる。

「……なんなのあいつ、新入り？」

　カクタスは蛸たこ足あしで器用にそれを受け取り、機工体に取り付けられた小さな引き出しに収納した。そして嘆くように首を振る。

「春の新卒採用ってやつだ。今日の仕事にゃ、ちと早かったな」

「経営者も大変だな」

「お前に毎日備品をぶっ壊されてた頃よかマシだよ」

　カクタス。またの名を、「《アラカワ》の暴食蛸クラーケン」。

　アジア系暴力組織《シード》の北東地区幹部であり、リコの元上司である。リコが齢よわい七つの身空で組織に転がり込んでから、かれこれ十年以上の付き合いになる。今ではフリーとなったリコも、カクタスの依頼はさすがに断れない。それくらいの恩義がある。

「それで、仕事の内容は？　竜を狩るんだろ？　オレだって、そっちの新人教育の出汁だしになってる暇はないんだけど」

「まあまあ、そう焦あせるな。まずは飯だ。腹が減って仕方ねえ」

「まだ十時だぞ。仕事終わりに食うんじゃねえの？」

「十時のおやつに決まってるだろうが。お前の匂いを嗅いだら、甘いもんが食いたくなった」

　がしょん、がしょん、と蛸たこ足あしの機械音を響かせながらカクタスは市場を闊かつ歩ぽする。機工体の人間でも使えるスタンドの高い屋台を見つけると、カクタスは暖の簾れんをくぐるなり、「蜜がけ四つだ」と注文した。リコは足の高すぎる椅子によじ登り、「オレはお茶でいいや」と言う。

　するとカクタスはすかさず、店主に声をかけた。

「蜜がけ一つ追加だ。俺に四つ、こいつに一つな」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿の老人は目をぎょろぎょろとさせて、「二つで十分ですよ！」と首を振るが、カクタスは「いや、四つだ」と言って譲らない。終しまいにきっちり五つ分の小銭をテーブルに叩たたきつけると、さすがに店主も諦めて、すごすごと準備を始めた。

　とはいえ、準備など大したものではない。

　カクタスが選んだこの屋台、商品は「オイル・バー」である。別名、圧縮された脂肪。はたまた、豚人間の安燃料。栄養粉末に油と調味料を混ぜて押し固めたものである。油の種類や味付け、または「蜜掛け」のように添え物があることで多少のバリエーションがあるものの、リコに言わせればどれも変わらない。最後の晩ばん餐さんにオイル・バーしかなかったら、せめて唾を飲む方がマシという代物だった。

「……うっわ……」

　すぐさま目の前に出てきた蜜掛けオイル・バー。リコの食欲はますます失われる。拳銃のマガジンほどの大きさの四角い物体が、あろうことか油で揚げてあった。そこに粘性の高い黒蜜がたっぷりとかかっている。

　ただし、ちょっと鼻を近づけると、なにやら蜜とは異なる甘さが香る。

「八角と……シナモンか。案外凝ってるじゃん」

「冷めねえうちに食ってみろって、ここいらじゃ、案外オイル・バーの味も洗練されてきてんだよ。こうも屋台が多いと激戦区だからな」

　カクタスに促され、リコは箸でオイル・バーをつまむ。それには薄皮の衣があって、一口嚙かむとシャリシャリと気持ちの良いい食感。オイル・バー特有の粉っぽさもない。

「ここはな、胡ご麻ま油あぶらを使ってんだよ。中華風オイル・バーだぜ」

　もごもごと既に二本を平らげたカクタスが横から解説する。黒蜜に溶け込んだ豊かな香りが香辛料の香りによって引き立っていた。

「……くそ、中々うまいな……」

「だろぉ？　一本じゃ足りねえだろう」

「いや、さすがにそれはいい」

[image: ]

　まあ、うまいが油っぽいことに変わりはない。あと一か月は食わなくてもいいと思わせるしつこさがあった。リコは既に鼻頭から油分が滲にじんできたような気さえする。

「でもさあ、オイル・バーを油で揚げたら粉末の油溶性栄養素が溶けるだろ？　何のための完全栄養食だよ」

「知ったことか。旨うまけりゃいいんだよ、旨うまけりゃな。今度、チーズがけの屋台に連れていってやるよ。ガツンとくるぜぇ……胃袋が油で満ち満ちるんだ。そうだ、折角だから、今からそこにも寄ってくか」

「断る」

　さすが、現代の「RIKISHI」である。リコは度々思うのだが、カクタスが「《アラカワ》の暴食蛸クラーケン」と呼ばれるのは、蛸たこ足あしのせいではないのかもしれない。むしろ、ぶよぶよとした蛸たこの体表のごとき上半身がその由来に思えてくる。

　見ているだけでも吐き気を催すオイル・バー四本をカクタスはぺろりと平らげ、サービスのお茶で一気にのどを洗った。店を出ると、入店から退出まで、この間五分。ファストフードとはかくあるべし。リコたちが出た途端、入れ替わるように他の客が暖の簾れんを潜っていく。

　人込みをかき分け、ようやく屋台街の外に出ると随分と涼しい風を感じた。芳香と悪臭のカオスを脱出し、周囲の気温も幾分か和らいでいる。雨と土の混じった冷気が再びリコの胸を満たした。リコはカクタスの隣を歩き、周囲にひと気が無くなった頃に話を切り出す。

「それで、今日はどういう手て筈はずなんだ？　竜狩りを素人しろうとのオレに頼むとか、絶対何か裏があるだろ」

　すると、カクタスはその問いに答えもせず、蛸たこ足あしの先に銀色の注射器をつまんで、リコの前に差し出した。

「とりあえず、これを打っとけ」

　その途端、リコの眉間には深い皺しわが刻み込まれ、抗議の意を込めた眼まな差ざしがカクタスに注がれる。

「……新品のＰＡＣが必要なほど、やばい話なのか」

「素人しろうとのお前のための保険だよ。死にたくないなら打っておけ。……まあ、その様子じゃ、余計な世話かもしれないがな」

「……ん？」

「その頰の傷、もう治ってるじゃねえか」

「ああ、これか、先週打ったやつが残ってたのかな」

　新人の発砲で生じたリコの頰の傷。それはカクタスの言う通り、もはや跡形もなく消え去っていた。まるで時が逆巻いたかのように、リコの顔には痕一つ残っていない。

　ＰＡＣ。

　これは魔法か？

　──否、科学。

　多能性無核細胞Pluripotent Anucleate Cells、通称ＰＡＣ。人類の新時代をもたらしたバイオ革命の起爆剤。マトリックス工学とプロテアソーム操作の果てに辿たどり着ついた、汎用自立型再生薬。ここに至るまでには三度にわたる世界規模パンデミックと生物兵器による大戦の過去があるのだが、そんな歴史はどうでもよい。

　早い話、これを打てば人は死なない！　どんな傷を負ったとしても、復元可能！

　誰でも使えて、拒絶反応はなし。人類はＰＡＣの誕生と共に、死という運命に別れを告げるのです。BYE-BYE-DIE!（※効果には個人差があります）──とは、ＰＡＣ最初期の売り出し文句。

　とはいえＰＡＣも完璧ではない。確かに「個人差」が色々ある。その一つは再生効率。ちょっと使っていっぱい効く者もいれば、いっぱい使ってちょっとしか効かない者もいる。前者がリコで、後者がカクタスである。

　リコはＰＡＣの吸収、保持、利用の効率が並外れて良い。それゆえ、何日も前に打ったＰＡＣだけで、頰の傷など簡単に治る。逆に、そんなリコに新品のＰＡＣを渡すということは、それほどヤバイ仕事だということ。

　リコはカクタスから渡された注射器の封を切り、慣れた手つきで静脈に針を突き刺した。半透明の液体がぐんぐんと血中に放出される。一瞬、リコの胸がどくんと高鳴った。全身の古い細胞、死にかけた老廃物が一挙に押し流され、汗がにじみ出る。どこかから「ほーら、シャワー浴びておいてよかったでしょー？」という声が聞こえるが、それはリコの幻聴か。

「これ……すっげえ、キマる」

「政府配給の純正ＰＡＣだからな。混じりけがねえ」

「……うわ、最高級品じゃん。なに、オレにそこまで払うってことは、どうしても他の人間の手を借りたくないってことか？」

「……まあな、元々この話は違法なＰＡＣ工場の摘発だったんだが、渡り竜が一匹飛び込んできやがって、そこに居座っちまったんだよ」

「ＰＡＣ工場……？　なんでそんなきな臭いところにオレが呼ばれるんだよ。そんな施設規模の案件なんて、自分の部下にチャカでも持たして突っ込ませろよな」

「いや、そういうわけにもいかない」

「なんで」

「銃なんか使ってみろ。竜の肉が傷むだろうが」

「……は？」

「外部の人間を呼ぶわけにはいかず、かといって《シード》の連中は狩りのかの字も知らない。それがどうだ。お前は多少経験もあって、多少身内で、銃を一切使わないときてる」

「……」

「旨うまい飯めしのためには、お前が適任なんだよ。……第一、お前が昨日そう言ったんじゃねえか」

「……そう、ですか……」

「よろしく頼むぜ、《伽が藍らん堂どう》のリコさんよ！」

　鋼の蛸たこ足あしが、ちょんちょんとリコの肩を叩たたく。その軽い衝撃が、鈍い頭痛を呼び覚ますようで、ますますリコは昨日の己を恨まずにはいられない。今更になって、服にたっぷりと染しみ込こんだ雨水が、全身にのしかかるようだった。




　　　　３




《アラカワ》の朽ちたビルの合間を鉄の塊がひた走る。

　それは大戦後に放棄されていたＬＡＶ──旧国軍軽装甲機動車の魔改造であった。人呼んで、《蛸たこ壺つぼ》。つまりはカクタス専用である。座席は全て取り払われ、ハンドルもアクセルも存在しない。運転は蛸たこ足あしとの神経接続のみ。側面には桃の種を模かたどった《シード》の紋章と、無数の弾痕。邪魔な八つ肢に押しつぶされるようにして、リコはその内部の隙間に収まっていた。

　目的の工場は《アラカワ・リバー》にほど近い、巨大廃はい墟きよ。かつては教育施設として用いられていたというが、そこにこっそりとＰＡＣの生産工場が作られていたという。

「──でもさあ、そもそもなんでそんなところを見つけたんだ？　結構危ないだろ、あの辺。ジャングルも近いし、《シード》の分局もなかったはずだし」

「まあ、それは成り行きだな。……実は最近《アラカワ》内でネットの無断侵入が起きていてな。中継基地に張ってある《シード》のアクセス防壁もすり抜けやがった。さすがに俺たちも縄張りを荒らされちゃ、見過ごせねえ。河近くにある通信塔を経由しているから、一帯を探ってたわけだ。そしたら物騒な機械と培養槽があるじゃねえか、と」

「ネット？　だから最近《伽が藍らん堂どう》に通ってたわけか。ウカの手を借りようと」

「そういうことだ。で、工場を見つけたはいいものの、違法ＰＡＣとなりゃ後ろにでけえやつがいる。そこらへんの政治的調整ってやつをしていたら、竜が一匹迷い込んできやがった」

「間が悪いというかなんというか……」

「仕方ねえよ、違法ＰＡＣには違法オイル・バーが付き物だ。確かに俺でも、脂の匂いに誘われて、迷い込んじまうかもな！」

「……腹の減った竜がオイル・バーの匂いに誘われた？　でも、どうして」

「オイル・バーも作ってるのかって？　そりゃ、商売に決まってるじゃねえか。大抵、裏もんのＰＡＣにはドラッグだの毒だのが混ぜてあるからな。それを中和するオイル・バーをセットで売るんだ。そうすりゃ簡単には横流しもされねえし、利益も二倍になる。売りもんに錠前つけときゃ、鍵も売れるって寸法だな」

　装甲車を飛ばしながら、軽快に答えるカクタス。その横顔に張り付くぎらりとした笑みに、リコはすぐさまピンときた。

「……あ、わかったぞ」

「な、なんだよ」

「あんた、工場を乗っ取る気だろ」

「……」

「単に竜を退治するってなら、銃でも爆薬でもぶっこめば済む話だ。いくらあんたが肉好きって言ったって、撃退失敗のリスクと獲物の肉質を天てん秤びんにかけるほど馬鹿じゃない。それなのにわざわざオレを呼んだのは、工場を壊したくないからだろ。自分たちが後釜に座ろうって魂胆か」

　カクタスの額が、むにっと歪ゆがむ。顔面がすぐさま赤くなって、それはまさに茹ゆで蛸だこのよう。リコは「そうか、そうか」とわざとらしく頷うなずいて、木刀の先をカクタスの頰に突きつけた。

「グループの抗争に関わるようなら、オレは抜けるぞ。これでも一応、後腐れのない仕事が売りなんだ。今回の話は《シード》に加担し過ぎる」

「……」

「……」

「……このクソガキがっ！　要求はなんだ！」

「そうこなっくちゃ！」

　悪態を吐くカクタスに、リコは悪魔のような満面の笑み。彼女は三本の指を出す。

「さっきオレにくれた、純正ＰＡＣを三本。それでいいよ」

「はああああ？　ふざけんなっ！　さっきのだって、お前の機嫌を取るために仕方なく持ってきてやったんだぞ！　その上三本だと！」

「んだよ、どうせあんたなら簡単に手に入るだろ。ケチケチすんなって。──ちなみに、渡すんなら今だからな。前払いだ」

「……そんな貴重なもん、いつも持ち歩いているわけ──」

　ガンガン！とリコの木刀が強したたかにカクタスの蛸たこ足あしに叩たたきつけられる。そこはついさっき、カクタスが砕けた銃を収納した小さな引き出し。

「ほら、出しなって。そしたら、きっちり倒してやるからさ」

　この娘、容赦がない。

　伊達だてにこの若さでフリーの用心棒をやっているわけではなかった。カクタスは眉間にますます肉の皺しわを盛りあげ、顔を真っ赤に染め上げる。《シード》の連中が見れば卒倒しかねない様子だが、リコからすれば見慣れたもの。そして、彼女自身、純正ＰＡＣ三本など違法工場から上がる収益に比べれば安いものに決まっていると踏んでいた。カクタスは、どこまで行っても損得で動く男である。殴られようが、切られようが、蛸たこのようにしぶとく、最後には獲物を手に入れる。

「……クソがっ」

　その悪態が承諾の合図だった。

　リコの予想通り、蛸たこ足あしの収納スペースには純正ＰＡＣの注射器が三本入っていた。リコがそれを刀帯のスロットにしまうと、丁度視界に件くだんの工場が現れる。とはいっても、外目はただの廃はい墟きよである。高さはないが横に広く、巨大な箱をいくつか並べて串で貫いたような具合。蔦つたがはびこっていて、新緑のみずみずしい若葉が壁面を覆っていた。

「指示はインカムで出す。俺はここで待ってるから、何かあったら呼べ」

「呼んだところで助けには来ないじゃん。部下の一人も配備してないんだから」

　超小型のインカムを耳に挿しながら、リコはさっさと廃はい墟きよに進んでいく。その背中に向かってカクタスは笑って声をかけた。

「まあな。死んだってことくらいは確認してやるよ。どうせ失敗すりゃ、お前は竜の腹の中だ」

「……どいつもこいつも、なんでオレが食われる話になるんだよ……」

　朝のウカとのやり取りを思い出しながら、リコは妙な胸騒ぎを覚える。そして廃はい墟きよを少し進むと、その理由がすぐに分かった。

「……まじかー」

　廊下に転がる無数の死体。おそらく、人間である。おそらくというのは、あまりに腐敗が進んでいて、ほとんど原形を留とどめていないため。内臓がそっくりえぐられ、虫もたかっている。第六感などというものをリコはてんで信じていなかったが、嗅覚にはかなりの自信がある。悪い予感というのは、大抵腐った肉や血の臭いなのだ。

　そして、リコはここで一つの決断をする。

「……薬、打っとくか……」

　刀帯のスロットから取り出したのは、ＰＡＣではなく赤のシリンジ。太ふと腿ももに先端を押し付けると、内蔵針が打ち出され、即座に液体が放出される。

　それは、人呼んで痛覚ドラッグ。神経伝達物質の増幅とサイトカイン誘導により、あらゆる感覚を過剰にする。視覚も聴覚も嗅覚も、そして痛覚も解像度が跳ね上がる。行きつくところまで行きついたマゾヒストのためのドラッグだが、リコはこれを仕事に使っていた。

　早速、効果は覿てき面めんで、周囲に漂う悪臭は脳天を鷲わし摑づかむような刺激へと膨れ上がる。そのおかげで腐臭に紛れて人間以外の臭いがあることにも気付いた。虎穴に入らずんば虎子を得ず。半はん端ぱな覚悟では、返り討ちにあうだけである。リコは腹をくくり、渡り竜の臭いを辿たどって廃はい墟きよを進んだ。

　その足が不意に止まったのは、吹き抜けの階段を上って二階廊下に出た時である。

　相手はドラッグを使わずともリコの気配を感じ取る本物の獣。既に真正面、百メートルを隔ててその竜はリコの到着を待ち受けていた。

「でかいな、おい……」

　思わず独り言が漏れるほど、その巨きよ軀くは圧巻であった。棘とげのように突き出した鱗うろこと、床に深く突き刺さった巨大な爪。リコをまっすぐ射抜くのは、揺るぎない二つの炯けい眼がんである。腰よりも低く下げられた頭は、強きよう靭じんな足腰を利用した疾駆のための準備に違いない。その様を確認した瞬間、リコは第一の目もく論ろ見みが外れたことを悟った。

　すなわち、屋内戦というアドバンテージの喪失である。

　翼竜なのだから、空より地、屋外より屋内の方が動きづらいだろう。その予測、普通の竜に対しては間違っていない。すなわち、トビトカゲやトビヘビ、滑空技術を進化させた元爬は虫ちゆう類るいの竜である。リコの知っている「翼竜」とは、これであった。

　しかし再来した大恐竜時代、恐竜の祖先にはもう一つ──鳥類がいる。羽を硬質化させ、大型になった猛もう禽きん類るい。これは元爬は虫ちゆう類るいの竜よりも圧倒的に個体数が少なく、しかし強い。空の世界の頂点に君臨する生物種である。唯一鳥の名残を思わせる嘴くちばしは黒く固まった血で汚れ、リコは自然と腹を食われた死体を思い出してしまった。

　ぶるりと全身に走った戦慄は、強つわ者ものを前にした恐怖か、はたまた底知れぬ武者震いか。リコは愛刀の木刀を構え、一息に地面を蹴った。

　ちなみにこの木刀、さすがに単なる木の棒ではない。野生動物が爆発的な進化を遂げると共に、植物もまた進化を遂げている。ユソウボクを先祖に持つこの木。硬度、靭じん性せい、共に鋼鉄並みであった。

　リコの果敢な踏み込みに、対する竜は不動。逃げもせぬ獲物であれば、迎え撃つが王者の構え。しかし、両者が衝突しようとする、その直前、




　──バン！

　軽やかな炸さく裂れつ音と共に、閃せん光こうが走る。リコの投げたフラッシュバンは見事竜の目の前で爆発した。結局、人は人である。厳しい世界で生き残るためには、惜しみなく技術を利用する。

　リコは竜が怯ひるんだ隙に身体からだの下へと滑り込み、膝の付け根に刀を滑らせた。ぶつりと斬り離される竜の足。よろけた拍子に、もう一本も切り落とした。

　耳をつんざく竜の咆ほう哮こう。感覚が鋭敏になっているリコにとっては、フラッシュバンの仕返しをされたようなもの。びりびりと脳髄が痺しびれて、力が抜ける。

　とはいえ、作戦は見事成功だった。

　インカムでカクタスに繫つなぐと、「おっ、随分と早いじゃねえか」と驚きの声。

「まさか、もう撤退じゃねえだろうな」

「んなわけあるか。仕事はするって言っただろ」

「なんだ、本当にもう倒したのか！　さすがだなあ」

「今は足を斬られて、のたうち回ってるよ。──ところで一つ聞きたいんだけど、この竜の肉、そっちで運んでもらえるのか？」

「ん？　ああ、当たり前だろ。肉は俺が回収して、《伽が藍らん堂どう》に運んでやるよ。ウカが、内臓は取らなくていいから、血抜きだけは忘れるなって言ってたぞ」

「……ほんと、飯のことになると用意周到だな、ウカは……」

　リコは呆れて苦笑がこぼれるが、まあ済んだ話である。気合を入れた割には、あっさりと片が付いて僥ぎよう倖こう、僥ぎよう倖こう──……

「──おい、カクタス」

「なんだよ、せわしねえやつだな。すぐに俺もそっちに向かってやるから、待ってろって」

「いや、来るな」

「……どうして」

「……第二ラウンドの始まりだってことだよ！」

　インカムの接続を切って、リコはすぐに木刀を構え直す。

　なぜなら目の前の竜、足を斬られて倒れ伏していたはずが、既に新しい足が生えてきていた。まるで切れた蜥蜴とかげの尾が蘇よみがえるかのように、新品の肉と鱗うろこがむくむくと再生され、粘膜を纏まとって湿った光を放つ。

「……お前、ＰＡＣを食ったのか！」

　おお、ジーザス。

　これぞＰＡＣである。

　なぜ、24世紀に入り、こうも自然界が繁栄を極めているのか。恐竜が復活し、鉄のごとき植物が生まれ、東京はジャングルに吞のまれたのか。

　理由は一つ、ＰＡＣである。

　戦争とパンデミックで絶滅にあえぐ、人間たちのために作りだされたはずの奇き蹟せきの薬。しかし、その奇き蹟せきの万能さゆえに、恩恵を受けたのは人間に留まらなかった。ことの発端は世界各地の実験都市で行われた大規模投薬実験。それは不死を確かめるための実験である。当然、あらゆる環境で、つまりはあらゆる日常生活の中で臨床試験が行われた。人間の傍かたわらには、つつましく血を吸う蚊やダニが存在し、ＰＡＣは彼らにも祝福を──不死の恵みを与えたのだ。

　やがて訪れた、死ぬことのない蚊の帝国と蚊を媒介にする寄生虫の大帝国。ＰＡＣを欲ほつする寄生虫は宿主にもＰＡＣを求めさせ、人間が野犬や野生動物に襲われ始める。肝心なことは、自然界ではＰＡＣは一つの淘とう汰た圧あつに過ぎなかったということである。永遠にホモ・サピエンスであり続けようとする人間たちを尻目に、ＰＡＣを利用する動植物は次々と出現し、進化を遂げた。その理由には諸説あれど、ＰＡＣが寄生虫から宿主の肉体へと浸潤したとか、共進化でＰＡＣを利用する寄生虫自体を体組織に取り込んだとか、もはや神のみぞ知るところである。

　とにかくＰＡＣを効率よく利用し、保持する者が勝ち残る。そして、目まぐるしい闘争の果てに、自然界にはいまだ人間がなしえないＰＡＣの経口摂取を獲得する者まで現れた。消化酵素に分解されるよりも早く、血中にＰＡＣを吸収するための特殊器官。注射投薬を必要としない、お手軽なＰＡＣ利用法である。

　ヒエラルキーの頂点に君臨する者が、それを持たないわけがなかった。

　リコの前に再び立ち上がった渡り竜。その咽喉を通ったのは違法オイル・バーだけではない。大量の違法ＰＡＣも通っていたのだろう。つまりは、不死の竜である。

「……オレは！　絶対に！　食われねえからな！」

　目の前で、どこかやけくそになって叫ぶのは、次の咽喉通過予定者。

　ぐおおん、と、地響きのごとき竜の咆ほう哮こうが廃はい墟きよに響き渡った。




　　　　４




　態勢を立て直される前に次の手を打たなければ。そう考えたリコはすかさず竜に向かって木刀を突き出した。山勘だが、大きな鳥だと思えば心臓の位置は予想ができる。そこにめがけて直突き、それからねじるようにして引き抜く。

　どっと温かい血潮が噴き出し、竜は叫んだ。

　が、倒れない。

「どうなってんだよ！　化け物か！」

　どうして心臓を潰されても、この竜は倒れないのか。

　リコの脳裏にふとよぎったのは、恐竜の一種であるトビトカゲを捌さばいていたウカの姿。

『──いい、リコちゃん。翼竜を殺した時は、首と背中、二か所で血抜きしないとダメだからね。翼竜は心臓が二つあって、全身に血液を送るものが胸に、翼に送る専用の心臓が背中にあるの。首だけで血を抜いても、背中の方に血が溜たまって、お肉の質が落ちちゃう。だから、次からはちゃんと──』

「……『血抜きだけは忘れるな』って、そういうことかよ」

　渡り竜はトビトカゲの数十倍の大きさである。心臓が二つ、あるいは三つあってもおかしくない。一個潰しただけでは、どうにもならないということか。

　リコが慌てて距離を取ろうとも、既に手遅れ。その場で旋回した竜の翼が、一瞬でリコの身体からだを斬りつける。硬化した羽は薄い刃となって、人間の柔い肉を断ち切った。

「──っ！」

　ぼとり、とリコの右腕が落ちる。首を咄とつ嗟さに庇かばったために、肩口から切り飛ばされた。痛覚ドラッグで増幅された痛みは、もはや常人には耐えられぬ域に達している。

　しかし彼女は「《アラカワ》の黒い妖犬ヘルハウンド」。ヘルハウンドとは「死の使い」である不吉な亡霊。

　それは単に彼女が腕うで利ききの殺し屋だからではない。

　どんな死地からも舞い戻る猟犬。ただ一人、死から逃れる者だからこその異名である。

「くそっ！」

　リコは転がるようにして距離をとり、自らの腕を拾い上げると走り出した。廃はい墟きよの廊下を駆け抜け、小部屋に飛び込む。息を殺し、無造作に切断された腕を肩の傷口に押し当てた。

　すると、早くも血中に眠っていたＰＡＣが機能し始める。砕けた骨が作られ、肉や血管が絡からみつき、皮膚に覆われた。普通ならば数週間は再生に要するところを、ものの数秒で元通り。

　とはいえ、ＰＡＣに代償がないわけではない。

　急速な再生は莫ばく大だいなエネルギーと材料を必要とする。カクタスのように脂肪を溜ためていなければ、再生しようにも燃料が足りなくなる。リコは今更になって、蜜掛けオイル・バーをもっと食べておくべきだったと、臍ほぞをかんだ。

　手持ちの道具と言えば、木刀一本、ＰＡＣが三つ、痛覚ドラッグのシリンジには予備があり、それから毒薬のテトロドトキシンも。……もちろん死にたくはないが、毒を使って倒せば肉は食えなくなる。それは最後の手段だろう。

「──」

　ふと息を止めるリコ。

　竜の足音が聞こえたのである。目を閉じ、聴覚と嗅覚に意識を向ける。

　右斜め後ろ二十五メートル、身体からだを引きずる様子はなく、先ほどの心臓への一撃は効果がなかったと考えていい。吐息は荒く、興奮状態からか、嘴くちばしをガチガチと鳴らしている。

　それから微かすかに聞こえる、虫が蠢うごめくようなさざめき。

　おそらく鱗うろこだ。鱗うろこが蠕ぜん動どうし、擦れ合っている。鳥肌のようなものか。

「ふーっ」

　竜が遠ざかったのを確認して、リコはようやく息を吐き出した。そしてインカムが通信をキャッチしていたので、とりあえず繫つなぐ。

「おい、大丈夫か？　随分てこずってるようだな」

　カクタスの言葉に交じる、くちゃくちゃという咀そ嚼しやく音おん。リコは声を押し殺しながら、それでも叫ばずにはいられない。

「こっちは殺されかけてるってのに、吞のん気きに腹ごしらえか！」

「腹減ってんだから、しょうがねえだろ。で、どうだい首尾は」

「最悪」

「さっきはもう勝ったみたいなこと言ってたじゃねえか」

「……見くびってたよ。渡り竜とやり合うのはオレも初めてなんだ。こんな馬鹿みたいにしぶといやつだとは思ってなかった」

「んだよ、竜が強いなんて当たり前だろう」

「知った風な口を叩たたくなっ！　あんたは蜥蜴とかげ一匹捕まえたことないだろうがっ！」

　カクタスと喋しやべっていると、リコはついつい声が大きくなってしまう。ふんっ、と鼻息を鳴らして落ち着くと、改めてこう切り出した。

「で、なんか策は！」

「策？」

「……何のための通信なんだよ、これは。オレはお前と雑談するためにインカム付けてんのか？」

「そりゃそうだろ。実況中継でもしてくれりゃあ、暇つぶ──」

　ぶつっ、と通信を切り、リコは必死にインカムを潰そうとする自分の手を止める。しかし、懲こりもせずに再び入る通信。深い溜ため息いきを怒りと共に吐き出し、繫つなぐ。

「……なんの用だよ。今度ふざけたことぬかしたら、ただじゃおかないぞ」

　しかしインカムの向こうから返ってきたのは咀そ嚼しやく音おん交じりの野太い声ではなく、少女の柔らかなソプラノボイス。

「うわー、こわーい」

「え」

「わたし、まだ何も言ってないのに。そんな言い方されたら、ちょっと傷ついちゃうな……」

「ちょ、ちょ、ウカか？　ウカだよな？」

「……同居人の声も分からないの？」

「いやいやいや、なんでウカの声がオレのインカムに入ってくんだよ！」

「え？　それは、カクタスさんの車の内蔵コンポにアクセスして、コンバーター代わりに通信衛星からの──」

「いい！　やっぱいい！　オレはそんな説明が聞きたいんじゃない！　どうして連絡を取ってきたかって話だよ！」

「それは、ほら、仕事の内容はカクタスさんから聞いていたし、実況中継でもしてくれたら、暇つぶしになるんじゃないかなーって」

「……」

「冗談だってば」

「そうじゃなかったら、本当にインカム握り潰してたところだ」

「ごめんね、ちょっと盗聴してたの。早い話、手詰まりなんだよね？」

「そうだよ。何かアドバイスは？」

「血抜きは──」

「それはいい。心臓を一個潰してもぴんぴんしてる」

「えっ、潰しちゃったの？　そんなことしたら血がお肉に回っちゃうよ！」

「もう遅い。というか、もっと早く言ってくれ」

「……うーん……あまりに生臭くなったら、メニュー変更かなー……あえて血で煮込むってのも悪くはないけど……」

「おーい、ウカさーん、聞いてるかー」

「え、なに？」

「ア、ド、バ、イ、ス、だよ！　このままだと、そもそも肉自体にありつけないからな！」

「大丈夫だよ。いざとなったら、朝教えたドラゴン・スープレッ──」

　切断。

　深い、深い溜ため息いきがリコの口から洩もれる。

「どいつもこいつも、ふざけてやがる……」

　リコは絶えず遠方の物音に意識を向けており、竜が戻ってこないかという焦燥感に神経が焼き切れそうになっていた。どうしてこう、オレは振り回されてばかりなのかと内心悪態を吐いていると、三度インカムに通信が入る。

　リコは迷いに迷った挙句、仕方なく接続した。すると聞こえる、相変わらず吞のん気きなウカの声。

「ごめんね、ごめんね。冗談に決まってるでしょ？　そんなに怒らないで」

「時と場合をわきまえろ。こっちは命かかってんだぞ……」

　反省したのかしていないのか、よくわからぬまま「そういえばね」と切り出したウカの口調は、打って変わって真剣なもの。リコはなんとか溜ため息いきをかみ殺して、耳を傾ける。

「竜狩りの商人に聞いたことがあるんだけど、基本的に渡り竜は鱗うろこと骨が硬いんだって。腹部以外は中々刃が入らなくて、頭蓋骨なんかハンマーでも割れないらしいの」

「脳みそはだめってことか」

「そう。ただ、唯一可能性があるとすれば、首」

「……首？　鱗うろこには刃が通らないんじゃなかったのか？　こっちは木刀だけだぞ」

「普段は通らないんだけど、体温が一定以上になると放熱のために鱗うろこの隙間が開くんだって。松ぼっくりの笠かさが開くみたいに」

「体温ってことは……つまり……」

「ＰＡＣってこと」

　自然の掟おきてを捻ねじ曲まげる生体再生反応。それには当然、莫ばく大だいなエネルギーが必要とされ、同時に、熱エネルギーが生み出されることも意味している。要するにウカの作戦とは、竜に容量以上の負荷をかけ、熱暴走をさせろというもの。

　ただし、相手は渡り竜。その熱処理スペックは文字通りモンスター級であろう。

「……何回殺せばいいんだろうな……」

「それは、死ぬまでじゃないかな？」

　だよなあ、と呟つぶやいたリコの耳に、どしりと響く重たい足音。もはや覚悟を決めなければならない。どんなに文句を垂れ流そうが、やる時はやるのが「ヘルハウンド」。育ての親から受けついだ、強したたかな意地である。

「料理の準備して待ってろよ、ウカ！」

「うん、リコちゃん、ファイト！」

　元気な声援を聞き取ったリコはインカムの接続を切り、廊下に飛び出した──……




　──その二時間後。




「まーだ死なねえのか！　このクソデカドラゴンめ！」

　廃はい墟きよに響き渡るリコの怒声。それにはほとんど悲鳴に近い絶望が混じっている。カクタスからせしめた三本のＰＡＣは既に二本も使ってしまい、それ以上に枯こ渇かつしたのはエネルギー。体脂肪はカラッカラ。リコは手当たり次第に近くの雑草を食い散らし、微かすかなエネルギーを繫つないでいたが、それも限界である。キュエエエエエ、キュエエエエエと奇妙な耳鳴りまで聞こえ始めていた。

「……なんなんだよ、ほんと……腹減った………」

　ただし気づけば周囲には渡り竜の足やら翼やら、切り飛ばされた肉がごろごろと転がっている。

「……」

　いやいや、駄目だろう。さすがにそれはアウトだろう。「ＰＡＣで再生したばかりなら、世界で一番綺き麗れいな肉なんじゃね？」などと悪魔のリコが耳元で囁ささやくが、「野生のお肉は絶対に加熱調理しなきゃだめ！」と、脳内天使のウカ様が反論する。

　あるいは、工場のどこかに放置されている違法オイル・バー。……匂いをたどれば見つけられる。ただカクタスの言葉を信じるとすると、それは毒入りの可能性が高い。「そんな危険なものを食べるなんて許しません！」と天使が叫び、「一日に二本もオイル・バーなんて食いたくねぇ！」と悪魔まで拒否する始末。この案も却下である。

　リコは唇を嚙かみしめ、腹の虫の絶叫は聞こえなかったことにした。気合を入れ直し、再び木刀を構える。

「第三ラウンド、いくぞ！」




　──また二時間後。




「……」

　さすがに虚勢を張る元気もない。延々と動き続け、食べ続け、リコの体温は既に四十度を超していた。心なしか、体表面から立ち上る熱気に、彼女の周囲が歪ゆがんで見えるほどである。

　だが対たい峙じする渡り竜も限界を迎えている。動きは鈍り、再生速度も当初の半分ほどにまで落ちていた。そしてついに、その時が訪れる。

　すらりと伸びた竜の首。大人の腰回りはあるかと思われるその太い幹を鎖くさり帷子かたびらのごとく覆っていた鱗うろこが、突如ぶわっと花開いた。

「──」

　リコはその瞬間を見逃さない。壁を蹴って飛び上がり、翼の一撃を躱かわして竜の首にしがみつく。そして、鱗うろこと鱗うろこの隙間に木刀を叩たたきつけた。

「──って、切れねえよっ！」

　さすがにリコも燃料切れ。元々木刀で肉を断っていたのは、叩たたき切きるほどの腕力があったがゆえ。疲ひ労ろう困こん憊ぱいの一撃が鋼のような竜の脛けい骨こつに敵かなうはずもなく。木刀は首の中ほどに止まって抜けなくなった。




　──ギュエエエエエエエエ！

　竜が喚わめく。暴れる。飛び乱れる。

　リコはなんとか木刀を握りしめ、首にしがみつくしかない。開いた鱗うろこが肉に刺さるが、手を放せば絶対に死ぬ。離れたくても離れられない。リコは揺れる頭で必死に打開策を考えた。木刀は使えず、ＰＡＣ一本ではわずかに寿命が延びるだけ。あと残っているのは──……

　痛覚ドラッグ。

　神経伝達物質は人類も恐竜もおそらく同じ。増幅された痛みで動きが鈍るのではないか。

「こうなったら、イチかバチかだ！」

　思い至れば迷わず実行。鱗うろこが食い込むのも承知で竜の首に足を巻き付ける。空いた手で取りだしたるは赤のシリンジ。それを鱗うろこの隙間に打ち込むと──、

　ぴたり、と竜の動きが止まる。

　一瞬、リコは毒と間違えたかと焦あせるが、そんなわけもない。あるいは人間にとっては薬でも、竜にとっては毒だったのか。とはいえ、戸惑うよりも先に、竜がなぜか身体からだをのけぞらせる。後ろを無理やり振り向こうと、首を高く持ち上げた。

　リコは勝機を逃すまいと、咄とつ嗟さに反動をつけ、竜の頸けい椎ついに蹴りを入れる。みしり、と音がして竜は背中をさらにのけぞらせた。ほとんど立ち上がる形になった竜に対し、リコは身体からだの向きを反転させつつ、相手の首を摑つかむ。それから前転するようにして再び背中に蹴り。

　バランスを崩した竜は、頭からブリッジになるようにして地面に叩きつけられる。

　そして、フィニッシュ。

　もはや言うまでもあるまい。

　これは地球史上初めて、ドラゴンに、ドラゴン・スープレックスが決まった瞬間であった。




「……あー、疲れた……」

　竜の下敷きにされぬよう、間一髪身体からだから離れたリコはようやく安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。さすがの渡り竜も気絶し、舌をだらりと垂らしていた。頭蓋骨を割れずとも、揺らせばダメージは通る。あとはゆっくり首を斬り落とせばいい。

　が、木刀を抜きとり、改めて振り上げたその時だった。

　キュエエエエエ。キュエエエエエ。

　廃はい墟きよに響く、甲高くも頼りなげな耳鳴り────ではなく、鳴き声。リコはその声の主の方を見やり、なぜあれほど凶暴だった竜がドラッグを打った瞬間動きを止めたのか、そして、なぜ後ろを振り向こうとしたのか、その理由に遅れて気付く。

　単純な話である。

　渡り竜もまた、敏感になった聴覚によって、この鳴き声を聞き取ったのではないか。我が子の声に、一瞬、気を引かれてしまったのだ。

　廊下の奥からひょこりと顔を出した、幼い竜。……いや、羽が硬化し鱗うろこにすらなっていないのだから、それは単なる鳥の雛ひな。大きさこそかつての猛もう禽きん類るいほどではあったが、きょろきょろと親を見つめるその様は、幼い生き物の愛らしさに満ちている。

　リコは当然の理屈に思い至った。渡り竜は繁殖のためにやってくるのだ。となれば、既に子供がいてもおかしくない。根城に居座るということは、ここに巣があるということ。

「そりゃそうだよなあ……」
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　いまだ人という脅威を知らぬのか、幼竜はぺたぺたとリコの方に近づいてくると、興きよう味み津しん々しんといった様子で見つめてくる。それから、床でぐったりと伸びた親竜に向かって、不思議そうに声をかけているのだった。

　そんな折に、カクタスからの通信が入る。

「どうだ、いい加減終わったか」

「……終わったよ」

「ちゃんととどめを刺したんだろうな？　もういい加減、待つのも飽きたぞ」

「……」

　リコは自らの手に握られた木刀と、断ち切るべき竜の首を見比べる。しかしその間に、くりくりとした幼竜の瞳が割って入ると、遣やる瀬せ無なさが膨れ上がった。

「カクタス、あんた、竜を食いたいんだよな」

「そりゃこの季節だけの珍味だからな。……おいおい、まさか独り占めする気か？　俺の誕生祝ってことで、いいんだろう？」

「ああ……」

　カクタスはリコの上司であり、そして育ての親であった。

　己の親への手土産に、幼竜の親を殺さねばならない。

　そもそもこの世は弱肉強食。ＰＡＣによって激化した生物間の闘争は、誰に対しても平等に訪れる。リコが殺されれば幼竜の餌となっていたのだから、その逆もまた自然の理。

　ウカだって、渡り竜の肉を楽しみにしてたしなあ……。

　リコはふっと小さく息を吐き出すと、幼竜に向かってこう呟つぶやいた。

「……悪いな。オレもこれで生きてんだよ」

　静まり切った廃はい墟きよに、竜の悲鳴がまた一つ。
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　いつのまにか雨雲が去り、澄み切っていた夜空では、林立する廃はい墟きよビルの合間にいよいよ月が隠れようとしていた。

　日付が変わり、《伽が藍らん堂どう》は既に店じまいの時刻。朝と同じく清潔でがらんとした食堂には、しかし、依然として人々の吐き出す酒気と饒じよう舌ぜつな言葉が漂っているようである。

　その真ん中で金髪の天使は一人、気を揉もんでいた。

　なぜなら同居人が帰ってこない。

　何時間も前に竜の肉を持ち込んできたカクタス曰いわく、リコは仕事を無事に終えた。ただしインカム越しに一人で帰ると言って、顔も見せずに姿を消したという。危険な仕事を押し付けられて、腹を立てているのだろうとカクタスは語っていたが、こうも帰りが遅くなるとは。

　それほどリコは怒っているのだろうか。いや、仮に怒っていたとしても、《伽が藍らん堂どう》に帰ってこないことなんて、今までに一度でもあっただろうか。普段のリコだったら、いの一番に帰ってきて、「死ぬかと思ったぞ！」と直接愚ぐ痴ちる。短気で、暴力的で、気まぐれだが、まっすぐなのが彼女の取柄。そうと分かっているからこそ、ウカはますます不安になった。帰り道、何か変な事件に巻き込まれたのではないか。《アラカワ》には、リコのせいで痛い目にあった者が沢山いる。疲れ切った隙をついて、襲われることだってありうるだろう。

　もう一度、カクタスさんに聞いてみよう──そう思ってウカが席を立ちあがった、その時だった。食堂の扉が開き、薄暗がりの入り口から現れたのは、全身から血を流す傷だらけの同居人。

「──リコちゃん！」

　ウカは駆け寄り、服が汚れるのも構わずにリコを抱きしめた。その様子に苦笑しながら、しかし温かな天使の抱擁に、ウカの頰も自然と緩む。

「……ただいま。さすがにまだ、オレの墓は作ってないだろ？」

「作ってるわけないよ！　いつまで経たっても帰ってこないから、わたし、すごく……」

　ウカは潤んだ声を無理やり押しとどめ、それよりも怪け我がの手当てだと、リコの全身を一いち瞥べつする。しかし、血ち濡まみれのわりに傷があるわけではない。ＰＡＣのおかげか傷口は既に塞がっていた。

「今の今まで、どこにいたの？　こんなに汚れていたのなら、カクタスさんと一緒に帰ってくればよかったのに」

「あー、いや……そうじゃないんだよ。これは別に仕事で出来た汚れじゃない」

「……え？　どういうこと？」

「ちょっと引っ越しを手伝ってた」

　事の顚てん末まつはこうである。

　渡り竜を気絶させ、あとはとどめをさすばかりとなった時、不意に現れた幼き竜。どうしても親を殺すことに躊躇ためらいを覚えたリコは、廃はい墟きよからこの親子を遠ざけようと腹をくくった。残っていた最後のＰＡＣを親竜に打ち込み、それから子竜を抱えて走り出す。幸い、《アラカワ・リバー》さえ越えてしまえば、向こうは餌も豊富なジャングルである。子竜を人質に親竜を廃はい墟きよの外へ誘い出し、それからはRUN&RUN。余計な傷も負ったが、とりあえず森の奥で親子を合流させ、帰ってきた時には日付が変わっていたという次第。

「……そっか。だからカクタスさんが持ってきた肉に、内臓とか頭がなかったんだ。足とか翼ばかりで、てっきりお肉が食べたいカクタスさんのチョイスかと思った」

「あいつだったら、子竜を丸焼きにして全部食ってるよ」

「……それはそうかも」

　容易に想像できる、クラーケンの捕食姿。今日も肉を持ってきて早速味見を望んでいたが、ウカが熟成させるべきだと断ると、凄すさまじい落胆ぶりだった。

「でも、もしも親子が工場に戻ってきたらどうするの？」

　ウカが尋ねると、リコは困ったような、しかしどこかふっきれた笑みを浮かべ、

「さすがに竜も馬鹿じゃないだろ。でも……まあ、そうなったら責任持って、オレが対処する」

「……どうしてリコちゃんは、そうやって面倒ごとを増やすのかなー……」

　そう口にしておきながらも、ウカは知っていた。名うての仕事人「《アラカワ》の黒い妖犬ヘルハウンド」は、案外義理と情に弱い。仕事のためには手も汚すが、嗜し虐ぎやく趣しゆ味みは皆目ない。

「なんだよー、そもそもウカだって竜を狩ってこいってオレをけしかけたじゃん。それともあれか？　帰ってくるのがちょっと遅くなっただけで、本当に心配になっちゃったのかなー？」

「それは……」

「そうかそうか、オレが死ぬのがそんなに嫌だったかー」

　リコがにやりと笑うと、ウカはふいっと目をそらす。

「もー、知らないっ」

　しかし、膨れ顔を見せながら、やはり内心の安あん堵どをウカはどこかで感じてしまう。だから今日は素直に、思いを口にした。

「……でも、リコちゃんが無事でよかった。お疲れ様」

「ああ、ほんと大仕事だったよ。ウカも遅くまで待っててくれてありがとな」

「……うん」

「よーし！　とにもかくにも腹が減ったな。ご飯、余ってる？」

「もちろん。座って待ってて。すぐに出来上がるから」

　ここからは料理人ウカの領分である。

　厨ちゆう房ぼうに入ってすぐ、彼女が手に取ったのは渡り竜の竜田揚げ。実はこっそり味見用に、用意しておいたのだった。もも肉をブロック状に切り分けて、下味は塩、胡こ椒しよう、紹興酒、それから五香粉と片かた栗くり粉こをまぶして高温でさっと揚げたもの。軽い食感の薄うす衣ごろもを纏まとっているが、揚げあがりからはしばらく経たっているので、冷めてしまっている。だからこその、一工夫。ウカは中華鍋に油を回し、唐辛子とにんにく、生しよう姜がを軽く炒いためた。それぞれの香りが立ったら、竜田揚げを投入。醬しよう油ゆ、みりん、甜テン面メン醬ジヤンを絡からめて、一気に炒いため上げる。仕上げに胡ご麻ま油を少々と、煎り胡ご麻まをまぶし、一品目の完成。

「はい、渡り竜の中華風甘辛炒いため！」

　リコは冷蔵庫から瓶ビールNEO青島を取り出し、ラッパ飲み。酒のせいで招いた今日の苦労はどこへやら、疲れた体に冷えた刺激が染しみ渡わたる。そして、「いただきまーす！」と、早速パクリ。

「～～～～～っ！」

　声にならぬ、歓喜の旨うま味み。火傷やけどをつゆとも恐れずに、ただ爆発的にかきたてられた食欲に身を委ねる。勢い込んで肉を頰張ると、ガツンと口に広がる濃い目の味付け。生しよう姜がやにんにくの香りの中に、決して劣らぬ肉の風味が舌を摑つかんで離さない。ナッツのような香ばしさと程よく滲にじみ出でた脂の甘みが混ざり合い、牛肉とも異なる深みがあった。一発ノックアウトのUMAMIがリコの口内で躍っている。

「くぅーっ！　たまらん！」

　ビールとの相性も抜群である。最高級の肉を、こうもジャンクに味わってしまう、そんな背徳感が美味おいしさに拍車をかけていた。

　そんなリコの様子を満足げに見ながら、ウカは次の一品へ。これも下準備は出来ている。血が回ってしまった具合の悪い部位は挽ひき肉にくにして食べればいい。玉ねぎと一緒に肉を炒いためたら、そこに加えるのはほんのわずかに残されていた二百年物の黄ワイン。バター、牛乳と一緒に軽く煮ると、たちまち得も言われぬ香りが膨らんでゆく。ウカはその間にアスパラガスの皮かわ剝むき。全長三メートルにもなる竹のような24世紀のアスパラガスも、春の新芽は柔らかい。大きめに切って竜の皮下脂肪を溶かした熱湯で軽く茹ゆでたら、冷めないうちに挽ひき肉にくのソースを回しかける。

「アスパラガスと渡り竜で作ったヴァン・ジョーヌソースがけだよ」

「……ヴァン・ジョーヌ？」

「リコちゃんが昨日ラッパ飲みした黄ワインのこと。大戦前の第六実験大陸ルトゥム……ヨーロッパって呼ばれたところのワインの一つなの。元々、料理にも使われていたんだよ」

　では、果たしてそのお味は。

　リコは最初にソースだけ、ぺろりと試しに舐なめてみる。

「……くふぅ」

　奇妙な溜め息と共に、ぴくりと震えるリコの耳。竜と死闘を繰り広げた用心棒とは思えぬほど、甘美にだらけた顔がそこにあった。

　リコの口を支配していたのは、驚くほど濃厚で、しかし上品なクリームソース。先に食べた肉と同じ材料だとは到底思えない、落ち着いた味わいだった。アスパラガスと一緒に食べると、野菜の瑞みず々みずしい汁気にとろりとしたソースがよく絡からむ。あれほどの強い旨うま味みを持っていた渡り竜が、ここでは見事な引き立て役。歯ごたえのあるしっかりとした肉感を残しながらも、豊かな風味はソースに溶け出し、全体の調和に貢献していた。

「……なんていうか、おいしさが洪水状態だ」

「あはは、なにそれ。……でも、これはまだ熟成が足りないから、結構あっさりしている方だと思うよ。立て続けに食べる分には、丁度いいかもしれないけどね」

「確かにこれなら飽きないもんなあ」

「とりあえず、次の一品で今日の渡り竜はおしまいだけど、もしも足りなかったら言ってね。普通のメニューだったら、まだ用意できるから」

「りょうかーい」

　美味おいしいものは空腹なうちに。それもまた《伽が藍らん堂どう》の鉄則である。

　ウカはそれから酒蒸しにしておいた渡り竜の翼の肉を取り出した。最初は筋っぽいかと思っていたが、火を通すとゼラチン質が溶けてふっくらとしている。塩と酒を小鍋でひと煮立ちさせ、細かく手で裂いた肉をいれる。余っていた竜の卵を溶いて鍋に回し入れ、蓋をして三十秒。どんぶりにたっぷり盛った白米の上に、半熟の卵とじを乗せれば完成である。つやっつやの黄金色が、眩まぶしいほどに食欲を誘う。

「はーい、渡り竜の塩親子丼！」

「……親子を助けたオレに、それを食わせるのか」

「助かる命もあれば、助からない命もある。大切なのは、ちゃんといただくということです」

「でもなあ……」

「カクタスさんから聞いたけど、渡り竜って工場の護衛とかを食べてたんでしょー？　その肉を食べてるってことは──」

「うわー！　やめろっ！　考えないようにしてたんだから！」

「でも、どんな生き物だって、何かの命を食べてるんだもん。大昔は人間だけが好き勝手に他の生き物を食べていたけど、今はそうじゃない。人が何かに食べられることだってある。それは自然な形に戻っただけだよ」

「……そりゃそうだけどな」

「ほら、冷めちゃうから食べて！」

　往々にして天使とは、生を祝う者であり、死と隣り合う者でもある。ＰＡＣによりほとんど不死身になったリコにとって、食を愛し、命を尊ぶウカはしばしば忘れかけていた死を思い出させた。しかしそれゆえに、飯は美味おいしく、単なる栄養補塡行為以上の意味を持ちうるのだろう。

　リコは沢山の白米と共に、熱々の卵と肉を頰張った。

「はふぅっ」

　熱々の湯気に、ちょっとだけむせる。でも、そこに混じる香りが既にたまらない。

　シンプルな味付けだからこそ、シンプルに旨うまいのである。部位が異なるからなのか、竜の肉から香るのは仄ほのかな青草の風味。薬味を乗せていないのに、そこには確かな春のかぐわしさがあった。ぱくぱく、はふぅ、ぱくぱくぱく。箸は全く止まる様子を見せない。

「これは、いくらでも食えるっ……！」

「それはよかった」

　テーブルの上に並んだ渡り竜の三品。ウカは気持ちの良いい食べっぷりを見せる同居人を見つめながら、ふと遠雷にも似た微かすかな轟とどろきを耳じ朶だに感じる。とはいえ、高窓から覗のぞく夜空には、もはや雲一つ見当たらない。

　ただ一瞬、大きな鳥のような影がビルの谷間を横切ったような気がした。

「まさか、ね……」

　それからいくら耳を澄ましても、咆ほう哮こうのような響きはついぞ聞こえることがなかった。
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《伽が藍らん堂どう》が居を構える《アラカワ》地区の外れ。乱立する廃はい墟きよビルの上には巨大なカイワレ大根を乗せたかのごとく、天に向かって巨木の茂みが生えている。人呼んで、「ジャングル・オン・ザ・ジャングル」。高層樹林帯と呼ばれるそれは、CO2削減を目指し、22世紀に国家が推し進めた日本列島総緑化計画──すなわち高層ビルの大規模屋上緑化──のなれの果てであった。

　無論、ジャングルの中は自然界の縄張りである。野生動植物の激しい生存競争が日夜繰り広げられている。そこに一ひとたび足を踏み入れようものならば、普通の人間は骨一本帰ってこない。しかし、それでも愚かなるホモ・サピエンス。一部の好き者は危険を承知で挑もうとする。

　なぜならジャングルこそ、地球の生きた博物館であるからに違いない。人類文明が失った多くの技術、生命がそこには今も息づいている。

　いまだ太陽が東に居座る朝早く、《伽が藍らん堂どう》からほど近い、23番ビル入り口の前に立つ二人も、そんな失われた宝を求めてやってきた。黒髪をなびかせ木刀を担かついだ用心棒と、巨大な籠を背負ったメイド少女である。

「……なあ、いつも思ってんだけどさ……ジャングルに入るってのに、その恰かつ好こうはどうなんだ？」

「その恰かつ好こうって？」

「いやあ……ロングスカートとか、動きにくいし、汚れるだろ」

「そうかなー。むしろ、虫とか蛇とかの危険性を考えたら、リコちゃんの方が危ないんじゃない？　そんなに腕をむき出しにしちゃって」

「だって、オレはちゃんとＰＡＣ打ってきたし」

「ＰＡＣは別に万能じゃないんだよ？　再生速度よりも早い毒素が身体からだに回ったら、すぐに身体からだがボロボロになって、生きながら地獄のような苦しみを」

「分かった。うん、分かったから、恐怖を煽あおるのは止めてくれ。ウカの恰かつ好こうに口を出したオレが悪かった」

「じゃあ……はい、これ」

「え？」

　ウカが背負っていた籠から取り出されたのは、一着の長袖。広げてみると、背中と胸の両方にSUGOI☆KAWAII☆LYCOと蛍光ピンクの刺し繡しゆうが施されている。

「それね、ジャージっていうの。大昔、運動する若者は絶対にこれを身につけなきゃいけないっていうしきたりがあったんだって」

「……絶対に？」

「絶対に」

「……」

「虫よけのお香も焚たいておいたし、これならジャングルの中でもすぐにリコちゃんの居場所が分かるかと思って」

　ジャージの端にはご丁寧に、MADE BY MAIDと刺し繡しゆうまでされている。大体、このピンクを基調にしたデザインを見ただけで、誰が作ったのかは明らかだったのだが。

「……これを着ろと」

「うん」

「……」

　率直に言えば悪趣味である。正直に言えばダサイ。とはいえ、いくらそれが趣味ではないと言っても、普段のリコならば渋々袖を通していただろう。ところが、なぜだか今日は違う。リコはジャージを見つめたまま動かない。ウカは不思議そうに小首を傾かしげ、尋ねてくる。

「……そんなにこのジャージ、嫌なの？」

「いや、そうじゃなくってだな……」

　気まずい。着づらい。小恥ずかしい。早い話がこの娘、馬鹿にされることを恐れている。

　なぜなら今日のジャングルピクニックは、リコとウカの二人だけではないからである。口も悪けりゃ手癖も悪い、そんなリコでもうら若き娘。人並みに羞恥心は育っていた。そう、今日はアイツが一緒に──……

「──おはようございます」

　突如背後より気配を表したのは、一人の青年。上から下まで白の服、その上新雪も裸足はだしで逃げ出すような白磁のごとき玉の肌。それゆえに、鉄てつ錆さびのような深い赤髪と琥こ珀はく色の瞳が異様に映える。

　名をルアン。スコピュルスの治安維持を司つかさどる宗教団体《白びやく衣え》のルーキーである。

　リコとは何かと腐れ縁、あるいは旧ふるき犬猿の仲。リコが犬なら、ルアンは猿。しかし、この世にこうも美しい猿がいただろうか。世が世なれば若い娘に囲まれて、黄色い歓声を浴びていたであろう繊細な顔立ちである。

　リコが慌ててジャージを背後に隠す一方で、ウカは朗らかに挨拶を返す。

「おはようございます。こんな朝早くに来ていただいて、ごめんなさい」

「いえいえ、《鰐わに面づら》の警備は夜から朝にかけて行いますから。いつも通りですよ」

「あ、そうなんですか！　それならわたしたちの仕事とおんなじなんですね」

「《伽が藍らん堂どう》も夜よ更ふけ過ぎまで営業なさっているそうですからね。お疲れ様です」

「……」

「……」

　一見すると、美男美少女の見目麗しきやり取りである。しかし、丁寧な言葉遣いとは裏腹に、ルアンの内心は笑顔の鉄仮面で隠されており、対するウカも完全に余所よそ行いきの顔。見えない触手で互いの腹を探り合っているかのようで、リコは酷ひどく落ち着かない。

　すると、ルアンの切れ長の瞳が不意にリコへと向けられる。そして、彼女が逃げられぬようしっかりと正面から見据え、その口元に端正な微笑を浮かべた。

「どうも、おはようございます、リコさん」

「……お」

「あ、すみません、間違えました。おはようございます。SUGOI☆KAWAII☆LYCOさん」

「なっ、おい、これは別に──」

「何を慌てているんですか。お洒しや落れですよ。大戦前のオールドファッション。実にお似合いではありませんか。正装をそちらに変えてみたらどうですか、SUGOI☆KAWAII☆LYCOさん」

「んが───っ！　その呼び方をするなっ！」

　勢い任せにジャージを投げ捨てようとするものの、さすがにリコの手は止まる。口を挟もうとしないウカと、絶え間ない冷笑を浮かべるルアンを見比べ、リコは歯をキリキリと鳴らした。

　しかし言うまでもなく、この勝負、はじめから結果は見えていた。ウカから渡された服を、リコが拒めるはずもない。

「……羨ましいだろ！　お前が欲しくても、やんないからなっ！」

　やけくそにそう言い放ち、ジャージを身に着けるリコである。実際袖を通してしまえば、思いのほか動きやすくて風通しもよい。試しに木刀を振ってみても、別段気になるわけでもなく。

「あれ、なんかぴったりだ！　悪くないじゃん！」

「……ほんと単純ですね、あなたは」

「ん？　何が？」

　ルアンは呆あきれ顔がおで、ウカに視線を戻す。それから少し声音を改め、頭を下げた。

「今日はどうぞよろしくお願いします。僕はお二人の食材集めに同行して、その一部始終を観察するだけです。いないものと思っていただいて結構ですから」

　するとウカは幾分か当惑をにじませたまま、

「別についてきていただくことは構わないんですけど……でも、本当に食材確認をやらないと駄目なんですか？　さすがに、お客さんの食べたくないものを黙って入れたりしませんよ？」

「すみません、どうか、お気を悪くなさらないでください。これは我々《白びやく衣え》の戒律なんです。必ず信徒の者が食材集めから調理までを確かめる必要がありまして」

「確か、皆さんは菜食主義ってことでいいんでしたよね？　教義的に使ってはいけない食材というのは……」

「動物性のものは基本的に全て駄目です。卵や乳製品も許されません。根菜類も禁じられています。疑似肉や無菌野菜など、認可を受けた工場の不ふ殺せつ生しよう食材に関しては大丈夫ですが」

「……なるほど、でも、動物性かー……」

「何か問題が？」

「あ、いえ、全部が全部というわけではないんですけど、このジャングルに生えている植物は動物を食べたりするんです。そういうのって、植物に入るのかなーって」

「……まあ、許されないでしょうね。疑わしきは黒です。本来は《白びやく衣え》管理下の食品工場で作られたものしか食べないので、こういった事態に対する柔軟性はないんです」

　ルアンがすまなそうに眉を顰ひそめるその傍かたわらで、リコはあえて聞こえるように「ほんっと、迷惑な話だよ！」と独り言。すかさずウカがぴしゃりと叱る。

「もー、だめだよ、リコちゃん！　ルアンさんが悪いわけじゃないんだから！」

「関係ないね。いきなり一週間後に会食の用意を頼んできたと思ったら、やれ肉は使うな、魚は使うなって、文句ばっか言いやがって。しかも挙句の果てに食材確認だぞ？　うちのコックが芋と間違えて肉を入れるなんてことがあるかっての！」

　ウカに向かっていた視線は、次第にルアンの方へ。不満を口にしていたら先ほどの嘲弄を思い出したらしく、リコのこめかみがピクピクと震えている。しかしルアンの方は平然と首を傾かしげるばかり。

「……はて、確か《伽が藍らん堂どう》に出張させると申し出たのは、カクタスさんだったはずですが。こちらは別段、無理を通したわけではありません。しかし、どうしてもと仰おつしやるから、それに応じたまでのこと」

「うぐっ……」

「先日のＰＡＣ工場引き渡しの件で、便宜を図ってほしいという意図が透けていることは明らかです。うちのティアナン導師から純正ＰＡＣを横流ししてもらい、その上違法に目をつぶってもらおうと……どうしても《白びやく衣え》を喜ばせたいのは《シード》の方では？」

「うぐうぅ……」

　淡々と理を詰めていくのがルアンのやり口である。合理をもって虎威となす。それはスコピュルス各地に立法行政地区を設け、武力に依よらない社会秩序を営む《白びやく衣え》の方針でもあった。

　押し黙ったリコに、おまけでウカが小さな溜ため息いきを一つ。

「カクタスさんのお願いだからって、仕事を受け入れたのはリコちゃんでしょ？　ほんとにあの人には弱いんだから」

「仕方ないだろ！　義理は義理だ。あんな蛸たこでも育ての親にかわりはない」

「だったら文句言わないの！」

「むぅ……」




　　　　２




　厳しい弱肉強食の世界が広がる高層樹林帯。その中でリコたちが訪れた23番ジャングルは比較的危険の少ない区域だった。一見して、他との違いは瞭然である。ジャングルの多くが、高い樹木の屋根によって覆いを被かぶせられ、昼間でも湿った洞穴の中を進むような趣であるのに対し、ここは実に明るい。枝葉の育ち切っていない高木の樹じゆ間かんから、格こう子し窓まどをくぐったような細切れの日差しが森の奥深くまで射さし込こんでいる。

　夜行性であるトビトカゲなどの恐竜は明るく乾いた森を嫌い、結果として23番ジャングルは危険な捕食者が数えるほどしか生息していなかった。気を付けるべきものといえば、近づく熱源を感知し、棘きよく状じよう突とつ起き体たいを伸ばして串刺しにするツルギナスや、触れたものを大量の触手で絡からめとる陸イソギンチャクである。

　そんな中をリコとウカは特に警戒することもなく進んでいく。二人が何度も通っているために道が踏みならされ、そこから外れなければ特に怯おびえる必要もない。リコはルアンが後ろ五メートルの距離を開けて付いてきているのを確認すると、ウカの耳元で囁ささやいた。

「……なあ、わざわざあいつと一緒にここへ来なくても良かったんじゃないか？　裏の菜園とか、屋台で買うだけでも野菜は手に入るじゃん」

「それはそうだけど、会食ってことはきちんとしたものを出さないといけないもん。食堂の普通のメニューじゃ、失礼だよ」

「はあ？　アレも駄目だ、コレも駄目だって、自分たちで勝手に食いもんを狭めてるような連中だぜ？　どうせ料理に興味なんかないって」

「うーん、そうかなー……」

「大体、あいつらの食事なんて、いつも缶詰とオイル・バーなんだ。オレ食ったことあるけど、ほんと悲惨だぞ。色素の抜けきったピクルスとか、大豆の粉を固めただけの棒なんだから。食った気にもなりゃしない」

「……なんで食べたことあるの？」

「え？」

「いや、どうしてリコちゃんが《白びやく衣え》のご飯を食べたことがあるのかなって」

「そりゃ、《シード》と《白びやく衣え》の共同作戦で、何度か一緒に仕事をしたこともあるし……」

「ふーん、そうなんだー」

「……なんだよ」

「別にー。ただ、いつも嫌いだ嫌いだって言ってるわりに、仲良くお話してるなーと思って」

「はああああああ？　オレと、あいつが、仲良く？　どんな目をしてたら、そう見えるんだよ！　オレがあんな頭カッチカチの顔面キッラキラ野郎と──」




「──あの、すみませんが」

　リコが声を荒げたところで、すかさず言葉を狭むルアン。さすがに聞かれていたかとリコの背中に冷汗が滲にじむが、ルアンはちらりとも視線を向けず、ウカに一束の草を差し出す。

「あの、こちらを見つけたので、よければどうぞ。ティアナン導師は豆が好物でして。確か……エンドウ、という植物でしたよね？」

「わー！　すごい！　ありがとうございます！」

　どことなく不満げだった寸前までの表情から、天使の笑顔に切り替わるまで、コンマ一秒。リコも呆あきれるほどの変わり身で、すらすらとウカの口から言葉が出てくる。

「これは軟なん莢きよう種しゆのエンドウ豆ですね。しかも大戦前の原種に近いかも！」

「そんなに貴重なものですか」

「はい。最近採れるのは、鉄でも折れないっていうくらい莢さやが硬いものばかりで、こういう柔らかいのは貴重なんです。ルアンさんは、もしかしてご自分で野菜を採りに行ったり？」

「いえ、普段は特に。ただ、教練プログラムにサバイバルの基本がありましたから、野草を見つける方法などは一通り学んでいます。慣れないもので、この程度しか見つけられませんでしたが……」

　それから、ルアンの視線はおもむろにリコの方へ。そして、あえてキッラキラの笑顔を張り付けたまま、こう尋ねる。

「ところで、リコさんの狩りのお噂うわさはかねがね聞いているのですが。さぞかし野草採取もお得意ではないかと。もう何か見つけられましたか？」

「……い、いや……オレはなんていうか……」

「そうもったいぶらずに。自分は頭がカッチカチなので、何度か教えていただかないと覚えられませんよ」

「──」

　ルアンの眼まな差ざしに、汗がダラダラと流れるリコである。無論ウカからの助け舟はなく、自じ業ごう自じ得とくの泥船はずぶずぶと汗に溶けて沈んでゆく。ルアンは思う存分動揺を観賞すると、満足そうに頷うなずいて再び後方へと帰っていった。

　ウカはルアンから渡されたエンドウ豆を鞄かばんにしまいながら、苦虫を嚙かみ潰したような顔の同居人に、口を尖とがらせる。

「ほら、やっぱり仲良い」

「どこがだよっ！」

「……リコちゃんとルアンさんって、いつもこんな感じだよね。わたしとリコちゃんが一緒に暮らす前からの知り合いでしょ？」

「そりゃ、オレが《シード》で働き始めた頃から知ってるからな」

「じゃあ、カクタスさんと同じくらいの付き合いなんだ」

「だからといって、あいつと仲がいいわけじゃないっ！　むしろ、オレたちはそりが合わないんだよ。一度、《シード》と《白びやく衣え》が協力して、アフリカンマフィアの連中とやり合ったんだけどさ。もう、一から十まで、てんで意見が食い違うんだよ。あいつは筋金入りの軍隊上がりだから、当然っちゃ当然なんだけどさ」

「……軍隊？　さっきルアンさんも教練プログラムを受けたって言ってたけど、《白びやく衣え》は非暴力とロゴスの組織じゃなかったっけ」

「ま、建前はな。でも無法者だらけの地上で、そんなのただの空論だ。公の平和的指導者とは別に、《白兵》と呼ばれる汚れ仕事を請け負う軍部がある。ルアンはそこのエリートだ」

　宗教治安維持組織《白びやく衣え》。その母体となっているものは二つ存在した。一つは大戦期末、地下へ隠いん遁とんする選民から弾はじかれた民衆に広まった終末思想──擬ジャイナ教。不ふ殺せつ生しようを掲げた、ある種の諦念主義。もはや地上での死が避けられないならば、せめて安らかな死を願おう。暴力と破壊が渦巻いていた末世にあって、その極端なほどの理想は確かに一定数の信者を得た。

　しかし、ただ殺されるだけでは教義が果たせぬと、一部の信徒は自衛組織を作り始める。殺せつ生しようの罪を負う代わり、信徒を守り、救済を得る。そこになだれ込んだのが、23世紀まで残っていた地球最後の軍隊──《旧世代のための防衛戦線Defensive Front for Obsoleters》、通称ＤＦＯである。

　それすなわち、世界各地の実験都市においてＰＡＣの暴走によりもたらされた急速な自然改変を鎮圧すべく、投入された多国籍軍。徹底した規律と禁欲主義こそが組織の紐ちゆう帯たいとなっていたＤＦＯと擬ジャイナ教が手を組むまでには、それほど長い時を要しなかった。

「……大体さ、あいつの言葉と行動はバラバラなんだよ。筋が通ってない。生き物を殺すな、肉を食べるなって言っておきながら、あいつの背に担かつがれているのは何だ？　ボルトアクションライフルW e a t h e r b y　M a r k　Xだぞ！　あれなら一発で渡り竜の頭蓋骨を粉砕できる。あいつの狙撃でどれだけの人間が塵ちりと化したか──」




　──ドンッ。

　不意に背後で響く、重い銃声。思わずウカとリコはびくりと身体からだを震わせた。発砲の残響が足早にジャングルを駆け抜けると、たちまち静けさが舞い戻る。リコはすぐさま後ろを振り向き、ルアンに向かって叫んだ。

「テメー、いきなり物騒なもん撃つなっ！　せめて声をかけろよっ！」

「ああ、すみません。何か大きな野生動物が見えたもので。早めに追い払った方がいいかと。それにさっきのは威嚇用の空砲ですよ」

「そういう問題じゃないっ！　心臓が止まるかと思っただろ！　ってか、分かっててわざとやってるよなあ！」

「あはは、そりゃそうでしょう」

「おまえなー！」

　飄ひよう々ひようと笑うルアンに対し、リコは木刀を抜き放ち、今にも飛びかかろうとする。しかし、その寸前、ウカがはっしと手を摑つかんだ。

「離せよ、ウカ！　オレは今日くらい、あいつを一発殴ってやるんだ！　今はオレたちの仕事中なんだぞ。上下関係ってのを分からせてやる！」

「……リコちゃん」

　ぐっと眉間によった皺しわは、年に数回みられるほどの深き峡谷。ジャングルに入ってからというもの、ますますその溝は深くなっており、リコもさすがに意気阻喪である。

「……だから、さっきからなんなんだよ……その顔は……」

「わたしたちの仕事なんだから、わたしたちに集中すればいいの。違う？」

「いや、でも」

「もうすぐ目的地なんだから、早く行こ」

　ウカは一瞬、微笑を湛たたえるルアンの方に目をやったが、すぐさま視線を外すと、リコと腕を組む。そして呆ぼう然ぜんとする同居人を引きずるようにして前へ進んでいった。

「……わたし、負けないもん」

「負けないって、何に？」

「何でもないのっ！」

「なんでオレが怒られてるんだよぉ！　大体、あいつは──」

　銃声を追いかけるようにして、リコの抗議が空むなしくジャングルに木こ霊だましたその時である。

　彼女が不意に口をつぐみ、静寂が辺りを支配した。

「どうかしたの、リコちゃん」

　その突然の沈黙にウカが足を止めて尋ねると、リコは即座に押し殺した声で、

「足を止めるな」

「え？」

「オレたち、つけられてる」

　彼女の声音が、いつものそれとは全く違う。ウカの前ではほとんど見せることのない、仕事中のリコ。研ぎ澄まされた刃物のごとく、抑えきれぬ殺気と緊張感が、摑つかんだ腕越しにも伝わってきた。リコは刀帯のスロットから痛覚ドラッグの赤いシリンジを取り出し、腕に打ち込むと目を閉じる。鋭敏になった聴覚が微かすかな震えを摑つかみとった。

「オレたちに並行してぴったりとついてきてる。ただ……人間じゃないな。服や武器の擦れる音が聞こえない」

「野生動物？」

「ああ。これはおそらく……」

「猫でしょ」

「そう、それだ……って、どうして」

「……だって目の前にいるんだもん」

「え」

　目を開けたリコの正面に立っていたのは、一匹の四足獣。人間の大人ほどはある体長と、すらりと伸びた長い尾。全身が赤と黒の禍まが々まがしい模様に覆われている。虹こう彩さいを針のように細く収縮させた金色の瞳が二人を射すくめた。

　ウカがゆっくりとリコの腕を離すと、リコもまた極力刺激を与えまいと緩慢な動きで背中の木刀に手を伸ばす。そして猫に視線を向けたまま、背後に追いついたルアンに問いかけた。

「……おい、さっきお前が発砲したのって、こいつか」

「ええ、そうですが。お二人は何をそんなに警戒なさっているんですか」

　──ドギュン。

　森に再び鳴り響く、重たい銃声。しかし此こ度たびは空砲ではない。目前に立ち塞がる獣の首に深々と刺さったのは麻酔弾である。ルアンは淀よどみない動きでライフルの排はい莢きようを行うが、次弾を装塡する指がふと止まる。

　なぜなら、数秒で薬が回り、気絶するはずの相手が、ぶるりと首を震わせて麻酔弾を振り落としたからである。怒りに満ちた渋面が猫の表情に浮かび上がり、突風のような鋭い唸うなりが咽喉から洩もれていた。

「なぜ……」

　常に崩れることのない美麗なルアンの表情にも、さすがに一瞬影が差す。すると、ここぞとばかりに唇をにやりと歪ゆがめ、リコがルアンの肩を叩たたいた。

「ははあ、さすがのルアン様も軍事教練で教わらなかったのかな～？　あいつらに麻酔は効かないぜ。ありとあらゆる毒物は無効だ」

　ますます曇るルアンの眉間。リコは構わずこう続ける。

「そんでもって、あいつらは牙にも、爪にも、毛にも、肉にも、猛毒を仕込んでる。触れられたら命はないし、出会ったら獲物を置いて逃げるのが鉄則なんだよ」

「……」

「《アラカワ》の泣く子も黙るドクネコのことを知らないなんて、お前もまだまだ──」

　しかし、全てを言い終えるよりも先に、我慢の限界が訪れた。

　ルアンではない。猫である。

　ルアンをからかうことに夢中なリコに対し、猫が飛び掛かる。

「あ」

　そして、猛毒の牙でもってリコの左腕に咬かみついた。




　　　　３




　次の瞬間、リコはすかさず猫の心臓を一突き。そして躊ちゆう躇ちよせず、自分の上腕を切り飛ばした。

「リコちゃんっ！」

　ウカが悲鳴を上げるのも当然である。リコが自ら切断した腕からは赤い血潮が滝のごとく流れている。地面に落ちた方も、既に咬かみ傷が青く変色し、腐食が始まっていた。ルアンは展開の速さに頭が追い付かず、リコだけが気の抜けた溜ため息いきを漏らした。

「いってえなぁ、もう……」

　ものの数秒で血が止まり、腕が再生し始める。もちろん、ＰＡＣの効果である。

「ルアン、こうなったのも全部お前のせいだからなー！」

「いや、さっきのはあなたが油断したからでしょう……」

「それは……！　まあ、そうか」

「大体、こんな生き物がいるなら最初から言っていただかないと。僕はできるだけ野生動物の命を奪うまいと、威嚇の発砲を行っただけです」

「結果として、一匹死んでるんだが……」

「殺したのはあなたです」

「いや、正当防衛だし。もしも殺さなかったら、オレたちが──」




「ちょっと、二人ともっ！」

　さっそく喧けん嘩かを始めるリコとルアンに、ウカの上ずった声が飛ぶ。彼女が指さす方を見てみれば、ジャングルの影からぬっと現れ出る赤と黒の縞しま模も様よう。どうやら相手は群れだったらしい。猫が十匹。三人を囲むように円陣を作り、少しずつ距離を詰めてくる。

　ルアンは大きな溜ため息いきを漏らしたかと思うと、こう呟つぶやいた。

「……まあ、猫を挑発した失態は、僕の責任ですね」

　彼は構えていたライフルを背負い直すと、腰のホルダーから二丁の自動拳銃PL-20を引き抜いた。彼の髪の色とよく似た、深紅の塗装。その弾倉に込められているのは、空砲はおろか麻酔弾ですらない。肉を貫き、命を絶つ９㎜弾。

　真白き衣、あるいは白き腕の先で火花を咲かせる拳銃が人々の目に焼き付いたのか。「《白びやく衣え》の薔薇ばら」とは、ルアンの二つ名。戒律を破り、殺せつ生しようを犯す、美しき──

「いや、お前は戦わなくていいから」

「え」

「これはオレたちの仕事だって言ってんだろ。狩りは食うか食われるかだ。中途半端な覚悟で首をつっこむんじゃねえ。獣を見て空砲で威嚇するような甘ちゃんは黙って見てろ」

　リコはそう言い捨てると、木刀片手に大地を蹴る。仲間を殺され、距離を計っていた猫の一匹に向かって切りかかった。一刀両断、獣の脚を切り落とし、首を跳ね飛ばす黒髪の娘。即殺、即殺、即殺と、寸分の迷いも無しに相手を葬ほうむり去さっていく。これはまずいと思ったのか、猫もターゲットをリコに定め、一対多数で襲い掛かる。やはりジャージは素晴らしい。いつもは剝むき出だしの白き腕も、今日は布で守られている。牙や爪に貫かれなければ、多少の毒を防いでくれる。敵に触れぬよう身軽に飛び回り、妖犬が毒猫を翻弄した。

　そんな様を呆ぼう然ぜんと見つめるのはルアンである。行き場を失った拳銃はだらりと下がり、所在なくホルスターへと戻っていく。その傍かたわらでウカはじろりと彼を睨にらんだ。

「そんなに気安く銃を抜くなら、戒律なんてどうでもいいんじゃないですか？」

「……いや、気安く抜いているわけでは……」

「わたし、ルアンさんはもう少し筋の通っている方だと思っていました。《白びやく衣え》の人ってそんな簡単に戒律を破れるんですか？」

「……」

　至極まっとうな正論に、ルアンは返す言葉もない。……というより、ウカの隠しきれぬ怒りに思わず口をつぐんだか。いくらＰＡＣがあるとはいえ、既にリコが傷ついたことは事実である。顔に毒が付きでもしたら、首を斬り飛ばすわけにもいかぬ。何度死線を超えた強つわ者ものと知っていようとも、同居人の身を案ずるウカの怒りはもっともだった。

「……ルアンさんは、あの猫の正体をご存知ですか」

　依然と冷ややかな声音のまま、ウカが問う。

「……いえ、すみません……」

「では、よくご覧になってください。あれこそ、人間の歪んだ信仰心がもたらしたものですよ」

「信仰……？」

「そうです。ドクネコの祖先は人間がペットとして飼っていた猫です。ただし、一部の人間がとある贈り物を与えて、自然に返した猫たちにあたります」

「ただの野生化した動物ではないんですか」

「はい。彼らは毒物を食べて、それを筋肉や毛皮に保持できるんです。スグロモリモズなど、大戦前から存在した有毒哺乳類を参考に遺伝子を編集したんだと思います」

「でも、どうして」

「それはもちろん、人間に食べられないようにするためですよ」

「──」

　荒廃した地球から脱出し、環境の回復を待とうと宇宙へ人類が逃げ出した二百年前。《箱舟時代》と呼ばれるその当時、地上に残された人間がわずかな食糧を奪い合い、狩猟採集の世界を生き抜かなければならないことは既に予想されていた。そして庇ひ護ご者しやを失ったペットたちは格好の獲物になってしまうという可能性も。ゆえに、一部の人間はこう考えたのである。誰かの食料となる前に、いっそ、ペットを食べられないものにしてしまえばいいのではないか──。

「しかし……自分たちが見捨てる命を、わざわざ作り変えてまで守ろうと……？　もはやそれは何を守っているのか……」

「だから、歪ゆがんだ、と言ったんです。人間は誰しも、自分の肉体だけでは生きられません。自分がより心地よく生きるためには、外の世界を変える必要がある。美味おいしくないものを美味おいしくしたいと思うように、食べられるものを食べられないようにしたいと思う人もいる。己のルールをどのように設け、どのように順守するのか、それは自由ですけど……本当に筋が通っているのか、分からない人間もいるという話です」

　ウカの問い詰めるような調子に、ルアンの表情は硬くなる。ただ、それでも彼が口を開こうとしたその瞬間、不意に地面から聞こえた微かすかな唸うなり。最初にリコが心臓を貫き、動かなくなっていた猫が突然立ち上がったのである。そして猫は間髪を容いれず、ウカに向かって跳びかかった。巨大な顎が小さく人形のような顔に咬かみつこうとしたその時、

「──っ！」

　その口は二つの手によって押さえられた。間に入ったルアンが、咄とつ嗟さに顎を摑つかんだのである。しかし、今度は彼の頭めがけて、猫の前肢が襲い掛かる。

「危ないっ！」

　ウカの悲鳴で獣が止まるわけもなく、毒液を滲にじませる猫の爪はルアンの顔面を切り裂いた。ところがルアンは怯ひるみもせず、身体からだをひねって猫を地面に叩たたきつける。猫はびくりと全身を震わせた後、ついには口から大量の血を吐き、絶命した。

「あ、あの……ルアンさん……」

　その背中に呼びかけるウカの声は震えていた。ドクネコの毒は複数の毒が混じり合い、血清も解げ毒どく薬やくも存在しない致死性である。それが手にも顔にもついてしまえば、もはやＰＡＣでも助からない。ルアンの命はもって数分。すぐに立っていることさえできなくなる──そう、ウカは思っていたのだが。

「……」

　猫の死体を見下ろして、ルアンが吐いた溜ため息いきは決して死を覚悟したようなものではなかった。彼はゆっくりとウカの方に向き直ると、どこか寂しげに微笑ほほえんだが、端正な顔に刻まれた爪痕を見てウカはようやく理解する。

「……その顔は……」

「機工体ですよ。僕は全身機工フルアーマーです。毒は効きません。リコさんが言ってたじゃないですか、僕は頭がカッチカチだって」

　えぐれた傷の奥にあったのは、強化樹脂製の白い筋肉。血の一滴も流れていない。まるで作りものめいた顔立ちも、常人離れした白い肌も、彼の身体からだが本当に作りものなのだとすれば納得がいく。ルアンは指に付いた毒をハンカチで拭いながら、淡々と語った。

「僕は元々、戦闘用に開発された全身機工の実験体で、脳以外は全て機械です。……培養槽の中で生まれて、生身の体を知る前に、機械仕じ掛かけの体に接続されました」

「……」

「だから、僕の脳には本能と見分けがつかない人為的な条件反射が、色々と組み込まれているんです。身近な人間に危険が及べば、意思よりも先に身体からだが反応する。そういう風にできているんですよ。むしろ反応が遅れたのは、僕の落ち度でしょう。本来なら、猫のとどめが刺されていないことに、もっと早く気付くべきでした。どうやらウカさんの剣幕に、僕の身体からだも麻ま痺ひしていたようで」

　ルアンがいつも通りの微笑を浮かるといっそうのこと、顔に残った傷が際きわ立だって見えた。その顔が本当の感情を反映したものなのか、ウカの目には判別がつかない。うまく笑い返すことができず、重たい沈黙が流れる中、ふと響く粗野な葉擦れの音。目を向ければ、リコが草をかき分け、二人の前に現れた。

「……全部追っ払ったぞ。はーっ、疲れた……」

　一滴の返り血も浴びず、無傷での帰還である。自ら切り落とした腕も元通りで、途中で切断されたジャージから滑らかな肌が剝むき出だしになっている。彼女はルアンの顔に気付くと、はて、と首を傾かしげた。

「ルアン、お前その顔どうしたんだよ。怒ったウカに引っかかれたのか？」

「──」

　あまりの発言にウカは絶句。さすがのルアンも顔をしかめ、押し殺した声で言う。

「……どうしたも何も、誰かさんのおかげなんですがね……」

「……え？」

「あなたが殺し損ねた猫にやられたんですよ……。覚悟がどうのこうのと啖たん呵かを切っていたのは、どなたでしたかね……」

「あはははは……まあ、そういうこともあるよな！」

「「……はぁ」」

　不意に重なる、ウカとルアンの大きな溜ため息いき。しかし、溜ため息いきを吐かれた当人はなにやらニコニコして、こう言ってのけた。

「なんだ、知らないうちに二人とも仲良くなってんじゃん！」

　再度、大きな溜ため息いきがジャングルに吐き出されたことは、言うまでもない。
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　猫の襲撃を退けた一行は、食料採集という本来の目的を続行した。細道を進み、明るい樹海が切れると、突如現れるのは鉄骨の廃はい墟きよである。壁もガラスも砕け去り、赤あか錆さびの骨格に蔦つたが鬱うつ蒼そうと生い茂っている。人類文明の自然に対する敗北が、その全身によって体現されていた。

「……てっきり森を彷徨さまようだけかと思っていましたが、ここはすごい場所ですね」

　鉄骨にカーテンのようにして垂れさがる蔦つたをくぐりながら、ルアンが感心の声を上げると、すかさずリコが胸を張る。

「オレが見つけたんだぞ。ここは戦後すぐに建てられた化学工場なんだぜ。たぶん、ウカとオレしか知らない」

「へぇ……しかし、工場の廃はい墟きよに何の用が？」

「そりゃ、食い物探しに決まってるだろうが。ルアンはウカと一緒にキノコを探しに行って来いよ。オレは面白いもん持ってくるからさ」

　そう言うと、リコはふらりと廃はい墟きよの影に姿を消した。内部はかろうじて壁が残っており、日差しの届かない廊下は夜闇のように暗い。突然二人きりにされたウカとルアンの間には、妙な沈黙が流れる。

「……付いてきてください。こっちです」

「はい」

　廃はい墟きよを進むと、二人は再び陽光に満ちた空間へと出た。遮るもののない四方が五十メートルほどの大部屋である。天井は今やガラスが割れて骨組みだけとなり、黒い菱ひし形がたの描線をなす影が、床一面に降りかかっている。そして、ルアンの目に飛び込んできたのは、その床から伸びた、一面の醜悪な褐色の塊。

「……これは……？」

「さすがに《白びやく衣え》の教練プログラムでも、教わりませんでしたか？」

「ええ、まあ……これは……キノコ、なんですか」

「アミガサタケの一種です。ただし、食べれば数時間で死に至ります」

「……」

　道端に置いておけば、干した内臓か、あるいは腐った脳だと見間違うに違いない。しかし、ウカは白く美しい指先で次々とそのキノコを摘み取り、籠から取り出した大鍋に放り込んでいく。ルアンは呆ぼう然ぜんと、その様子を眺めるばかり。

「……《白びやく衣え》と《シード》の幹部を毒殺するわけではないですよね」

「当たり前ですっ！　ただ、猛毒なのは事実ですよ。だからここで毒抜きをするんです」

「そう簡単にできるものなんですか」

「このキノコの有毒成分はギロミトリン、加水分解をすれば、モノメチルヒドラジンになります。モノメチルヒドラジンは煮しや沸ふつすれば気化しますからね。元々、このキノコの先祖は自然界に存在したものなんです。大戦前はフィンランドと呼ばれる国などで食されていました」

「……お詳しいですね。さすが、ウカさんが食の博物館と称されるのも納得です。……いったい、その若さでどうやって知識を得たのか……」

「わたしは単に、調べることが好きなだけですよ」

　含みのあるルアンの眼まな差ざしに、ウカはすかさず天使の笑顔を返す。ふっと息を吐きだしたルアンは肩をすくめた。

「すみません、ぶしつけな質問でした。──それで、そんな毒キノコがどうしてこの工場に？　……まさか、あの猫たちの餌場とか……」

「まあ、彼らは毒物を体内生産することはできないので、食べていることは間違いないと思います。とはいえ、この工場はむしろ、毒抜きで生じるモノメチルヒドラジンの生産に利用していたんじゃないかな、と。ＰＡＣがあれば植物も無限に再生しますよね。大がかりな装置を用意せずとも、化学物質の生成は植物に任せればいいんです」

　大鍋の八分が埋まるほどのキノコを集めると、ウカはそれを壁かべ際ぎわに運んだ。壁に絡からみついていた太い蔦つたをナイフで切り落とすと、中に入っていた水が迸ほとばしり、鍋に注がれる。キノコがひたひたになるほど水を入れたら、携帯式ガスコンロで下した茹ゆでの開始。

　すると、ルアンがハンカチを取り出し、ウカに差し出す。

「マスクをされた方がよろしいのでは？　気休めですが、ないよりはマシでしょう」

「あ……ええ、そうですね。忘れてました。ありがとうございます」

　ウカは大人しくそれを受け取ると、三角に畳んで口元を覆う。二人はそれから言葉を交わさずに、しばし大鍋を見つめた。やがて、湧き上がる熱湯の微かすかな気泡の音が、二人の耳に染しみ込こんでいく。

　するとある時、ふと思い出したように、「そうか」とルアンが呟つぶやきを漏らした。

「大量のヒドラジン生産ということは……ここは《箱舟時代》の工場なんですね」

「はい、ヒドラジンはロケットの推進剤ですから。地球を捨てて、人々が衛星軌道に逃げ込んだ時代、こういう工場がいくつも作られました」

「……それなら僕も聞いたことがあります。権力者ばかりがロケットを打ち上げ、地上に残された者がＰＡＣで暴走した自然と戦い続ける……」

「《白びやく衣え》の母体になったＤＦＯにとっては、最も大変だった時代でしょうね」

「……今の《白びやく衣え》にとっては、歴史の話でしかありませんよ。結局この工場のように、ほとんどが自然に吞のみ込こまれたわけですし」

　ルアンは鍋から視線を外し、打ち毀こわれた内壁や蔦つたに覆われた柱をじっと見つめた。再び水泡の弾はじける音が静寂を招き寄せるが、今度はウカの方から沈黙を破る。

「あの……なぜルアンさんは《白びやく衣え》に？」

「随分と単刀直入ですね」

「この際、きちんと知りたいなと思いまして。やっぱり気になるんです。ルアンさんがどういう気持ちで信仰を守っているのか」

「戦闘機械が、なぜ不ふ殺せつ生しようの《白びやく衣え》に所属しているか、と？」

「いえ、そうじゃなくて……なぜルアンさんが、《白びやく衣え》のために殺せつ生しようを行うのか、です」

「……」

「……ぶしつけ、でしたか？」

「あ、いや……ちょっと驚いただけですよ。ウカさんは僕なんかに関心はないだろうと思っていたので。目に入っているのはリコさんだけかと」

「……そ、そんなことないですよ」

「あはは、すみません。でも、何か僕について、彼女から聞いたんですか」

「それは……はい……ルアンさんは《白びやく衣え》の武力行使を担当している、と」

「それで……どうお感じになりましたか？」

「率直に言えば……なんだか矛盾してるな、って。食事や殺せつ生しように関する戒律が存在するのに、一部の信徒に汚れ仕事を押し付けるなんて、その破綻に疑問を抱くことはないんですか？」

「軍部出身の人間のほとんどは、矛盾なんて感じていないと思いますよ。《白兵》にとっては戒律なんて形だけのものです。隠れたところで肉や魚を食べる者はいくらでもいる。《白びやく衣え》の上層部もそれを黙認しているんですから、そこにあるのは単なる利害の一致です」

「でも、あなたは」

「戒律を守り、殺せつ生しようを嫌い、なのにこのライフルで敵の命を奪っている」

　ルアンは脇に立てかけていた銃を手に取り、その輪郭を確かめるように指を滑らせた。

「……僕個人の考えを言えば、救いなんてそれほど期待していないんです。《白びやく衣え》の戒律を守るのは……まあ……義理のようなものですよ」

「……義理？」

「かつて僕はガラクタの山でティアナン導師に拾われました。腐りかけの培養槽の中で死を待つばかりだった脳みそを拾っていただいたんです。それから、僕は新たな肉体を与えられ、名前を与えられ、職を与えられました。今も生きていられるのは、あの方のおかげです。戒律を守ろうとするのは、彼への恩返しのようなものですよ。そして……命令に従い、戒律を破るのもまた、恩返しのようなものです」

「……」

「ウカさんはこう言いたいのでしょう。それは恩義を利用されているだけではないのか、と」

「……だって、現にその方のために、ルアンさんは苦しんでいますよね？」

「……どうでしょう」

「あの死にかけの猫にとどめをさした時、わたしにはルアンさんが本当に悔やんでいるように見えたんです。……あなたは本当に戒律を守ろうとしている。殺せつ生しようだって、本気で嫌なんだと思います。だというのに、なぜ……」

　不ふ殺せつ生しようを貫くのなら、むしろ《白びやく衣え》から離れ、自分の望むように生きればよい。恩義を理由に矛盾を押し付けられると分かっているのなら、なぜ《白びやく衣え》に留まる必要があるのか。

　しかし、ルアンは落ち着いた微笑ほほえみを浮かべ、かぶりを振った。

「そもそも殺せつ生しようを禁じる戒律なんて、そんなものです。矛盾の塊ですよ。たとえば、水だけを口にする信徒は、その中の微生物を殺してはいないのか。食べてもいいとされる植物の命は、微生物を殺したり、生き物の死骸によって生み出されたりしたものではないのか。この世を繫つないでいる、殺し、殺される関係はまさに目に見えないほどたくさん存在します。だから人を殺すかどうかなんて問題よりもずっと根本的なところで、この戒律は矛盾を抱えている。……しかし、もとより筋など通っていないのです。少なくとも僕にとって、そのように生きる方が心地よいから、その姿勢が師への報恩だと思うから、選んでいるんです。……まあ、もちろん、時に別の生き方に憧れることはあって……誰かさんを前にすると、それが隠しきれていないのかもしれませんがね」

　不意に饒じよう舌ぜつになった口をつぐみ、ルアンは気恥ずかしげに肩をすくめた。その表情を見た瞬間、ウカは呆あつ気けに取とられてしまう。なぜなら、その意味を──機械仕じ掛かけの裏に隠された、実に素朴な羨せん望ぼうを、ウカは少なからず理解できてしまったからである。彼がリコに向ける眼まな差ざしの意味を、ウカは理解できてしまったからである。

　つまり、ルアンという男は自分と似ているのではないか。リコの自由な在り方に惹ひかれてしまう、同じ穴の貉むじなではないか。その否定しがたい結論が、ウカの頭に焼き付いてしまう。

　ウカはルアンには聞き取れぬほどの溜ため息いきを漏らし、それから立ち上がる。

「……ルアンさん、ちょっと手伝っていただけますか」

「ええ、もちろん」

　ウカは大鍋を手にすると、茹ゆでキノコをルアンが支える笊ざるにあげた。それから、日の当たるところで水気を蒸発させていると、大部屋の影からひょこりとリコが現れる。彼女は何かを背中に隠したまま近づいてきたかと思うと、子供じみた大仰な動きでルアンの鼻先に大量の草を差し出した。

「どうだ！」

「……」

「……」

「……」

「……」

「雑草ですか」

「ちがーーーーーーう！」

「名前を言ってもらわないと分かりませんよ」

「香水薄荷だよっ！　確か……うん、そう、香水薄荷！」

「はあ」

「ははーん、お前、どうせ知らないんだろー！　これはな、檸檬れもんの香りがする草なんだ。こういうハーブは貴重で、ウカはすごく喜ぶんだぞ。なっ、ウカ！」

　むふぅ、と得意げに鼻を鳴らすリコだが、ルアンの反応は実に薄い。口を覆っていた布を外し、草を一枚摘まんで口に放り込むと、「なるほど」と呟つぶやくだけ。ウカに至っては、どこか呆あきれた様子で眉をひそめた。

「それは自家菜園にあるんだから、わざわざとる必要なんてないのに」

「え……」

「そんなに、ルアンさんに良いいところを見せたかったの？」

「なっ、オレはただ、採集の腕前を」

「あー、しかも結構硬そうな葉っぱばかり。香水薄荷は若葉がいいって言ってるでしょ？」

「え、でも……うぅ……」

　二人からの冷めた視線を受けて、リコが見る間に萎しおれていく。相変わらず派手な蛍光ピンクの刺し繡しゆうが、彼女の消沈ぶりと対照をなしており、SUGOI☆KAWAISOUである。その上、突如腹の虫が悲鳴を上げ始め、とうとうリコはその場にうずくまってしまった。

「……腹減った……」

「もー……じゃあ、ご飯にしよっか。キノコも後は乾かすだけだし」

「うん……」

　ウカは三角巾を外し、地面に広げるとその上に籠に入れておいたパンやチーズ、ハムなどを並べる。簡単なサンドイッチを作ろうと用意をしてきたのだが、ふと目に付いたのはルアンの姿。彼はバッグから、缶詰一つと棒状の袋を三本取り出す。ナスのオイル漬けの缶詰、そして大豆粉末と植物油で作られたオーガニック「オイル・バー」である。それはまさに、リコが話していた、《白びやく衣え》のご飯ではないか。

「……それ、野戦食糧レーシヨンですよね」

「ええ。《白びやく衣え》の人間が作っているものなので、戒律的にも問題ないものですよ。一口、食べてみますか」

「え、いいんですか？」

　ルアンの善意にあやかって、ウカはナスのオイル漬けをぱくり。……白ワインビネガーで味付けされてはいるものの、やたらと塩が尖とがっていて、しょっぱさだけが舌に残る。その上、缶詰臭さをごまかすために、にんにくの──いや、戒律的にそれはあり得ないから、合成にんにくの香りが前に出過ぎていた。オイル・バーの味は言わずもがな。圧縮された大豆の粉、つまりは味のついていないきなこを食べている気分である。口の中の水分が数秒で枯こ渇かつした。

「……う、うーん……なんというか……」

「はっきり不味まずいと言っていただいても構いませんよ。そこでうずくまっている彼女は、かつて、それを口に入れた途端、『こんなもん食えるか！』と絶叫しましたからね」

　ウカがちらりと目を向けると、渋面のリコが口を尖とがらせた。

「はっきりと言えばいいんだ。不味まずいもんは不味まずい！　オレは間違ってないぞ！」

「それはそうですが、あの時はあなたの正直な感想のおかげで《白びやく衣え》と《シード》の合同チームに亀裂が生まれかけましたからね」

「……うぐぐ」

　一瞬でやりこめられるリコの哀れさに苦笑しつつも、ウカはルアンに一つ質問をする。

「ところで……ルアンさんは、どうして食事を？　機工体なら栄養補給は……」

「ええ。動力源は電力です。ある意味、食事に関しては誰よりも不ふ殺せつ生しようを守れますよ。こうやって食べるのは、ただ人間のフリをするためです」

　するとリコがぼそりと呟つぶやいた。

「……だから言ったじゃん。食い物に興味ないんだって」

　しかし、ウカはなおも尋ねる。

「でも、ルアンさんにも味覚はあるんですよね？　野戦食糧レーシヨンを不味まずいと分かっているのなら」

「ええ、まあ……」

「じゃあ、美味おいしいご飯を食べましょうよ」

「……はい？」

「人間のフリなんかのためじゃなくて、食事を純粋に楽しみましょうよ」

「しかし、必要もないのに、なぜ──」

「必要がないからこそ、楽しめるんですよ。機械の身体からだだからこそ、栄養とか、アレルギーとか、一切関係なしに食事を楽しむことができるんです。それを利用しないなんて、もったいないと思いませんか？　もちろん、不ふ殺せつ生しようを守るのは自由です。でも、戒律の範はん疇ちゆうであるならば、ルアンさんにだって食事を楽しむ権利はある。むしろ楽しむべきだと思います」

「……」

「わたしに、作らせてもらえませんか」

「作るって……今ですか」

「はい。その野戦食糧レーシヨンを使って。たとえ機械の身体からだでも、食べるのが楽しいって思ってほしいんです」

　そう語るウカの表情に、それまでの取り繕った気配は消え去っていた。彼女のどこまでも真剣な眼まな差ざしは《伽が藍らん堂どう》の厨ちゆう房ぼうに立つ矜きよう持じ、あるいはそれ以上の何かを秘めている。そして、うずくまっていたリコが再びぼそりと呟つぶやいた。

「……ウカの料理は何でも美味おいしいんだからな」

　そんな二人の様子を見て、ようやくルアンも腹を決める。彼はしっかりと頷うなずいた。

「会食を作っていただくわけですから、その技量を確かめるのも僕の仕事ですね」

　材料は缶詰とオイル・バーと道中に取れた野草だけ。調味料は一切なし。

　しかし、それでこそ調理人の腕が鳴る。

　《伽が藍らん堂どう》ウカの出張キッチン、その始まりである。
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　元々料理の予定などないジャングルピクニック。食材もそうだが、道具もない。幸い、キノコの毒抜き用に鍋とコンロがあるが、火は一つだけ。複数の品数を作ることは不可能である。しかし、ウカには一つの案があった。

　まず綺き麗れいに洗った鍋に蔓つるから取り出した水を少し注ぐ。そこにオイル・バーをそのまま投入。弱火にかけながら、粉を溶かしていった。するとあっという間に大豆の粉末はどろどろのペーストとなる。

「せっかく固めたのに、戻しちゃうのか」

　ウカの料理が食べられるとなって、多少気力の回復したリコが鍋をのぞき込む。ウカは鍋にナスのオイル煮の油と汁を注いでかき混ぜ、その味を確認した。

「まず、基本の塩分量を整えないとね。オイル・バーは味がないし、缶詰はしょっぱすぎるし」

「でも、結局大豆の粉だろ……あんまり美味おいしそうには見えないけどなあ……」

「第五実験都市フェストゥム、かつて地中海と呼ばれた辺りでは、こういう豆料理がよく作られていたの。本当は、茹ゆでたヒヨコ豆を潰すんだけど、これはこれで簡単かも」

　油と塩気、多少の酸味が加わったところで基本の味は出来上がり。混ぜた感じがもったりとしてきたら、鍋の底でペーストを三等分にする。それから、一つはルアンが採ったさやえんどう、一つはリコが採ってきた香水薄荷、もう一つはナスのオイル煮をそれぞれ細かく刻んで、ペーストに混ぜ込んだ。焦げ付かないよう、そして三つの味が混ざらないように慎重にかき混ぜて、火を通す。それぞれが全体に馴な染じんできたら、缶詰の油を軽く全体に回しかける。食欲をそそる合成にんにくの香りが、ふわっと鍋から湧き上がった。

「はい、出来上がり！　三種の味のフムス風ペーストだよ。さっき茹ゆでたキノコでペーストをたっぷりすくって、一緒に食べてみて」

　火からおろした大鍋を囲むようにして、三人が座る。リコは早速キノコを千切り、手前にあったハーブ入りペーストを付けた。

「いっただきまーす！」

　ぱく、と丸ごと口に含んだ瞬間、リコの目が大きく見開かれる。耳がぴくぴくと震え、今にも飛び上がりそうな身体からだを抑えるように、足を小さくじたばた動かした。

「んーっ！　なんだこれっ！　別物だっ！」

　最初に口に広がるのは、合成にんにくの刺激的な香りである。しかし、その後からすぐに香水薄荷の爽やかな香りが追い付いてくる。茹ゆでキノコからもしっかりとした出汁だしの香りと旨うま味みが、じゅわりと溢あふれた。オイル・バーの材料だった大豆の粉は、たっぷりの油と合わさって、どこか肉を食べているような満足感がある。これが《白びやく衣え》でも食べられる菜食料理だとは信じられない。

「じゃあ、わたしも食べようっと」

　ウカの前にあったのは、ナスのオイル煮入りのペーストである。大振りのキノコと一緒に口に運ぶと、しっかりとした塩味と酸味が一瞬にして舌を鷲わし摑つかむ。自分で作っておきながら、思わずウカは美味おいしさに頰が緩んでしまう。

　しょっぱすぎることもなく、かといってぼんやりした味でもない。ペーストと馴な染じみ、塩気が程よく抜けたナスの柔らかな口当たりがキノコの優しい味わいに見事にマッチ。強めの合成にんにくも程よいアクセントとなって、ぺろりと食べることができる。

　しかし、リコとウカの手はそれぞれ一つのキノコを食べたところでふと止まる。二人の眼まな差ざしが向けられるのは、当然ルアンである。彼の感想は会食のリハーサル。反応が気になって仕方がない。

「……では、いただきます」

　遠慮のない視線に幾分たじろぎながらも、ルアンは二人に倣ならい、さやえんどう入りのペーストをキノコにたっぷりとすくって、口に含む。

「……っ！」

　反応は早かった。常に落ち着き、余裕を浮かべる美麗な瞳に電流が走る。何も言わず、二口目、三口目、そして最後はぱくりと頰張り、指についたペーストを綺き麗れいに舐なめる。

「これは……本当に美味おいしい」

　深い溜ため息いきを吐き出すように、ルアンはそう言った。リコとウカは互いを見つめ、思わずにこりと合図を取り合う。

「あのオイル・バーがこうも美味おいしくなるとは……それに、刻まれたさやえんどうがシャキシャキと、なんとも面白い食感です。……あの、そちらの違う味も食べていいですか」

「はい、もちろん！　キノコはまだ山のようにありますから」

　ルアンの表情はなんとも晴れやかだった。ナス入り、ハーブ入りを食べる度、それぞれに感嘆の溜ため息いきを漏らす。

「……リコさん、あなたは毎日こんな料理を食べているんですか」

「そうだぞ！　羨ましいだろ！」

「ええ、本当に……本当に……」
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　嚙かみしめるように呟つぶやいたルアンの言葉に、ウカは内心、諸もろ手てを挙げて降参である。頰にペーストが付いていることも気付かぬまま、夢中になって食べるルアンの姿はリコそっくりだった。彼らはやっぱりよく似ていて、自分の知らない何かを共有しているのではないか。二人だけの関係を持っているのではないか。ついつい、ウカはそんなことを思ってしまう。

　しかし、それはたとえば、そりの合わない兄と妹なのかもしれない。同じ戦場を経験し、いがみ合いながらもこうして平気で一緒にご飯を食べる。

「そっか、兄きよう妹だいかー……」

　そう考えると、しっくりくる。ウカの中で渦巻いていた、もやもやとした感情が、するりとほどけていった。

「あ、リコちゃんはパンもあるんだから、キノコを食べ過ぎないでね」

「はーい。……でも、オレだけでいいの？」

「もちろん、もう一つ作ってもいいんだけど……」

　ウカが尋ねるように視線を向けると、ルアンは穏やかに首を横に振った。

「お気になさらず。僕はこれだけでも十分です。戒律は守ります」

　確かに持ってきたパンにはバターが少し入っている。そもそも作られている工程を確認していなければ、《白びやく衣え》は食べてはいけないのだった。それが彼の食との向き合い方。自らが納得できるものの中で、最大限のおいしさを味わうことができればそれでよいのだろう。

　ウカは細長いパンに縦に切り込みを入れ、チーズとハム、それから三種のペーストを少しずつ乗せて挟んだ。リコに手渡すと、大きな口でがぶり。むにゅっと押し出されたペーストが彼女の鼻頭にくっついてしまう。

「もう、すぐ汚すんだからー……ほら、こっち向いて」

　ウカがハンカチで拭きとると、傍はたから見ていたルアンがくすくすと笑っていた。すかさずリコが眉間に皺しわを寄せ、彼を睨にらみつける。

「何がおかしいんだよ」

「いや、どっちが年上か分からないなと思いまして。随分と世話の焼ける姉ですね」

「うるさいっ！　お前だって、さっきからほっぺが汚れてんだからなっ！」

「なっ……」

　言われてようやく気付いたらしい、ルアンは汚れを取りながら珍しく恥ずかしそうに苦笑を見せた。

「これは、やられましたね」

　実に吞のん気きな二人である。ウカは呆あきれるような、しかしどこか清すが々すがしい笑いが腹の底から湧くのを感じる。新しい感情を見つけた時の、体いっぱいに風を受けるような心地よい感覚が彼女の身体からだを満たしていく。

　それからしばらく、たっぷりとあったはずのペーストが綺き麗れいになくなるまで三人はジャングルでの昼食を楽しんだ。無くなってしまったキノコをもう一度採って茹ゆでていると、次第に日が傾き始める。工場廃はい墟きよを出るころには、既に周囲が暗くなり始めていた。

「会食のメインはこのキノコにしようと思っています。あと、折角《白びやく衣え》の野戦食糧レーシヨンが良いい材料になると分かったので、他の食べ物も教えてもらえますか？　ルアンさんが普段食べているものとか。菜食料理も中々奥が深いと改めて勉強になりましたし」

　工場までの林道を遡りながら、ウカがそう言うとルアンは「よろこんで」といつもの端正な笑みを見せる。そんな二人のやりとりを見て、リコは不思議そうに呟つぶやいた。

「……二人とも、本当に仲良くなったよなあ。オレのいないとこで、何かあったのか？」

　すると偶然にも──いや、必然にも、二人の声は重なるのである。

「「──誰かさんのおかげです」」
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　夜よ更ふけの食堂に、豪快な笑いが響き渡る。次々と飲み干される瓶ビールNEO青島と空になる無数の大皿。今こ宵よいの《伽が藍らん堂どう》は《シード》の貸し切りである。一週間ほど前、無事に《白びやく衣え》との会食が終わり、今日は立役者である《伽が藍らん堂どう》の慰労を兼ねた祝宴が開かれていた。とはいえ、料理を提供するのはリコとウカ。既に食糧庫の食べ物はあらかた食い尽くされ、ウカも椅子に座って休憩中である。すっかりと酒が回り、赤ら顔のリコとカクタスはウカを挟んで、もはや何度目か分からない会話を繰り返す。

「いやぁ、見ものだったぜ、リコ。あの仏ぶつ頂ちよう面づらで有名なティアナン導師の驚きようと言ったらよぉ！　ウナギもどきならぬ、トビヘビもどきなんてなあ。あれも全部、豆腐から作ったんだろう？」

「そうそう、《白びやく衣え》の食糧工場から大豆をもらうまでは良かったんだけどさ、あいつらが見ている前で調理しなきゃいけないから、作れるのは当日なんだよ。しかも、豆腐を作るためのにがりは海水から作っちゃ駄目だって」

「それで？」

「だからもう、とにかく実験だよ！　硫酸マグネシウムだの、塩化カリウムだの、殺せつ生しようなしの化学合成薬品を集めて、海水のミネラルバランスを真似まねなきゃならない」

「そうは言っても、お前が苦労したわけじゃねえだろ。聞いた話じゃ、《白びやく衣え》の赤髪が大層働いたって話じゃねえか」

「……ま、まあ……それでも！　オレだって色々頑張ったんだぞ！　豆腐を作ってたら、ウカが味噌みそを使いたいとか、またふざけたことを言い始めて、熟成に一年近く時間がかかるってのに、残された時間は数時間。そこから方々駆け回って、瞬間発酵用の酵母を探したんだよ……」

「そんな都合の良いもん、よく見つけたな」

「まあ……結局見つからなかったから、リブラリウスの爺じいさんに頼んで作ってもらった。即効性があって味も悪くないから、近々オイル・バー界かい隈わいに売り出すって言ってたぜ。もしかしたら《アラカワ》空前の味噌みそブームになるかもな」

　逆さまの瓶から黄金色の液体が、ごくりごくりとリコののどを流れてゆく。床に並んだ空き瓶は二桁の大台に乗っていた。ウカは呆あきれてものも言えないが、今日の食材、会食のための準備、諸々を含めて《シード》からはかなりの支払いを受けている。冷蔵庫も空になったことだから、しばらくは店を休んでもいいかもしれない。

「……ところで、カクタスさん、一つ聞いてもいい？」

　ふと声を上げたウカに、リコがぴくりと耳を立てる。カクタスもまた機械仕じ掛かけの蛸たこ足あしを器用に動かして、瓶をテーブルの上に置いた。

「なんだ、どうした」

「今回の会食は違法ＰＡＣ工場の接収に、《白びやく衣え》の力添えをもらうため、だよね？　前々から気になっていたんだけど、工場の元の持ち主っていうのは誰なの？　《白びやく衣え》が動く必要のあるほど、大きな相手だったのかなーって」

《アラカワ》一帯を支配するカクタスがわざわざ《白びやく衣え》に頭を下げた。それは《シード》と《白びやく衣え》の関係を踏まえても、そうよくある話ではない。

　するとリコが幾分かぼんやりとした眼めで、そうそう、と首を縦に振った。

「オレも気になってたんだよな……竜に食われた死骸を見た限りじゃ、大した装備も持ってなかったし、名もないゴロツキかと思ったけどさ。やっぱりＰＡＣの生産工場を作れる技術なんてすごいもんだよ」

　リコとウカに見つめられ、答えを迫られるカクタス。彼はビール瓶を摑つかみ取とり、ちびちびと飲んでは視線を泳がせていたが、やがて、ぽつりと、




「……《フェザ》だ」




　その瞬間、ウカは聞きなれぬ言葉にきょとんとし、リコはたちまち怒声を放つ。

「はあああああ？　真面目に言ってんのか！」

「噓うそを吐いても仕方ねえだろ。まあ、そう気にすんな。この前ので一通り片はついたんだ」

　カクタスは新しいビール瓶の栓を開けると、なだめるようにリコの方へ差し出すが、彼女はそれを受け取り五秒で飲み干した挙句、さらに声を荒げた。

「ふざけんなっ！　どうして今まで黙ってたんだよ！　いくらあんたの依頼でも相手が《フェザ》だと分かってたら、話は別だ！」

「だから黙ってたんだ」

「お、ま、え、なあ─────！」

　リコがカクタスの首に摑つかみかかろうとして、さすがにウカが止めに入る。

「ちょっと、リコちゃん、落ち着いて！　……元々、リコちゃんが酔っぱらって引き受けたのが悪いんでしょ？　違う？」

「でもさあ……！」

「その《フェザ》っていうのは、どうして駄目なの？　そんなに危ない相手なの？」

「いや、危ないっていうか……めんどくさいんだよ！　仲間をやられたら絶対に報復してくるし、金で交渉しようとしても、きっぱり断ってくる。こっちが何をしようと、絶対に正面から戦おうとするんだよ！」

「……すごく、いい人たちに聞こえるけど」

「だから面倒なんだって！　賄賂も買収も闇討ちもやる《シード》とは、月とスッポンなの！」

「……リコちゃんはどっちの味方なの……」

　とりあえず大いに叫んですっきりしたらしく、リコは椅子に腰を下ろす。ウカは安あん堵どの溜ため息いきを漏らすと、カクタスの方に向き直った。

「……何か因縁でもあるの？」

「まあな。リコが《シード》で働き始めた頃、《フェザ》との大きな抗争があったんだよ。オレたちは《白びやく衣え》と手を組んで戦ったんだが、その時、リコは結構痛い目にあった」

「──あ、それって、ルアンさんも参加したっていう」

「あー、そういや、あいつもいたな。それだよ、それ」

「確かリコちゃんは、アフリカンマフィアと戦ったって言ってたけど」

「《フェザ》がそのアフリカンマフィアだ。……しかも、美と高潔を旗印に掲げる、な」

「美と高潔……？」

「汚いことはやらねえと自称してんのさ。けどよ、《フェザ》はスコピュルスでも三本指に入るマフィアだ。あいつらはバックに《人類進化機構ＨＥＯ》が付いてるから、ＰＡＣはもちろん、最先端のバイオ技術がいくらでも使える。支配下の連中はＰＡＣの買い付けで寿命を人質にとられて、刃向かうこともできやしねえ。結局、悪事も金と資源でデカい面してりゃ、正義になるんだよ」

　カクタスはまるで《フェザ》の話で口が汚れたとでもいうように、消毒代わりのビールを流し込む。すると、今度はリコが小首を傾かしげた。

「……でもさ、竜に食われたやつらは本当に《フェザ》なのか？　アフリカ系の顔には見えなかったし、第一、恰かつ好こうがなあ……」

「なあに？　《フェザ》の人って、何か特徴があるの？」

「ウカだって一目見りゃ、すぐに分かるよ。なんていうか、こうビシッと──」

　リコが《フェザ》の服装について話そうとした、まさにその時。《伽が藍らん堂どう》の扉が、大きな音を立てて開かれた。

　噂うわさをすれば、である。

　静まり返った食堂に颯さつ爽そうと現れたのは、色とりどりのジャケット。頭のてっぺんからつま先まで、無駄のない身なりの奇態な集団。《シード》の人間が軒並み埃ほこりをかぶったように見えるほど、彼らの放つ美意識は研ぎ澄まされていた。黒いトップハットと燕えん尾び服ふくを着こなす老人がいると思えば、白のシングルジャケットに淡い紫のサスペンダーを合わせる若者がいる。この廃はい墟きよと塵じん芥かいが折り重なる《アラカワ》にあって、その汚れなき様はあまりに苛烈。

「……ほら、あんな感じ」

「……なるほど」

　それからふと人垣が割れ、黒のエナメルパンプスを高らかに鳴らしながら、一人の女が現れた。赤しやく銅どう色いろの肌と、丁寧に編み込まれた黒真珠のごとき銀髪。その長身に纏まとうブラック・タイはあたかも新品を下ろしたかのよう。彼女は低く、耳じ朶だに染しみ込こむ奇妙な声音で、一同に挨拶した。

「──こんばんは、《シード》の皆さん」

　この女、名をヤシギと言う。《フェザ》北東部を取り仕切る、美しき首領。

「《アラカワ》の暴食蛸クラーケン」に並ぶ、「《タイトウ》の不死鳥フエニツクス」である。

《フェザ》の突然の襲来に、《シード》は完全に度肝を抜かれていた。《伽が藍らん堂どう》の宴会に呼ばれていた三十人ほどの中堅のうち、誰一人として立ち上がることもできない。唯一、カクタスだけがのそりと席を立ち、口を開く。

「……外の看板が見えなかったか？　今日の《伽が藍らん堂どう》は貸し切りだ。そんなに大勢で押しかけられても、食い物は残ってないぜ」

　するとヤシギの瞳がゆっくりと細くなり、その顔には貼りつけたような笑みが浮かぶ。

「おやおや、早速のご挨拶じゃないか、カクタス。そんな殺気立った目で、どうしたんだい」

「……殺気立ってんのはそっちだろうが。食しよく事じ処どころにそんな物騒なもん持ち込むなんざ、躾しつけがなってねえな、おい」

　カクタスの視線の先にあるのは、ヤシギの腰に吊つるされた長剣である。ヤシギはそこであえて鞘さやから剣を抜き放ち、その磨き上げられた刃を見せつけるようにカクタスに近づいていく。

「そう怖い顔をするんじゃないって。あたしらも馬鹿じゃない。何もここで抗争を始めるつもりはないよ。……それにあんたたちの様子じゃ、戦いにすらならないだろうさ」

　冷ややかな眼まな差ざしが食堂中の赤ら顔に注がれる。《シード》の男たちもようやく腰を上げるのだが、彼らが銃を手にするより早く、《フェザ》の集団が剣を抜いた。無数の長剣が、天井から吊り下がる照明を映し込んで、揺らめいている。

「──あんたたちが一発撃ち込む前に、首が落ちるよ。試してみるかい？」

　その言葉にカクタスが小さく首を横に振ると、《シード》の連中はおずおずと席に腰を下ろした。今や完全に《伽が藍らん堂どう》は《フェザ》の、そしてヤシギの支配下にある。

「……他人の祝いに水を差すってのは、よほどの用があるんだろうな」

　でっぷりと腹を突き出しながら、ヤシギを睨にらみつけるカクタス。ヤシギはヤシギで空いていた椅子に腰を下ろすと、長い脚を華麗に組んで、その視線を正面から受け止めた。

「そりゃ、あんたに言いたいことはいくらでもあるんだけどね」

「……工場の件は済んだ話だろう」

「そっちが勝手に済んだつもりにしているだけじゃないのかい」

「尻拭いをしてやったのはこっちだ。感謝はされども、恨まれる理由はねえけどな」

「……尻拭い、ね」

　繰り返したヤシギの声音に、なぜか《伽が藍らん堂どう》が静まり返る。とん、とん、とん、と一定のリズムを保って机に打ち付けられる彼女の指の音だけが、まるで首を真綿で絞めるように、緩慢な威圧感を与えてくる。

「勘違いしてもらっちゃ困るんだ。違法ＰＡＣに手を出したのは名もないゴロツキどもだよ。どうやったか知らないが、《人類進化機構ＨＥＯ》の技術を盗んだから、あたしたちが追っていたんだ。それを竜のせいで手間取っているうちに、《シード》が横取りしたんじゃないか」

　するとカクタスはあからさまに鼻を鳴らし、肩をすくめる。

「お上品な方々は、早いもん勝ちって言葉を知らねえのか？　俺たちだって自力で場所を突き止めたんだぜ。文句を言われる筋合いはねえよ」

「……自力だって？　裏で白服に頭下げて、喧けん嘩かから逃げようって連中がよく言うじゃないか。それもあたしじゃなくて、上に掛け合うなんてね」

「《アラカワ》の話を《タイトウ》に持ち込む道理はねえよ。それに、《フェザ》も頭の固いやつばかりじゃなかったってことだ。今回お前が蚊か帳やの外だったのは、普段の行いを《フェザ》の連中も良く思ってねえってことだろう。その石頭のせいで無駄な戦いと死人が出てるんだと、いいかげん学んだらどうだ」

「違法ＰＡＣで毒を売りつけようってやつに言われたくないね」

「なんとでも言え。……それとも、あれか、《フェザ》は一度決まった約束も破棄して、うちのシマを荒らそうってのか？　ピカピカのオシャレよろしく、よっぽどメンツが大事らしいな！」

「蛸たこみたいに顔色変えて、金を食って膨れ上がるより、よっぽどマシだよ！」

「……」

「……」

　長きに渡り鎬しのぎを削り、殺し殺され、恨みにまみれた蛸たこと鳥。二人が顔を合わせれば、自然と殺気が迸ほとばしる。一つ間違えば、血で血を洗う戦いが始まりそうな空気に、周囲はただただ胃が痛くなる。

　だが、今日に限ってはそれも長くは続かなかった。ヤシギが不意にかぶりを振り、溜ため息いきを漏らしたのである。

「……ったく、今日は蛸たこに咬かみつくために来たんじゃないんだよ」

「……なに？」

「用があるのはあんたじゃなくて、そこの小娘だ」

　ヤシギの凍いてつくような眼まな差ざしが射抜いたのは、なんとリコである。突然矛先を向けられてぽかんと口を開けていると、ヤシギは冗談を言うでもなく、むしろいっそうのこと真剣な目つきで問いかけてきた。




「……あんた、カンナを殺したかい？」




「──は？」

「……カンナビスを殺したのかって聞いてるんだよ」

「カンナビスって……あの、カンナビスか？」

「五年前、《シード》を裏切った娘だよ」

「は？　いや、ほんと、何言ってんの？　なんでオレが？」

「へぇ……そうかい」

「……なんなんだよ、その顔は！」

　あまりに唐突な告発である。カクタスに助けを求めようと視線を向けると、彼は蛸たこ足あしで器用に頭をかきながら、こう呟つぶやく始末。

「……お前、カンナをやったのか」

「いーやいやいやいやいや！　なんで？　オレが？　はあ？　意味わかんないから！　どうして頼まれてもいない相手を殺すんだよ！　知らないって！」

「でもなぁ……そういえば、お前、カンナと仲良かったじゃねえか」

「いや、まあ、そうだけど！　だったら、ますます殺さないだろ！　オレ、カンナが今どこにいるかも知らないんだぞ？　それがどうして殺すなんて話になる？　──おい、ヤシギ、あんたもいい加減なこと言うなよな！　カクタスじゃあるまいし、オレは仕事以外で人は殺さないぞ！」

　突然吊つるし上あげられたリコは思わず席を立ち、炎を吐かんとする勢いで叫ぶ。しかしヤシギは平然と首を振るばかり。

「まあ、正確に言うと、まだ死んではいないよ。完全な昏こん睡すい状じよう態たいにある。つい数時間前に、部屋で気を失っているのが見つかってね。監視カメラを確認したら、意識を失う直前にカンナ自身が口走っていたんだ。リコリスを探せって。これはあんたの名前だろう？」

「いや、だからって……そんなの偶然かもしれないだろ……」

「残念だけどね、カンナの言葉は絶対なんだ」

「……絶対？」

「あの子は今、《フェザ》専属の預言者でね。仕事を始めてこの方、外れたことがない」

「……」

「あたしは蛸たこの娘の言葉より、カンナの言葉を信じるってわけさ。何を言おうと、あんたは今、うちの預言者を殺そうとした第一容疑者なんだよ」




　　　　２




　夜よ更ふけの街は人間の住む世界ではない。太陽の治世のもとでは日陰に息を潜める獣や恐竜、獰どう猛もうな植物たちが、月の女王のお出ましと共にそこらじゅうを跋ばつ扈こする。もはやヒエラルキーの頂点から転落した人類は、扉を締め、明かりを消し、朝日を待つのが世のさだめ。

　しかし今こ宵よいの《アラカワ》には、一台のリムジンが走っていた。曇り一つない、鏡と見み紛まがうほどに磨かれた車体の上を、月明かりが滑ってゆく。その中では、すまし顔のメイド少女と、マフィアの幹部、そして苦く悶もんの表情を浮かべる被告人が重苦しい空気を共有していた。

「……どうして、こんなことに……」

　リコの口から洩もれる言葉に、溜ため息いきを返すのはウカである。

「どうしても何も、容疑者なんだから。疑いを晴らすためには真犯人を見つける以外ないよ」

「いや、だからオレはそもそも無実だっての！　なんでこんな夜中に、マフィアの隠れ家に行かなきゃならないんだよ！」

「……リコちゃん、悪人は皆、自分を無実だって言うんだよ？」

「神妙な顔して紛らわしいこと言うな！　他人ひと事ごとだと思ってるだろ！」

「だって他人ひと事ごとだもの。それに……皿洗いもまだなのに、わたしまで重要参考人として呼ばれちゃって、本当にいい迷惑というか……」

「同居人の危機だろうがっ！　第一、オレが何もしてないことはウカが一番知ってるだろ？」

「うーん……でも、ほら、最近《白びやく衣え》の会食の準備でわたしは厨ちゆう房ぼうに籠りきりだったから……。あの味噌みその酵母を探す時なんか、リコちゃんは外を駆けまわっていたし、一人殺すくらいいくらでも」

「やめろやめろっ！　ウカまでオレを陥おとしいれようとするなっ！　悪乗りにもほどがある！　それに、まだ殺したわけじゃない。なあ、ヤシギ、そうなんだろ？」

　リコが怨念を込めてヤシギに目を向けると、彼女は「まあね」と首肯した。

「息があるのは確かだね。数時間意識がないこと以外、異常は見当たらない」

「なら別にいいじゃんか……」

「いや、困るんだよ。喋しやべらなくなったあの娘に、利用する価値なんてないんだからね。あれでも結構な額を積んでるんだ」

「もはやただの奴隷じゃん！　悪人はどっちだよ！」

「単なる労働契約さ。何不自由ない暮らしをさせてやってるんだ。向こうも本望だろう。それなのにまったく……工場の件だけでも示しがつかないこの時期に、困ったもんだよ」

　それからヤシギは不意にポケットから赤と白の渦巻きが描かれたキャンディーを取り出すと、ペロペロするどころか、バキバキと音を立てて嚙み砕き始めた。リムジンの閉鎖された空間に、不穏な音が反響する。

「それでカンナは……何をやってたんだ？　あいつは元々腕のいい技師だったけど、オカルトはてんで信じちゃいなかったぞ」

「オカルトじゃないさ。預言だって言ってるだろう。……まあ、予測って言った方がいいのかもしれないけどね」

「予測……？」

「じきに分かるさ。あの子の可能性に気付かなかった蛸たこの目は、やっぱり節穴だってこともね」

　リコたちを乗せたリムジンはスコピュルスの北東に向けて土煙を上げて猛進した。廃はい墟きよビルの谷間を抜けると、現れるのは断崖絶壁。《アラカワ・リバー》の河かわ岸ぎしである。スコピュルス──すなわち「崖」を意味するその名の通り、旧東京の東岸は大地がえぐり取られ、見るも無残な崖を連ねていた。《アラカワ》と《タイトウ》の間に位置するここ《鰐わに面づら》はその北端。かろうじて残された《スミダ》地区の名残である。

　断崖に巣をつくる岩いわ燕つばめのごとく、ここには様々な人間が壁面の窪くぼみに住み着いていた。内地と異なり、夜よ更ふけの中でも皓こう々こうとした灯あかりが壁面を浮かび上がらせ、活気に満ちた賑にぎわいがある。それは、《鰐わに面づら》がある種の停戦地帯だからというせいもあるのだろう。《シード》や《フェザ》、そして《白びやく衣え》といった巨大勢力が、岩壁に大人しく肩を並べている。水運を利用して運ばれてくる様々な資源を手に入れるためには、多少のいざこざには目を瞑つぶろうという暗黙の了解である。《鰐わに面づら》を支配できればスコピュルス北部は掌握したも同然だが、一度抗争が始まれば泥沼化するのは必定。それゆえ、互いが互いを牽けん制せいし合い、なんとか危うい均衡を保っているのである。

　車から降ろされ、リコたちが案内されたのは《フェザ》が受け持つ区域だった。直接の配下だけではなく、《フェザ》に上納金を納めている者が犇ひしめき合あっている。そこをヤシギが進めば綺き麗れいに人垣が割れて、会話がぴたりと止やんだ。エナメル靴が鳴らす軽快な足音が、波音と共に夜陰に響く。

　しかし、ある時ヤシギが指を鳴らすと、背後に控えていた部下がリコとウカの首に一本の薬剤を打ち込んだ。

「……な、何しやがった」

「カンナがいる場所は機密でね。道を覚えられると困るから、海馬の場所細胞を一時的に抑制させてもらった。これから数分の間の記憶は、あんたたちの頭にどうやっても定着しないよ」

「目隠しすりゃいい話だろうが！　わざわざ物騒なもん使いやがって！」

「黒い妖犬ヘルハウンドは、随分と感覚が鋭いらしいじゃないか。目を閉じていたって、場所くらい覚えちまうだろう」

「……」

　それからどんな言葉を交わしたのか。リコが気付いた時には既に場所が変わっていて、周囲は明るく、清潔感に満ちた白壁に囲まれていた。いまだ文明が滅びる前の、「素晴らしき22世紀」。ひび割れた床も、壁を覆う蔦つたもない、完全な密室である。

「おはよう、もうそろそろ頭がはっきりしてきただろう。その扉の向こうに、お待ちかねのカンナがいるよ」

　食べかけのキャンディーを齧かじりながら、ヤシギは近くの椅子に座っていた。彼女の目線の先には、厳重に施せ錠じようされた鉄てつ扉ぴがある。リコがウカを横目で見ると、相変わらずの呆あきれ顔がおで、さっさと終わらせて帰りたいという思いが眉間の皺しわに表れていた。

「開けてくれ」

　リコの言葉で、ヤシギが首を縦に振る。すると近くにいた部下が長剣を抜き放ち、ウカの首筋に刃を添えた。

「お、おい！　それはどういうことだよ、ヤシギ！」

「もしかしたら、こうやってカンナに近づいて、あんたがとどめを刺しに来たという可能性もあるだろう。もし妙な真似まねをしたら、この娘の頭を切り離すんだよ」

「オレは真犯人を暴あばくために来てんだぞ！」

「知ったことかい。変な真似まねをしなけりゃ、傷付けはしないさ。要は、きちんと役目を果たしゃいいんだよ」

　バキバキとキャンディーを嚙かみ砕くだくヤシギの目は完全に据わっている。木刀も刀帯もいつの間にか奪われており、もはや従う以外の道はない。

「……分かったよ」

　溜ため息いき交じりに頷うなずくと、ヤシギが立ち上がり、自ら扉を開錠する。彼女の案内で中に進むと、そこにあったのは質素な１ＬＤＫ。あるものと言えば、ベッドと机と椅子が一つ。ただ、あまりに異様なのは、天井を埋め尽くす無数のケーブルである。剝むき出だしの筋繊維のように束となり、それが真ん中でより合わさると、下に伸びる。そのケーブルの先には、巨大なＨヘツドＭマウントＤデイスプレイをかぶった一人の少女がいた。椅子に座った彼女は微動だにすることがない。

「……このケーブルは……」

「埋め込みインプラント型ネット端末だよ。旧時代の馬鹿どもがロックアウトしたネットをこじ開けるための道具さ。《鰐わに面づら》のあらゆる情報を取り込んで、処理できる」

「……予測ってのはつまり……カンナの脳を、計算装置として使ってるってことか」

「いつかは壊れる機械より、いつでも治る生き物の方が便利だろう」

「……」
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　リコは机の下に、大量のＰＡＣが積まれていることに気が付いた。カンナの腕には既に点滴の針が通じている。確かにこれなら、ネット接続で頭がショートしても決して死ぬことはない。

「……こんなんで、オレがどうやって殺すっていうんだよ」

「毒なら可能だろう」

「でも、そんなの見つかってないんだろ？」

「そうだね。脈も安定、身体からだに異常は見られないが、意識だけが戻らない」

「……あのさ、そもそもオレの名前を呟つぶやいたっていう監視カメラの映像が残っているなら、ずっと時間をさかのぼって犯人を捜せよ。オレ以外に疑うべきやつがいるんじゃないのか？」

「向こうであんたの同居人に刀を突き付けている男以外、ここに立ち入ったやつはいないよ」

「じゃあ、あいつが──」

「第一発見者で、カンナの世話係をしているやつだ。そりゃ、最初によくよく取り調べたさ。告白強制剤も使って裏は取った。あいつは白だよ」

「……オレたちにそんな薬使ってみろ。ただじゃおかないぞ」

「使うだなんて言ってないだろう。まだ、その時じゃないさ」

　ヤシギの冷徹な眼まな差ざしとリコの殺意に満ちた睥へい睨げいが交錯する。だが、ヤシギはこだわる様子もなく視線を外すと、ベッドに腰かけ、カンナを見つめた。リコも小さく息を吐きだし、怒りを殺す。しゃがんでカンナの顔色を確認してみるが、鼻から上を隠してしまうＨＭＤのせいで、よく分からない。

「血液検査はしたのか？」

「言われるまでもない。異常値は一つもなかった。健康そのものだよ」

「けど、カンナは元々──」

「薬物も検出されてない」

「え……？　あのカンナがドラッグを手放したのか？」

「このヘビージャンキーを《フェザ》に引き入れる時点で、一切手を引かせたよ。随分苦労したが、離脱症状もない。今だって、ここに持ち運べるものは全て検査済みだ。薬物はないよ」

「……」

「あたしたちはね、この娘が健康的に生きられる環境を用意してやったんだ。むしろ《シード》にいた頃は一日中錯乱状態だったって言うじゃないか」

「健康的、ね……」

　ヤシギの言葉に、リコは思わず顔をしかめてしまう。リコの知っているカンナは、おしゃべり好きで陽気な少女である。《シード》において珍しい女のメンバーで、歳としも近いことから、何かとよく話していた。確かに薬物中毒で、カクタスでさえ扱いきれないところもあったが、それでもケーブルに繫つながって、こんな窮屈な世界で生きるような人間ではない。

　しかし、ヤシギはリコの考えを見透かしたように、首を横に振る。

「あんたは、これじゃカンナが可哀かわいそうだとでも思ってるんだろう」

「思って悪いか」

「じゃあ聞くけれど、この子が絶えずアクセスしている、ネットがどういう世界か、知ってるかい」

「……カンナは……宇宙みたいなもんだって言ってた」

「そう、こんなちっぽけで、荒れ果てた地上よりもよっぽど広大なのさ。かつて情報社会の黄金期に蓄えられたネットの宝物庫には、誰も知らない世界がいくらでも眠っている。大戦中にかなりのデータが秘匿化されたとはいえ、ひとたび門をくぐれば、もうその世界はそいつのもんさ。《採掘屋》はあんたなんかよりも、ずっと自由に生きてるんだよ。……聞いてみたらいいじゃないか、あんたの同居人も、ネットにアクセスできる人種だろう？」

　思わず部屋の外に目をやると、剣で脅されたままのウカと視線が合う。肝が据わっているのか、あるいは考えるのをやめたのか、彼女はにこりと天使の微笑を向けてきた。リコは苦笑を返し、ヤシギに向き直る。

「……そういえば、食事はどうしてるんだよ。毒とか使うなら、そこが一番怪しいだろ」

「カンナの食べたいものを作らせてる。言われた食材を買ってくるんだ。そこにキッチンがあるじゃないか」

　ヤシギの言う通り、部屋に隣接するキッチンは確かに人に使われている様子があった。冷蔵庫にもきちんと食材が入っていて、本当にカンナが料理をしているように見える。しかし、リコの脳裏に浮かび上がるのは、カクタスの書斎から大量のフライドポテトを盗み出し、それを食料としていたかつてのカンナである。まさか、薬物治療で健康に目覚めたとでも？

「なあ、ちょっとウカに見てもらってもいいか？　厨ちゆう房ぼうのことはオレより詳しいから」

　リコがそう願い出ると、ウカが部屋に入ってくる。彼女は一瞬、昏こん睡すいしたままのカンナに目を留とめたが、何も言うことはなかった。キッチンを調べるようにリコが頼むと、冷蔵庫やコンロ脇の香辛料を眺め渡し、こう推察する。

「特に変わった点は見当たらないかな。多分だけど、中華系──それも四川の料理をよく作っていたんだと思う」

「……四川？　なんか、聞いたことある気がする……」

「《シード》の母体となった中華連邦の中央部にある地域のことだよ。辛からくて刺激的な味付けが特徴なの。ほら、この唐辛子とか、花椒ホアジャオを使うんだけど……って、うそーっ！」

「ど、どうした？」

「ねえ！　これすごいよっ！　この花椒ホアジャオ、原種にそっくりで粒が小さい！　《伽が藍らん堂どう》で使っているのは、実が大きく進化しちゃって使いにくいんだよねー。あの、ヤシギさん、この香辛料を仕入れているところって、どこなんですか？」

　飽くなき探究心に駆られる《伽が藍らん堂どう》の調理人。首筋に剣を突き付けられてもなお、頭にあるのは料理のことだけらしい。あまりに吞のん気きな反応にヤシギも虚を突かれたのか、「ああ、それは」と返事をしてしまう。

「確か……『《鰐面》の案山子』と呼ばれていたような……」




「「──え？」」

　重なったのは、リコとウカの声である。二人は目を見合わせ、そしてすぐさま同じ結論に至ったらしい。リコは大きな溜ため息いきを吐き出し、こう言い切った。

「カンナの意識を奪ったのは、そいつだよ」




　　　　３




「……わしゃ、知らん」

「はああああ？　しらばっくれんな！　こっちは殺人未遂の容疑がかけられてんだよ！　逃げようなんてないんだから、さっさと吐けって！」

「知らんと言ったら知らん。毒なんぞ、盛っておらん。わしゃ、しがないドラッグディーラーじゃもん」

「ドラッグディーラーだから怪しいんだろうがっ！」

　薄暗く、甘い煙の立ち込める店内にリコの絶叫が響く。対する細身の老人は、インコを手の上に乗せて知らん顔。《鰐わに面づら》の中層、岩壁内をくりぬいて作られた裏路地の一角に、「《鰐わに面づら》の案山子かかし」は住んでいた。名を、リブラリウス。豊かな髭ひげと温厚な顔立ちは、スコピュルスの荒くれと無縁のように見えるが、彼こそは知る人ぞ知る麻薬売買人であり、在野の科学者。かつては軍部の生物兵器開発に関わっていたという噂うわさがある。

「カンナがあんたの店をわざわざ指定して花椒ホアジャオを仕入れさせていたってことは分かってんだからさあ。どうせあれだろ？　ちょっと新型の花椒ホアジャオを開発しちゃったから、試してみたんだろ？」

「わしゃ、顧客を大事にする質じゃ。そんな危険なもの渡すわけがなかろう」

「動物実験もしてない痛覚ドラッグをオレに売りつけた奴やつが言うセリフかっ！」

「別に死んでないじゃろ」

「そういう話じゃないんだよっ！」

「結局愛用しておいて、何を怒っとるんじゃろうね～？　しーちゃん？」

　リブラリウスはリコの話など馬耳東風。インコに話しかけるばかりで、目を合わせようともしない。店内にはヤシギも付いてきていたが、《鰐わに面づら》の一大勢力を束ねる頭を前にしても、ご老体はいつもの調子である。リコも一方的に怒るのは疲れたのか、がっくりと肩を落としてリブラリウスを睨にらみつける。ふと顔を上げた彼とようやく視線が合ったかと思えば、

「そうじゃ、ウカ様はどこじゃ？　どうせ一緒に来ておるんじゃろ？」

「……ウカは外で買い出し中だよ。《鰐わに面づら》に来るのが久しぶりだからって」

「な、なにゆえ、この爺じいを訪ねてはくれんのじゃ？　瞬間発酵味噌みそ酵母はウカ様のために作ったというのに！　お礼の言葉を心待ちにしておったのじゃぞっ！」

「まあ、ウカもありがとうとは言ってたぞ」

「ふんっ、ウカ様の犬に言われても嬉うれしくないわ」

「……お、お前なあ……」

　木刀に手を伸ばそうとする衝動を必死で抑え、リコが拳を固めていると、店の見物を終えたヤシギが隣に立つ。彼女はぽんと札束をカウンターの上に放り出し、「この店の花椒ホアジャオを全部出しておくれ」と告げた。しかし、リブラリウスは金をちらりと見ただけで、すぐにインコの相手に戻ってしまう。

「そんな紙っ切れ、要らんわい。お前さんらは《人類進化機構ＨＥＯ》のお抱えじゃろう？　わしゃ、あそこが嫌いなんじゃ。《人類進化機構ＨＥＯ》のもんしか買えない自家紙幣なんぞ、興味ないわい」

「……これだけあれば、数年はＰＡＣに困らないだろうにね」

「そんなもんに頼る必要はないわい。わしゃ、しがない天才科学者じゃもん」

　遠慮のないリブラリウスの物言いに、リコは内心冷汗が止まらない。別に爺じいさんが死ぬことには何一つ心動かされないが、もしもヤシギの怒りを買って死んだ場合、痛覚ドラッグの生産者を失うことになる。それは困る。

「……なあ、別に見返りはオレが用意するからさ、さっさと協力してくれよ。もしも、万が一、本当に爺じいさんが犯人じゃないなら、特に隠し立てする必要もないだろ？」

「……」

「証拠がないのは確かだ。カンナの部屋にあった花椒ホアジャオに毒物は見つからなかった。でも、もしかしたら、既にカンナがそれを食べて体内で効果を発揮した後、自然分解した可能性もある。天才科学者なら、それを調べるくらい簡単だろ？」

「まあ……そうじゃな。天才じゃからな」

「もう、むしろ意見を聞かせてほしいなあ。大天才だったら、この事件をどう見る？　身体からだに一切の異常も残さず、意識だけ失うなんて、中々できないと思うんだけどなあ」

「……ふうむ、そうじゃなあ、わしくらいの大天才じゃなきゃ、無理じゃろうなあ」

　あからさまなリコの太鼓持ちに、リブラリウスはまんざらでもない様子。それから、ふと壁にびっしりと並んだ引き出しの一つに手をかけ、そこから小袋を取り出した。

「まあ、ほれ、役に立つかは分からんが、これが残っとる花椒ホアジャオの在庫じゃ。噓うそではない。わしも話を聞いて、毒薬づくりのいんすぴれーしょんが湧いてきた。実験したくてたまらんわい！　今晩はこの辺で許してはくれんかの。花椒ホアジャオもタダでやるからの」

　温和な老ろう爺やの微笑を顔に湛たたえつつ、店じまいを始めようとするリブラリウス。リコもヤシギも流されるまま、とりあえず花椒ホアジャオを手に取り立ち去ろうとしたのだが、

「こんばんは、リブラリウスさん！」

　扉が閉じるその前に、ようやく現れたのはスコピュルスの天使である。その背後には、カンナの部屋で剣を突きつけていたヤシギの部下が、完全な荷物持ちと化していた。

「……随分買ったな」

「《シード》のお祝いでなくなっちゃったから。それに、今日は送迎の車もあるもん」

「もう何でもありかよ」

「そういえば買い物をしている途中に、偶然ね、あの漁師さんに出会ったの。リコちゃんは覚えてる？　蜘蛛くも型がた戦せん車しやを売っていた人」

「……ああ、そういえば一か月前くらいに戦車を食べたな」

「彼と少し話していたら、最近、リブラリウスさんのお店から、花椒ホアジャオを全部買い占めたんだって。ここのお店の花椒ホアジャオは特別で、大物の魚を痺しびれさせるためにすごく役立つって」

「へぇ……なるほど……」

　ギィィ、と音を立てて閉まりかける扉に、すかさず木刀を差し込むリコ。力づくで押し開き、店の奥へリブラリウスを追い詰める。

「……どういうことか、説明してもらおうか。大天才の爺じいさんよぉ！」

「わ、わしゃ、何も」

「隠し事はいけないよな。客商売は信用だろ？　爺じいさんの作った薬を身体からだに流してる身としては、こういう話はきっちりしてもらわないと。そもそも、あんた、適当に花椒ホアジャオを渡してオレたちを追い出そうとしたわけか」

「おやおや、しーちゃん、お腹なかが減ったのかい？」

「都合悪くなるとインコに逃げんな！」

　しかし、怒り心頭だったのはリコだけではない。ヤシギは無言で「しーちゃん」を鷲わし摑づかみにすると、どこからともなく一方の手に鋭利なナイフを取り出した。そしてインコの目にその切っ先を突きつける。

「……言いな」

　交渉も駆け引きもあったものではない。リブラリウスはぐっと顔をしかめると、大きくわざとらしい溜ため息いきを漏らす。

「……本当に噓うそはついておらんのじゃ。わしゃ、毒なんぞ混ぜておらん。むしろ、ウカ様の言葉を聞いておったじゃろ？　普段の花椒ホアジャオは確かに特別じゃが、それは売り切れておったのじゃ。まあ……その、わしがちょっとばかしズルをしたのは、普通の花椒ホアジャオをいつもと同じ値段で売ったというだけで……こんなもの、お爺じいの可愛かわいい悪戯いたずらじゃろう？」

　ヤシギは黙って、手に込める力を増す。ギュエ、とインコの悲鳴が響く。

「すまんかった！　金は返す！　しかし、それ以外は本当に何も知らん！　ずっと強力な花椒ホアジャオを売ってきたが、何も問題はなかったのじゃ！　花椒ホアジャオにはサンショオールという麻酔成分が含まれとるが、それは蓄積するものではない。ましてや今回売ったものは普段の三百分の一の成分じゃぞ。ますます意識を失うなんてありえん！」

「じゃあ、一体誰が毒を盛ったっていうんだい……」

　ヤシギがインコを解放すると、リブラリウスはそっとそれを受け取り、慣れた手つきで注射を打ち込んだ。おそらく鎮静剤だろう。興奮状態でピーピーと鳴きわめいていたインコは、すぐさまおとなしくなる。

　しかし、その光景を見ていたウカが、突然、「あ」と声を上げた。

「そっか、逆なんだ！」

　その場にいた者全員の注意が彼女に向けられ、その意思を代弁するかのようにリコが問う。

「何が逆なんだ？」

「カンナさんの意識のことだよ。わたしたちはずっと、彼女が何か毒を盛られて意識を失ったんじゃないかと思ってたでしょ？　でも、そうじゃなくて、毒が弱すぎたから意識を失ったんじゃないかなーって！」

「……は？」

「カンナさんはネットにアクセスして、常人にはありえないほどの情報処理をこなしているんだよね？　本来、そうすると脳がエネルギーを消費して発熱して、やりすぎれば組織が壊れちゃうけど、ＰＡＣを使っているから限界がない。でも、入力の限界は突破できたとしても、出力の限界は？　結局、人間が分かるように情報を変換する必要があるとしたら……」

「わ、わけが分からない」

「要するに、どんなにすごい計算結果を得たとしても、人間の意識程度では、結果を表現できないってことだよ！」

「……」

「だからね、カンナさんは計算で得た結果──未来予測を、人間の意識でも表現できるくらいの規模に縮小する必要があったんだと思う。アウトプットをするために、一時的に脳の処理能力を引き下げる必要があったんじゃないかな。たとえば、超高速で映像を再生できる装置があるとしても、その内容を人間が理解するためには一時停止する必要があるでしょ？」

「その一時停止のボタンが、麻酔ってことか……？」

「そういうこと！　花椒ホアジャオを食べることで一時的に脳を麻ま痺ひさせて、人間の意識を取り戻していたんじゃないかなって。だから、たぶん、今カンナさんに必要なのは解げ毒どく剤ざいじゃなくて、もっと強い毒なんだよ。意識を取り戻すためには、ちゃんと強い毒を使って、脳の処理を遅らせればいいんだと思う」

　ウカの仮説を聞いたリコは改めて、ケーブルに繫つながり、ほとんど機械と一体化したカンナのことを思った。24世紀となり、野生動植物が遥はるかに人間の力を凌しのぐ時代にあってもなお、リコはどこか知性に関しては、人間が頂点に立っているような気がしていた。しかし、結局人間は、数百年前からほとんど形を変えていない。機工体やＰＡＣという技術はあっても、それまでの人間の形を捨てることができていない。それは古い道具を誤魔化し誤魔化し使い続けているに過ぎないのではないか。そんな旧態にこだわらない──例えばケーブルを頭に繫つないでしまうような人間は、既に別種の生き物として、異なる世界に踏み込んでいるのではないか。

「な、なんじゃ、放せ！」

　悲鳴に釣られて目を向けると、店の奥に逃げようとしていたリブラリウスがヤシギに襟首を摑つかまれていた。

「わしは無実とわかったじゃろう？　もう用はないはずじゃ！」

「《フェザ》から金をだまし取った落とし前はつけてもらうよ」

「金なら返す！　わしゃ、か弱いドラッグディーラーじゃぞ！　乱暴に扱うでない！」

　か弱さの欠片かけらもない剣幕で、リブラリウスは言い返す。すると、ヤシギは蛇も縮み上がるような眼まな差ざしで彼をさらにねめつけた。

「花椒ホアジャオの代わりになる麻酔を出しな。依存性は極力抑えたやつだ」

「そんな、無茶を言うでない。激ヂィー麻マー花椒ホアジャオに匹敵するほどのものなんぞ、そう簡単に……」

「じゃあ、鳥と一緒に《鰐わに面づら》の崖から落ちるしかないね」

「……」

「まだ腕の一本も切り落とされていないだけ、ありがたく思ってほしいもんだ」

　ヤシギはナイフを滑らせ、リブラリウスの首元をゆっくりとなぞる。骨ばったのどぼとけをくすぐるように、鋭利な刃先が皮膚を掠かすめていた。しかし、リブラリウスはカウンターを手で叩たたき、勇ましくヤシギを睨にらみ返す。




「わしは苦節六十年、この身一つでやってきたんじゃ！　暴力には決して屈し──」




　広げられた手にヤシギのナイフが突き刺さる。

「──ますっ！　すまぬ、すまぬ～！　痛いのは嫌なんじゃ～！」

　刹那の白旗である。ヤシギがナイフを抜くと、リブラリウスは穴の開いた手を押さえながら壁の引き出しを次から次へと開き始めた。

「ここでもない……ここでもない……」

　植物の根やら、種やら、動物の乾いた臓器やら、中には引き出しを開いた瞬間に粉が舞って、それを吸い込むとくらりと頭が揺らぐ。小さな店内に薬物が溢あふれていくが、彼はやがて拳大の丸い球のようなものを取り出した。それをヤシギの前に置くと、手をこすり合わせて説明を始める。

「これは特別製のソムニフェルムでございますじゃ。枯れても蒴さくに成分が残るよう改良したオリジナルでの。テバインもコデインもほとんど入っておりませんわい」

　ヤシギは「そうかい」と素っ気ない返事を返し、黒い球を手に取った。彼女が目を細めて眺める間、リブラリウスの額には水を跳ねかけたように大粒の汗が噴き出ている。果たしてそれが緊張によるものなのか、目当てを探す間に妙な薬物を吸い込んだからなのかは分からない。

　一方リコは耳慣れない言葉の羅列を耳にして、ウカにひそひそ声で尋ねた。

「……なあ、ウカ、なんなんだ、あの黒いやつ」

　すると、ウカは少し呆あきれたように眉を吊つり上あげる。

「リコちゃん、知らないのー？　ケシの実だよ。ケシの実。ソムニフェルム種は、アルカロイド含有量が多い品種で、大昔からアヘンを作るために利用されていたの」

「ア、アヘン？　完全に麻薬じゃん！　じゃあ、成分ってのは……モルヒネ？」

「そうだね。テバインもコデインも似たようなものだけれど、副作用が圧倒的に強いから、本来は精製過程で分離するの。モルヒネの割合が高いってことは、とても扱いやすい品種だってこと。麻薬業者にとっては垂すい涎ぜんものかも」

　ＰＡＣに支えられた24世紀。半永久の命は、当然麻薬の副作用を大いに解消することにも貢献した。そもそも《シード》も大戦後に膨れ上がった麻薬産業を資本に成り上がった組織である。おそらく、ヤシギが良質なケシの実を手に入れたと知ったら、カクタスは酷ひどく悔しがっただろうと、リコは思う。

　ヤシギは一通り観察を終えた後、

「これをどうすればいい」

　と尋ねたが、リブラリウスは「はあ」と一瞬呆あつ気けにとられ、

「それは……まあ、粉にして直接食べても大丈夫じゃろうし……薬にしても……そこらへんは、ご自由にしていただいて……」

「じゃあ、まずはあんたが毒見をしな」

　ヤシギはケシの実をリブラリウスに返し、腕を組んでしまう。一瞬、リブラリウスはリコとウカの方に目で助けを求めてくるが、今更間に入れるわけもない。リコたちが肩をすくめると、リブラリウスは観念した様子で肩を落とし、紙やすりでケシの実の外皮を削りとった。しかし、なぜかその粉末を手に乗せると、運んだのは自らの口ではなく、傍かたわらに留まっていたペットのインコ。

「ちょ、ちょっと、爺じいさん！」

　リコが声をかけても、もう遅い。無む垢くな瞳を輝かせ、餌を差し出されたかと思った「しーちゃん」はケシの実の粉末にかぶりつく。人間はおろか、カンナの意識を取り戻すための超濃モルヒネである。どんなに微量でも、小鳥が舐なめれば──




　ぽてっ、と倒れるインコ。身体からだをぷるぷると震わせ、完全に卒倒している。

「何してんだよ！　あんたのペットだろ！」

　思わずリコが叫ぶと、リブラリウスは静かに首を傾かしげ、

「……ペット？　こいつは、試験体のしーちゃんじゃ。客の中には自分で舐なめて見せろとか言う輩やからがおるがの、そのたびにわしが舐なめていたら、中毒になるじゃろう」

「い、いや……まじか……」

「しーちゃんは既に五十三代目。品種改良も進んで、ほとんど人間と同じくらいの耐性を持っておる。この摂取量だと、じきに──」

　リブラリウスが言い終える前に、インコの肢がもぞもぞと動く。しーちゃんはひょっこりと身体からだを起こしたと思うと、まるで何事もなかったかのようにリブラリウスの肩に乗り、けづくろいをし始めた。リブラリウスはカウンターの下から白い液体の入った瓶を取り出すと、それをコップに注ぎ、しーちゃんの前に差し出す。

「よーし、お疲れさまじゃ、しーちゃん。お前さんの好きなミルク割りじゃぞ～」

　しーちゃんは思い切りコップに頭を突っ込み、あっという間に液体を飲み干すと、「Fouuuuuuuu!」といきなり奇声を放つ。そして、突然流りゆう暢ちような言葉で話し始めた。

「かーっ！　マジかよ、サイコーだよ！　ベロセット、シンセメスク、ドレンクロム！　三点盛りのミルク・プラス！　これを飲まなきゃ始まんねぇ！　決めていこうぜ、ドラッグ＆ジュース！　おぃおぃおぃ、みんなテンション低いんじゃないのぉぉぉ！　ハッ！」

　さすがのヤシギも啞あ然ぜんである。リコたちも強烈な脱力感に襲われる。

「……なんか、微妙にリズム刻んでるよな」

「言葉を話すためにダウン系の薬を使う人間もいるんだし、アッパー系の薬で話せるようになるインコがいてもおかしくないかもね」

「そういう問題なのか……？」

　ともあれ、これ以上の茶番はご免だと、ヤシギはケシの実を手に取り店を出る。ここまで来るとわざわざ疑うのも面倒になったのだろう。リコとウカも大人しくその後を付いて出るが、背後では点火してしまったインコのヒップホップ魂がなおも激しくビートを刻んでいた。

「《鰐わに面づら》に潜む悦楽の実！　アダムも知らねぇ魅惑のポピー！　舐なめたら速攻昇天不可避！　でも、オレは死なねぇ不死身鳥！　イェェェェ！」




　　　　４




　ウカの仮説が正しければ、リコの容疑はほとんど晴れたも同然である。しかし、ここまで来たら乗りかかった舟、カンナの無事を見届けようとリコとウカは再び《フェザ》の基地へと戻ることになった。ケーブルだらけの部屋へと通されると、ヤシギはキッチンに置いてあった金おろしでケシの実を削り、水に溶かす。それを少しずつカンナの口に流しこむと、それまで力なく垂れさがっていた彼女の手がぴくりと動いた。

　やがてＨＭＤの目の部分が光ったかと思うと、その液晶に、「[image: ]!!」という謎の記号が表示される。

「……なんだこれ。ウカ、読めるか？」

「太古の形象言語だね。多分、目が覚めたっていう意味だと思う」

　実際、ウカの言う通り、カンナは大きく身震いをしたかと思うと、むにゃむにゃと口を動かした。そして、大きく伸びをして、元気にご挨拶。




「おっはよー！」




　それからカンナはリコの方に首を向け、表情は見えない代わりに、液晶画面に「[image: ]!!」の形象文字を表示した。

「わーっ！　リコっち、おひさー！　げんきー？」

「元気だよ。カンナも相変わらず元気そうだな」

「もっちろん、カンナはいつでも元気百倍だよー！　あ、意識戻してくれて、ありがとねー。ちゃんとリコっちが頑張ってくれたの、知ってるからさー」

「え、そうなのか？」

「カンナ、《鰐わに面づら》の情報システムと繫つながってたんだもん。見えないところにカメラとかあるし、もちろん、カンナのお腹なかに入ってきたら、すぐに分かるしー。あっ、お腹なかっていうのは、ここのことねー。建物全体がカンナの頭と繫つながってるから、もう身体からだっていうか、お腹なかっていうか、もう一寸法師を食べた鬼さんの気分って感じー！」

「そ、そうか……」

　数秒前まで意識を失っていたとは思えない勢いで、カンナの口から言葉が溢あふれ出だしてくる。ウカの話を既に聞いているからか、かつてはただの癖だと思っていたこの早口も、膨れ上がった思考が狭い戸口から噴き出しているかのように思えてくる。

　カンナはそれからヤシギの方に向き直ると、目の部分が「[image: ]」に変わった。

「姐ねえさん、ごめんねー。心配かけて。でもカンナはもう大丈夫だから！　元気百倍だから！」

　するとこのハイテンションを気にも留とどめず、ヤシギが真面目な調子で言葉を返す。

「……まあ、無事だったのはいいけどね。噓うそを吐いていたのはいただけないね。薬はもうやめたって話じゃなかったのかい」

「[image: ]」

「前もって言っといてくれれば、こんな面倒な話にはならなかったんだ。《伽が藍らん堂どう》に借りができちまったじゃないか」

「でもー、花椒ホアジャオのことを知ったらー、姐ねえさん、すっごく怒ると思ってー……」

「ああ、今、すごく怒ってるよ」

「[image: ]!　でもでもー、カンナは被害者だと思うな！　だってリブじぃがダメダメなフツーの花椒ホアジャオを送ってこなかったら、意識を失うことだってなかったんだもん」

「それはそうだけどね、話をこんがらがせたのはあんただろう。第一、なんたってリコリスを探せなんて言葉を残したんだい。もっと端的に、リブラリウスの名前を出せばよかっただろう」

「だって、だってね！　この、今喋しやべってるカンナは、『リコっちを探さなきゃ！』としか思えなかったんだもん！　もちろん、原因は知ってたよー？　でも、ネットに繫つながっている時のカンナと、喋しやべっている時のカンナは別々っていうか、そもそも一緒だったら、ドラッグはいらないでしょー？　だからこうやって人間の意識に戻ってくると、色々なものがぼや～ってしちゃうの。預言するときは、そのぼや～ってしてるところを、ま、こんな感じかな～って推測して、言ってるだけだもん。今回はリコっち以外の情報がぼや～ってしちゃったの！」

「それにしちゃ、あんたの預言はよく当たるじゃないか」

「だって姐ねえさんが聞きたいのは、やっぱり予測だからねー。誰が何をするとか、何が起きるとか、そういうことじゃなくって、どこに、どれだけタバコが輸入されるか、とか、どこでどれだけ病気がはやるか、とかでしょー？　結果を導くために余計な不確定因子が少ないから、当たってる気がするだけなんだよー」

「……そうかい」

「そうなのっ！　噓うそじゃないよー！　それでね、いつもなら麻マー婆ボー豆どう腐ふを食べると思考がゆっくりになるのに、今回はなんだかぎゅんぎゅん頭が加速しちゃって、あー、もうだめだー、止とまれないよーって思ったから、その時ちらちら見えていたイメージを言ってみたの。もしかしたら、この原因を突き止めるのがリコちゃんだって、本当に予測していたのかもしれないしー、そうじゃないかもしれないしー」

　カンナとヤシギの会話を聞いていて、リコはますます徒労感に沈んでいくような気がした。適当に紛らわしい発言をするカンナもカンナだが、その適当な発言で《伽が藍らん堂どう》まで出向いてしまうヤシギもヤシギである。

　すると、突然ウカが口を開き、カンナに尋ねた。

「あの、そういえば、普段の預言ってどうやっているんですか？　喋しやべっていたら、未来は予測できないし、未来を予測していたら、そもそも麻酔成分を摂取することもできないですよね？」

「あー、いいとこつくねー、ウカっち！」

「う、ウカっち……」

「基本的には、百パーセントネットに接続することはしないんだー。予測するときも十パーセントくらいは意識を残しておくの。その状態だと言葉は喋しやべれないんだけど脳波からこのＨＭＤに顔文字を表示はできるから、それでコミュニケーションをとってー、もうそろそろ薬が切れてきそう、とかお話しをちゃんとしなきゃ、って思ったら、麻マー婆ボー豆どう腐ふを作るんだよー」

　カンナが肩をすくめると同時に、額が「[image: ]」という表示に切り替わる。リコにも大体意味がとれるようになってきた。文字というよりも抽象化された図像といった方がいいのかもしれない。

「ねえねえ！　ウカっち！　ウカっちは《伽が藍らん堂どう》のコックさんなんだよね！　カンナ、この部屋から出られないから、お店にはいけないんだけど、ずーっとウカっちのご飯食べてみたかったの！　せっかくだから、ここで作ってくれない？」

「え」

「お願いっ！　食材は冷蔵庫にあるし、簡単なものでいいから！　ね？　ね？」

「それはまあ……いいですけど……」

「[image: ][image: ]」

「……でも、まさか、そのためにわざと意識を失ったんじゃ……だって《鰐わに面づら》の情報を全て知っていたなら、偽にせ物ものの花椒ホアジャオを買わされた時点で気づいてますよね……？」

「そ、それはー……ひ、み、つ、だよっ！　[image: ]!」

　意思とは関係なくＨＭＤに感情を表現してしまう以上、カンナに隠し事はできないらしい。リコとウカがヤシギの方に視線を向けると、彼女は大きな溜ため息いきと共に、どこからか取り出したキャンディーをバリボリとむさぼり始める。

「……うちの人間があんたらに迷惑かけて、悪かったよ。カクタスにも水を差して悪かったと言っておいてくれ。《伽が藍らん堂どう》には一つ借りだ」

　しかしリコにとっては、実に散々な夜である。殺人事件の容疑者にされたと思ったら、結局は食堂出張サービスの依頼だったということか。これならば、いっそのこと初めからそういう依頼の窓口を開いておいた方がいい。毎回容疑者にされてはたまったもんじゃない。

　リコが「はぁ」と声を出して溜ため息いきをもらすと、それに呼応するようにして、「ぐぅ」と腹が鳴った。

「……オレも家に帰る前に、何か食いたいな。カンナと同じものでいいから、一緒に作ってよ」

　そうウカに頼むと、返ってきたのは露骨な呆あきれ顔がお。

「……夕飯であれだけ食べたのにまだ食べるの？　まだ数時間しか経たってないのに」

「精神的ダメージでＰＡＣを消費したんだよ」

「はいはい」

　ウカがキッチンに向かうと、ヤシギは「あたしは寝るよ」と言って部屋を出ていこうとする。しかし、それを止めたのはカンナだった。

「ちょっとー、姐ねえさんも一緒にお夜食食べようよ？」

「……どうして」

「だって、《伽が藍らん堂どう》だよ？　ビヌ君がすごく美味おいしいって言ってたし……」

「……」

　ヤシギの視線が向かったのは、それまで部屋の端で控えていた《フェザ》の部下の一人。ウカの首に剣をあてがい、外では荷物持ちをやらされていた背の高い男である。眼鏡をかけ、無愛想に見える彼は中空を見つめたまま、ヤシギと目を合わせようとしない。

「……ビヌ、お前、敵さん御ご用よう達たしの食堂までノコノコ出かけてたのかい」

「しかし、姐あね御ご、《伽が藍らん堂どう》は中立地帯で──」

「何回行った」

「……週一で通っております」

　ヤシギも絶句である。しばらく言葉の接つぎ穂ほを見失っていたが、軽く天を仰ぐとどこからかキャンディーを取り出し、また食べ始める。骨を砕くような不吉な響きが途絶えると、ようやくヤシギは口を開いた。

「今回の案件もわざわざ付き添いを名乗り出るから、よほどやる気なのかと思っていたけど、なんだい、そういうことかい。あんたたちも気付いていたわけか。剣を突きつける奴やつが常連ときたら、脅しにもなっちゃいないねえ」

　するとウカは冷蔵庫から食材を取り出しつつ、「まあ、はい」と頷うなずく。

「え、いや、オレは全然気づかなかったけど」

「いつも食堂の隅で食べてるよ。一応変装はしてるけど、《シード》の人たちとはご飯の食べ方が違うもん。すごくきれいに食べてくれる」

　ビヌと呼ばれる男は「光栄です」と頭を下げるが、ヤシギにひと睨にらみされて再び背筋をピンと伸ばした。しかし、ヤシギも怒るのに疲れたのか、ベッドの上に腰を下ろすと、

「もう勝手にしておくれ」

　と寝転がる。

　リコとカンナ、それからビヌはキッチンのカウンターから身を乗り出し、ウカの調理を眺め始めた。観衆がいることに慣れっこのウカは、それを特に気にすることもなく、まず放置されていたケシの実に手を付ける。

「ちょ、ちょっと待てよ！　それ食うのか？」

「……え？　だって、折角だし」

「それ、麻薬の原料だろ！」

「ケシの種にモルヒネは含まれないよ。栄養価も高いし、火を通せば香ばしいし、昔からお菓子にはよく使われていたの」

「そう……なのか……」

「ちゃんとよく洗うから。……あ、それとも、前フリ？　入れた方がいいの？」

「ちがうっ！　断じて、オレは、求めてないっ！」

　ウカはケシの実を横に割り、中にたっぷりと詰まった種を笊ざるにあけた。それを念入りに水洗いした後、半量は乾かし、残りは熱湯で少しふやかす。蜂蜜、マーマレードジャム、アーモンドの粉、砕いたクルミ、そしてふやかしたケシの種を鍋に投入、生クリームと一緒に練る。シナモンとカルダモンの粉も最後に混ぜたら、粗熱をとるために放置。

「カンナ、何でこんなに道具も材料も揃そろってんだ？　別に、花椒ホアジャオの痺しびれ成分だけ食べられれば良かったんだろ？」

「それはほら、木を隠すなら森の中って感じ！　それに、時々ビヌ君が《伽が藍らん堂どう》の料理を真似まねして作ってくれたりするんだよ！」

「……あんた、そんなこともしてんのか」

「私なぞ、ウカ様の腕前に比べたら小僧の見習いといった程度で、大したものは作れません」

「ウカの料理が本当に好きなんだな……」

「ねー？　こういうビヌ君がいると、食べてみたいって思うんだよー」

「いや、うまくいったからいいものの、最悪一生意識が戻らなかったかもしれないんだぞ」

「大丈夫だよ！　だって、カンナはリコっちのこと信じてるし！」

　外野が騒いでいる間に、ウカはもう一品に取りかかる。おそらくトビトカゲのもも肉と思わしき肉を、厚さ一センチほどに削そぎ切ぎり、塩コショウ、タイムを一振りしたら、乾かしておいたケシの種を全面に隙間なくまぶす。フライパンにオリーブオイルを引き、両面に焦げ目がつくまでしっかりと焼き上げた。それから、柔らかなライ麦生地のパンにバターを塗り、レタスの上に焼いた肉と水にさらした玉ねぎのスライスを乗せ、レモン汁と塩コショウを混ぜたタレをさっと回しかける。もう一枚のパンでそれを挟んだら、食べやすい大きさに切り、皿に盛りつけて完成。

「「「おー！」」」

　と三人の歓声があがるが、ウカはまだ手を止めない。別のパンに先ほど作ったケシの種のペーストを端までたっぷりと塗りたくり、そこにスライスしたバナナとオレンジの果肉を乗せ、上からまたペーストを塗った。

「「「うわぉ……」」」

　先ほどと同じように、食べやすい大きさに切ったら、完成である。

「はい、ケシの種たっぷりの合法サンドイッチ二種です」

「「「おおー！」」」

　大きなテーブルはないため、キッチンカウンターの上に置いた皿から、直接手づかみ。道具がなくても食べられるように、という調理人の心配りがまずそこにある。ベッドで休んでいたヤシギもカンナによって叩たたき起おこされ、午前五時の夜食なのか朝食なのか分からない食事が始まった。

「まあ、どちらからでもいいけど、お肉が冷めないうちに食べてほしいかな」

　というウカの助言通り、皆、最初に肉のサンドイッチに手を伸ばす。もはやモルヒネの恐怖など忘却の彼方かなた、リコはさっそく大きな口を開けてガブリ。

「いただきますっ！　んーっ！」

　最初に飛び込んできたのは、とんでもない香ばしさである。焦げくさいのとは全く異なる、まろやかで、それでいて鼻をがっつり揺さぶるケシの種の香り。皮目もない淡白な肉の味を、種のしっかりとした油分が補っている。とはいえ、全体の印象としてはレモン汁と野菜の爽快感で、決してもたつくことがない。いくらでも食べられそうな軽やかさがある。それに拍車をかけていたのは、

「すっごーい！　これ、プチプチするねー！　☆[image: ]☆」

　そう、食感である。カンナは頰を膨らませて、もぐもぐと咀そ嚼しやくするたびにＨＭＤの画面に星を放っていた。ケシの種の弾はじける食感が、野菜のみずみずしい歯ごたえと肉のしっとりとした質感とせめぎ合って、決して飽きることがない。この食感はなんだ、なんだ、と思っているうちに、ぺろりと食べきってしまう。

「おいしー！　ビヌ君の言う通りだったねーって、あれ？　どうしたのー？」

「い、いえ……メニューにもないウカ様のお手製サンドイッチを食べられて、嬉うれしすぎるというか、美味おいしすぎるというか……」

　ううっ、と大柄なマフィアの一員が目頭を押さえている。さすがに泣くほどの料理ではないとウカは思うのだが、感激されて、やはり悪い気はしない。

　それからカンナは突然「あーっ！」と鋭い声を上げた。

「姐ねえさん！　なんで一人で先に食べちゃうのー！　[image: ]」

　ヤシギは既に甘いサンドイッチを頰張っていた。溢あふれんばかりのペーストを零こぼすことなく、指先さえ汚さずに食べきるその技は、さすが美と高潔を謳うたう《フェザ》の幹部である。

「……あんたたち、なんだい、その眼めは」

　他三名の静かな視線を浴びて、ヤシギも一瞬たじろぐが、既に諦めたように「はいはい、感想を言えばいいんだろう」と肩を落とす。

「両方とも美味おいしいよ。まあ、肉の方はもう少し刺激があってもいいけどね。あたしは辛からい料理の方が好きなんだ。アリッサを塗りたいね。このデザートサンドイッチに関しては、文句なしだけどさ。見た目よりもオレンジのおかげでさっぱりしているし、ペーストのスパイスも爽やかだ。あんたの腕は確かなようだよ」

「ありがとうございます。甘党の方にデザートを褒めていただけるのは、嬉うれしいです」

「別に、あたしは専門家でもなんでもないんだけどね……」

　ウカとヤシギは互いに砕けた笑みを見せることはないが、それでも二人の会話には今までよりもずっと柔らかな調子があって、他の三人は思わず胸をなでおろした。そして、今度は自分たちの番である。デザートサンドイッチを一斉に頰張った。

「うまいっ！」

「おいしーい！」

「ううっ……！」

　カンナはヤシギのように器用ではないせいか、一口食べただけで口の周りがペーストでベトベトである。しかし、それも手の甲で拭き取り、ぺろぺろと綺き麗れいに味わっていく。皿に垂れたペーストも、皿を摑つかんで舐なめとっていた。

「☆[image: ]☆」「☆[image: ]☆」「☆[image: ]☆」「☆[image: ]☆」「……無くなっちゃった」

　なんと分かりやすい表情だろう。人間の顔よりも、よっぽど正直である。すると、ウカが苦笑気味に、

「よかったら……ペーストを作った鍋も舐なめます……？」

　と小鍋と木べらを差し出す。カンナは「ありがとー！」と言ってそれを受け取ったかと思うと、気付けば既に洗い物を終えたかのように道具は綺き麗れいになっていた。

　リコにとって、こんなに食べ物を美味おいしそうに食べる彼女を見るのは初めてであり、明らかに《シード》にいた時よりも生き生きとしている。頭には大量のケーブルを繫つなげているというのに、ただ美味おいしそうに食事をしているだけで、彼女が人間らしく見えてくるのだった。

「ねえ、ウカっち！　また、ウカっちのご飯食べたいな！　出張食堂してほしい！」

「まあ……わたしたちはいいですけど……」

　ウカの視線の先は、もちろんヤシギである。彼女は既にベッドに戻って休んでいたが、カンナの食い入るような「[image: ]」に圧おし負け、

「……まあ、考えておくよ」

　と首を振った。カンナはリコの手をとり、ぶんぶんと振りまわしながら、喜びの舞。

「やったー！　今日は嬉うれしいことがいっぱいだね！　ウカっちのご飯も食べられたし、リコっちにも久しぶりに会えたし！」

　しかし、その様子を見ていたウカはふと、不思議そうに首を傾かしげる。

「そういえば、カンナさんは一応《シード》を裏切って、《フェザ》に来たんだよね？　リコちゃんとしては、そこに思うことはないんだ」

「裏切るもなにも、ウカだってもう分かるだろ。こんなやつ、どこの組織にいたって、気分次第で抜けたり入ったりだよ。カクタスだって、今のカンナの力を知ったら、ぜひ戻ってきてくれって言うと思う」

「まあ、そっか」

「それに、オレだって《シード》を抜けたんだ。誰と仲良くしようが自由だ。ウカのご飯を食べて、美味おいしいって思える人間だったら、それだけで信用できるだろ？」
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　空が明るみ始めると、スコピュルスにも人間の時間が戻ってくる。自然が文明をほとんど吞のみ込こんだ今、大気汚染は遥はるか過去の話となり、曙あけぼのの中でさえしぶとく輝きを留とどめる星々がそこかしこに見える。宵の静まり返った街を駆け抜けるリムジンは窓が開かれ、ヤシギもリコもウカも、何一つ言葉を交わさぬまま東雲しののめ色に映える廃はい墟きよを眺めていた。

　やがて《伽が藍らん堂どう》が近くなると、運転手を務めていたビヌが「姐あね御ご」と声をかけてくる。

「……《シード》のやつらが見えますが」

「じゃあ、ここらで止めな。今更《アラカワ》の縄張りを荒らす必要もないだろう」

「了解です」

　リコとウカが車を降りると、遥はるか前方にいかつい装甲車が一台止まっているのが見えた。カクタスの愛車、《蛸たこ壺つぼ》である。《鰐わに面づら》を出る前、カンナがネットから《蛸たこ壺つぼ》にアクセスし、リコたちの迎えをするように連絡していたのだった。

「こんな平和的なやりとりができるなら、普段からそうすればいいのに」

　とリコが呟つぶやくと、リムジンに乗ったままのヤシギは小さくかぶりを振った。

「分かっちゃいないね、小娘は。シマの取り合い、利権の争いなんてのはね、一人の意思でどうにかなるもんじゃない。とうに殺し、殺され、いがみ合っているんだ。近づかない方がまだしも争いは起きないもんだよ」

「……でも、あんただって一緒にサンドイッチを食べてくれたじゃないか。オレは《シード》の身内のようなもんだし、カンナだってもとはそうだろう」

「でも、所詮、ようなもん、だ。本当の《シード》じゃない」

「……」

　ヤシギはいたって落ち着いた眼まな差ざしでリコを射抜き、言った。

「いいかい、小娘。勘違いしているようだから、老婆心ながら言ってやろう。うまいものを食べて、うまいと思う、それは人間の本能だ。あたしたちが皆人間である以上、確かにその点は同じだろうさ。でもね、それでもあたしたちは裸のまま、飯を食って喜んでいられるような生き物じゃない。いろんなものを背負って、纏まとって、生きてんだ。同じ食卓についたとしても、それだけで争いがなくなるわけじゃない」

「……そんな面倒なもの、脱ぎ捨てればいいじゃんか」

「脱ぎ捨てれば、そこには何も残らなくてもかい」

「……」

「《フェザ》の人間が纏まとっているこのスーツやジャケットは、大戦前、綺き麗れいな身なりをすることで平和と人の尊厳を守ろうとした社会運動だったんだ。でもね、ＰＡＣの出現で肥大化した農産アグロマフィアに潰されそうになって、一部の人間が武器を手に取り、下克上を果たしたんだよ。これはあたしらの祖先が、《シード》みたいな連中から奪い返した尊厳と、そのために犠牲にしてしまった高潔な精神の戒めなんだ。あんたはそれを、脱ぎ捨てろっていうのかい？　《シード》と和解するってのはそういうことなんだよ」

「……」

「魂が一度着込んだものを、人間はそう簡単に脱げないんだ。それはきっと、あんたも同じさ。自分が気付いていないだけでね」

　それから窓がゆっくりと閉まると、リムジンは走り去った。リコはビルの谷間に消えるその車を、ただじっと見つめることしかできない。

「……リコちゃん、帰ろっか」

「ああ……」

　ウカがそっと手を摑むと、リコはその手を握り返し、二人は静かに歩き始めた。
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[image: 第五話　ヤマタノオロチ、いただきます]
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　その日、《伽が藍らん堂どう》の朝は遅かった。

　日が昇り、高窓から差し込む陽光が食堂を照らし出してもなお、物音一つない。厨ちゆう房ぼうの鎧よろい戸どはぴたりと閉じられ、お茶を沸かす大鍋には水の一滴も入っていない。

　リコが目を覚ましたのは、その静寂のせいである。

　本来ならば聞こえるはずの、同居人の投げやりな呼び声。二度寝を所望する自分を揺さぶり、ほんのりと朝ごはんの香りを纏まとわせてやってくる、金髪のメイド少女。それが今日に限って、なぜか現れない。

《シード》の祝宴と《フェザ》の容疑者扱いがあった長い夜から、既に三日が経たとうとしている。食材の仕込みも終わり、臨時休業にしていた《伽が藍らん堂どう》は今日から再び開店である。だというのに、寝坊？　一緒に暮らし始めてから、一度たりとも寝坊をしたことのないウカが？

　リコは寝間着のまま部屋を出て、やはり廊下の静けさに悪お寒かんを覚える。かすかな自分の足音までが神経に触るようで、ウカがいないという朝が、酷ひどく自分を動揺させているのだとリコは気付く。

「……ウカ？」

　彼女の部屋の扉をそっと開き、中を覗のぞく。隅々まで掃除が行き届いたその空間は、まるで人形に用意されたミニチュアハウスのように、かえって異様なほど整然としている。部屋の端に置かれた机には大量のケーブルと、訳の分からない機械が山積みとなっているが、それも全て几き帳ちよう面めんに並べられ、接続端子は大きさ順に列をつくっていた。

「おーい、お寝坊さん！」

　強く呼びかけても反応はない。ウカは寝台の上で眠ったまま。近づいて、肩を揺さぶる。反応はない。仰向けにし、頰に触れても、やはり反応はない。

「おい、ウカ……？」

　ようやく、リコもこれが普通の事態ではないと理解した。どんなに頰をつねっても、叩たたいても、ぴくりとも動かない。瞼まぶたを無理やり開くと、瞳孔反射もない。鼓動はもとより聞こえない。

「……おいおいおい、なんだってんだよ、急に……」

　リコはウカの机に置いてあった端末から、カクタスへのホットラインを繫つなぐ。《シード》が占有する極超短波通信機。かつては軍の移動通信に使われていたものを流用したものである。受話器の向こう側からは、カクタスの苛いら立だち交じりの声がした。

「なんだぁ……こんな朝っぱらから……」

「ウカが倒れた」

「………………はあ？」

「何しても目が覚めない。どうすればいい」

「……そんな、ウカに限って目を覚まさないなんて」

「──冗談じゃないんだよっ！　本当に意識がないんだ！」

「──」

　リコの怒声に、カクタスが息をのむ。それは剣幕に圧倒されたというよりも、リコの声音が思った以上に切迫していたからだろう。辛かろうじて隠された声の震えをカクタスは聞き逃さなかった。だからこそ、彼は小さな舌打ちを一つ挟んで、言う。

「……三十分で着く。外へ出る支度をしとけ。案山子のじじいのところへ連れて行ってやる」

「はあ!?　なんであんな──」

「普通の医者に見せるわけにもいかねえだろう」

「……」

　リコの沈黙を承諾と受け取ったのか、カクタスはそこで通信を切った。リコもこうなれば悩んでいる暇はないと、準備にとりかかる。外出用の戦闘服に着替えたら、今度はウカの番。クローゼットを開けば、大量のメイド服。そこから適当に一着を選び出し、ウカを着替えさせた。どんなに身体からだを動かしてもウカが目を覚ますことはなく、リコはだらりと垂れ下がる腕や足を摑つかんで、服を着させた。

　なんとか一通り終えたところで、窓から聞こえる耳慣れたエンジン音。やがて、八本脚の機工体が擦れる甲高い響きが《伽が藍らん堂どう》の中まで入ってきた。カクタスはウカを《蛸たこ壺つぼ》の中に運びいれると、リコと共に《鰐わに面づら》へ向かって走り出す。絶壁の港から《アラカワ》の朝市へと向かう車の流れに逆らって、装甲車は全速力で街を駆けた。椅子のない車内ではリコがウカを背負い、黙ったまま前を見つめている。

「……なあ、そんなに心配することはねぇよ」

　静けさに耐え切れなくなったカクタスがそう口を開くと、リコは目も合わせず、

「無責任なこと言うな」

「あのなあ……これでも俺はお前を気遣ってんだぜ？」

「形だけのくせに」

「……他にどう言いようがあるんだよ」

「……」

「それに、俺はわざわざ車を出してやってんだ。朝早くに叩たたき起おこして、泣きついてきたお前に言われたかねえな」

　目まぐるしい速度で、車が、廃はい墟きよが、ジャングルが左右の視界を流れていく。ビル群を縫うようにして広がる空は厚い雲が広がっていて、青空の欠片かけらもない。

　しばらくの沈黙の後、リコはぽつりと漏らす。

「……ごめん、八つ当たりした」

「……ったく、いつまで経たってもガキだな、お前は」

　カクタスは大きく鼻を鳴らすと、それ以上口を開くことはなかった。二人の身体からだに響くエンジンの振動、風を切る車体の圧倒的な速さ、結局のところそういったものは全てカクタスのものである。何を言われようとも、リコとウカを運んでいるのはカクタスだった。結局、自分はカクタスに甘えているのだと、リコは痛感する。そうと分かっていながら、やはり頼るしかない自分が情けない。普段はでかい顔して用心棒を名乗りながら、肝心な時にウカを助けられないのだとすれば、自分がいる意味とは何なのか。

　やがて、《蛸たこ壺つぼ》は《鰐わに面づら》に到着した。日がすっかり昇ったこの頃合いは、《鰐わに面づら》の人間にとっては眠りの時間。常夜灯の輝く夜とは打って変わって、しんと静まり返っていた。リブラリウスの店も当然閉まっていたのだが、リコは躊躇ためらうことなく扉を蹴破り、中へと押し入る。売上の確認をしていた老人は、突然の来訪者に啞あ然ぜんとした。

「な、なんじゃ、お前ら……もう店は閉店時間で」

「ちょっとウカを診てほしいんだよ。全然目を覚まさないんだ」

「……ウカ様が？」

　今にもリコたちを追い出そうと開きかけていた口が、その名前を聞いてふと止まる。リブラリウスは肩に乗せていたインコを鳥かごにしまい込むと、「そこに寝かせるんじゃ」と椅子を指さした。リコがウカの身体からだを横たえると、リブラリウスはさっそくウカの目を開き、瞳孔反射を確認する。

「……こりゃ、たまげたわい。本当に気絶しておるとは」

「なあ、これってやっぱり……故障なのか？」

「うぅむ、まあ、普通の状態ではないのは確かじゃが……それは中を見てみんと……」

「……頼む。ウカは嫌がるだろうけど、仕方ない」

「よし分かった」

　リコの承諾で、リブラリウスはウカの身体からだをうつ伏せにひっくり返した。そして綺き麗れいな金髪をたくしあげ、うなじにあるスイッチを押した途端、ウカの頭蓋がばくりと開く。そこから覗のぞくのは、蜘蛛くもの巣すのように複雑な網目模様をなす頭蓋骨に守られた、機械仕じ掛かけの脳髄。滑らかな水晶のような表面を無数の光が駆け巡り、その絶え間ない輝きの波は見とれるほどに美しい。

「……脳が停止していないということは、死んではおらんようじゃの。むしろ、これは普段よりも神経活動が活発なようにも見える」

「じゃあ……寝ているだけってことか？」

「それにしては、外部の刺激で目を覚まさないのはおかしい。感覚の伝達に齟そ齬ごをきたしているか、あるいは……何か負荷のかかる処理を行っているか」

「それって……この前のカンナみたいなことか」

「そうじゃ。人間の意識を出力する余裕がないほど、頭脳に負担をかけているのかもしれん」

「でも、そもそもウカの身体は人間じゃないだろ？　人類の英知が詰まった、機械生命じゃなかったのかよ。無理やりネットと繫つないでいるカンナとは話が違う」

「……ふうむ……それはそうなんじゃが……わしには分からん」

「はあ？　じいさんは天才科学者だろ！」

「仕方あるまい！　ウカ様の身体からだは、人類文明が失われる前の最さい期ごの時代、ありとあらゆる技術を投じて作られた最高の自律人形じゃぞ！　それを今の時代の技術で解析することなど、不可能なのじゃ！」

　リコは思わずリブラリウスの襟元を摑つかもうとするが、その腕をカクタスの蛸たこ足あしが止める。彼はいさめるようにかぶりを振ると、言った。

「結論を急ぐ必要はねえだろう。とりあえず、死んだわけじゃねえってことを嚙かみしめろ。じじいをいじめたって、ウカが目を覚ますわけじゃねえんだ」

「……あ、ああ……」

「──じいさん、これは単純な疑問なんだが、ウカでも処理しきれないような情報ってのは何なんだ。今は別にネットと繫つながっているわけでもねえ。頭の中で羊を数えてたら処理しきれなくなるような馬鹿でもねえはずだ。となると、何だってこんなことになる。……まさか人生に悩んじまったわけでもねえんだろ」

　カクタスの言葉に、リブラリウスは唸うなる。

「それが分かったら苦労せんわい。この宝石みたいな脳みそは、人類よりも高機能だと言われておる。第一、《自律人形遺産ノア・シリーズ》は、人類文明を保存するために作られた記憶装置じゃぞ。そうでもなければ、ウカ様が古今東西の料理の知識を瞬時に引き出せるわけもなかろう」

「……じゃあ、古今東西の知識以上の情報を処理してるってことじゃねえか」

「そうじゃ。そんなもの、この世にあるわけが……」

　ふと、リブラリウスの動きが止まる。リコとカクタスは目を見合わせるが、やがて「そうじゃ！」と老体が天井に手を突かんばかりに飛び上がった。




「情報プランクトンじゃ！」
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「「……」」

　しかし、二人の反応は鈍かった。リブラリウスはふがふがと髭ひげを揺らしながら、まくし立てるように言葉を付け足す。

「いわゆる、電子ドラッグの一種じゃよ。普通の麻薬が効かない機工体の人間が快楽を得るために使うんじゃが、要するに高密度の情報なのじゃ」

「でも、プランクトンって……あれだろ？　オキアミとか、珪けい藻そうとか、水の中に浮いてる……」

「ああ、それで間違いない。人類が地球を離れようとした《箱舟時代》、少しでも文明の記録を残そうと、ありとあらゆるアプローチが試みられたのじゃ。その一つが《自律人形遺産ノア・シリーズ》であり、情報プランクトンじゃと言われておる。記録メディアという点では、コンセプトは変わらん」

「……つまり、ちっこいプランクトンの中に情報が入ってると？」

「うむ。正確には、やつらの遺伝子に入っておる。あらゆる生物の遺伝子には非コードＲＮＡと言って、生存に大きく関わらぬ空き容量があるのじゃ。情報プランクトンは、そのスペースに過去の地球の様々なデータが記録されておる。ただし、一つ一つが持つ情報素は少ないがゆえ、情報プランクトンは群れ全体が情報となり、それぞれの情報を補完しておるのじゃ」

「でも、どうしてわざわざ微生物に記録する必要があるんだよ。もっと頑丈なものにした方がいいだろ」

「頑丈ということは限界を超えれば壊れるということじゃ。しかし情報プランクトンは絶えることがない。大洋を巡り、時に異なる群体同士が混ざり合い、繁殖し、新たな情報を作る。単なる記録ではなく、むしろ人間という破滅因子を取り除いた、理想的な地球のシミュレーションだと言われておる。生きた情報が、生きた過去を伝えるのじゃ！」

「で？」

「じゃ、じゃから！　常に変化するがゆえに、飽きが来ないのじゃ！　それなのに、市場に出回ることはほとんどない！　質のいい情報プランクトンの漁場は、移動する宝島のようなもの。ゴールドラッシュならぬ、プランクトンラッシュで一いつ攫かく千せん金きんを狙う輩やからが──」

「そんな話はどうでもいいんだよ！　それが目を覚まさない原因だってのは本当なのか！」

「かーっ！　古代のロマンが分からん奴やつじゃなあ！　確認は簡単じゃ！　ウカ様の口に綿棒を突っ込めばよい！　ほれ、わしが」

「──お前の手で、ウカの口に触れるな」

　ウカの顔を傾け、リブラリウスが口に手を伸ばした瞬間、彼の首元に木刀が突きつけられる。リコは舌打ちをするリブラリウスを押しのけ、そっとウカの唇に触れた。下唇を軽くめくり、リブラリウスから奪い取った綿棒で歯肉の溝を軽くなぞる。すると銀色の砂粒のようなものが、何個か先端に付着しているのが見えた。

「……これか」

「言った通りじゃろう」

「……それじゃあウカは電子ドラッグでトリップしたって？」

「状況から見るに、そうとしか言えんが」

「そんな！　大体、こんなものどこで手に入れるんだよ！　じいさん、まさか──」

「ち、違う！　違うぞ！　わしゃ、ウカ様には売っておらん！」

「ウカには？　やっぱりここで売ってるんじゃねえか！　そもそも、気絶の原因が情報プランクトンだって分かったのも、心当たりがあったからだろ！」

「ま、まあ、売っていることは否定せんが、ウカ様に売っていないことは本当じゃて！　第一《伽が藍らん堂どう》の財布じゃ、到底買えるようなもんではない！」

「おい、それはオレたちを馬鹿にしてんのか！」

「そうじゃのうて！」

　リブラリウスがカクタスに救いの眼まな差ざしを差し向けると、大きな溜ため息いきと共に蛸たこ足あしが再びリコの腕を拘束する──かと思いきや、摘まみ上げたのはリブラリウスの首である。鋼鉄の爪が皮と骨だけの首に容赦なく食い込み始める。

「……さっさと説明しろ。ウカが電子ドラッグをやったのが事実なら、どこかから手に入れたに決まってんだ。《鰐わに面づら》の麻薬売買で、じいさんの知らない話があるわけもない。めどがついてるんだろう」

「わ、わかった！　わかったから、放せ！　たぶんじゃぞ、たぶんじゃが、ウカ様はあの漁師から買ったんじゃろう」

「……漁師だと？」

「わしの店で、特別な激ヂィー麻マー花椒ホアジャオを買い占めた漁師じゃ。あやつ、代金の代わりに大量の情報プランクトンを置いていったのじゃが、あの様子じゃ、まだまだ持っておったはず。ウカ様はその漁師と面識があるようじゃったし、譲り受けたんじゃろう」

　カンナが買うはずだった花椒ホアジャオを買い占めた漁師。それはつまり、ウカが蜘蛛くも型がた戦せん車しやを買ったあの行商人である。ウカが買い出しの最中に、情報プランクトンを手に入れたという可能性は否定できない。

「……でもさ、そいつが売ったとして、だから何なんだ？　ウカが自分から意識を失ったことは変わらないわけだろ。オレは別に、犯人探しがしたいわけじゃない」

「わしを犯人扱いしたやつがよく言うわい」

「……」

「分かっておる！　冗談じゃ！　しかし、わしの情報は決して無駄じゃないと思うがの」

「なんで」

「その漁師ならば、意識を戻す方法を知っておるかもしれんからじゃ」

「……え？　天才科学者でも分からないことを、なんで漁師が知ってるんだよ」

「それは、ウカ様が調理の天才であるのと同じように、あいつは漁の天才じゃからな。情報プランクトンについて、この世の誰よりも詳しい」

「それって、つまり──」

「あやつは《自律人形遺産ノア・シリーズ》の一体じゃ。名は《漁師ピスカトール》、ウカ様の親戚といったところじゃろう。ウカ様から聞いておらんかったのか」

「……そういう話は一度もしたことがない。ウカ自身のことだって、オレは何も……」

　そう言いながら、リコは頭蓋骨を開いたまま横たわるウカを見下ろす。一目見て人間ではないと分かる、その姿。しかしリコは出来る限り、そのことについては触れないようにしてきたのである。ウカ自身も自分が人間であるという体でふるまい、リコはそれでいいと思っていた。ウカが人間だろうが、そうじゃなかろうが、関係ないと思っていた。

「オレたちは……」

　互いの過去を、全て知っているわけではない。互いの素性を、全て知っているわけではない。二年前、スコピュルス郊外に墜落した宇宙船に乗っていた人形。それがウカだ。彼女がリコと共に暮らすことを望み、リコはそれに応えた。《伽が藍らん堂どう》が開店し、狩りをしたりご飯を食べたり、毎日が目まぐるしく過ぎていった。自分たちが何者か、なんて話し合う暇もなかった。

　だが、ふとリコの思考を断ち切るように、カクタスの溜ため息いきが聞こえる。

「じゃあ、本人を起こして、聞くしかねえじゃねえか」

「え……」

「その漁師がウカの治し方を知ってるんだろう？　それなら、そいつをとっ捕まえればいい。相手を無理やりねじ伏せて、言うことを聞かせるなんざ、お前の十八番おはこじゃねえか」

　蛸たこ足あしがリコの頭をぐいと小突いたかと思うと、カクタスは機械音を唸うならせながら、店の外へ出て行ってしまう。リコがぽかんとしていると、リブラリウスが背中を叩たたいた。

「ウカ様のことはわしが見ておく。さっさと行ってこい。……ほんと、お前さんの飼い主は甘いやつじゃの」
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　ウカに情報プランクトンを渡した漁師をどうやって探せばいいのか。《鰐わに面づら》は岩壁に建てられた小屋だけではなく、地中に穿うがたれた小道が縦横無尽に錯さく綜そうしている。リコも一度会ったことがあるとはいえ、手がかりは皆無と言っていい。

　しかし、リブラリウスの店を出てすぐ、案内人が一人現れた。

「……あんたは、うちの常連の……」

「ビヌです。先日は、ごちそうさまでした」

　サスペンダーと茶色のジャケットを身につけ、細い金縁の眼鏡を輝かせる長身の男。一目見て《フェザ》の人間だと分かるその様相に、カクタスは自然と不愉快そうな舌打ちを漏らした。

「なんだ、てめえ……またヤシギのやつが因縁つけようってのか」

「いえ、今日は姐あね御ごの命令ではありません。カンナが、ここに行ってリコさんを助けてくるようにと預言いたしましたので」

「……カンナビスが？」

「あの漁師を、お探しなのでしょう？」

　漁師という言葉にカクタスはぎょっとする。実際のところ、それは預言ではなく、《鰐わに面づら》のどこかから盗聴なり盗撮なりしているのだろう。ただ、確かにこの前ウカと共に買い出しに行って、漁師の顔を覚えているのはビヌだけだった。

　リコが「じゃあ、よろしく」と言うと、カクタスはわざとらしく鼻を鳴らしたが、それでもさすがに抗議はしないらしい。ビヌは早速踵きびすを返かえして、歩き始める。

「既にカンナの力で目星はついておりますので。リコさんにご面倒はおかけしませんよ」

「なんか随分と手回しがいいな。いいのかよ、ヤシギに黙ってこんなことして」

「リコさんを助けろという命令は受けていませんが、あの漁師の素性を探るというのは前々から我々の目的でもありましたから。カンナは最近《アラカワ・リバー》流域のネットアクセスについて調べておりまして、それが実はあの漁師の仕業ではないかと。どうやらやつは、ネット上の鍵通信を使って、ここ一帯の地震計測器にアクセスしていたようです」

「おい、ちょっと待て、そりゃあ、《シード》の縄張りを荒らしてたやつじゃねえか」

　突然カクタスが話に割って入る。すると、ビヌは既にそれ見越していたのか、落ち着いた調子で話を続けた。

「ええ、あなた方はネットアクセスに違法ＰＡＣ工場の人間がかかわっていると思っていたようですが、あれは全くの別件です。漁師の違法アクセスに気付いたあなた方が、近くを捜索して、偶然工場を見つけただけなのです」

「……おめえらは知ってんのか。あの漁師が人間じゃなくて……」

「機械仕じ掛かけだという話はカンナから。私は詳しく知りませんがね。姐あね御ごは仲間に引き入れようと様子を見ているようですが──あ、これはオフレコでお願いしますよ」

　ビヌの話を聞いて、カクタスの目の色が変わる。分厚い頭皮の内側では、《自律人形遺産ノア・シリーズ》を手中に入れることの算盤そろばん勘かん定じようが始まっているのだろう。《シード》にとっても未開拓な電子ドラッグ分野だが、情報プランクトンの安定供給が図れればたちまち莫ばく大だいな収入源と化す。間違いなく、ヤシギと考えていることは同じだろう。

　ビヌが二人を導いたのは、《鰐わに面づら》の最下層だった。襞ひだ状じように入り組んだ港湾には数百にも達する大小さまざまな船が並んでいる。既に卸市場もお開きとなり閑散としたその港に、なぜか一か所だけ人だかりができていた。それが囲んでいたのは、一頭の鯨。全長二十メートル、鋭い牙と全身に残る傷跡が異様な迫力を放っている。ＰＡＣの拡散以後に発生した、鰐わに鯨くじらの一種だった。奇妙なのは、その脇腹に一本の槍やりが突き刺さったまま、血が湾内に垂れ流されているということ。尾びれの僅かな動きから、とどめも刺されていないと分かる。

「……あれじゃ、売り物にならなくなるな」

　リコが思わず顔をしかめると、ビヌは小さく首を振り、

「あるいは、売り物ではないのでしょう」

　と呟つぶやいた。一行が鯨のもとまでやってくると、人垣は自然と崩れ去る。さすがに、この辺りでカクタスの顔を知らない者はいない。何人かは慌てて逃げ出したほどである。

「これを仕留めた奴やつがどこにいるか、知ってるか」

　カクタスが誰ともなく尋ねると、野次馬の一人が少し離れた桟橋でうずくまる人影を指さした。すると、ビヌもすかさず首を縦に振る。

「確かに彼ですね。服装と髪型に見覚えがあります」

　その漁師は、擦り切れた麻地の服を身にまとい、長髪をだらりと垂らしていた。薄汚れた肌と中ちゆう途と半はん端ぱに伸びた髭ひげは、その身体からだが機械仕じ掛かけであるなどとは、到底思えない生々しさを帯びている。リコたちが側に寄っても顔を上げることはなく、小さな袋を舫もやい杭ぐいにくくりつけていた。

「なあ、あんた、《漁師ピスカトール》か」

　そのリコの呼びかけで、男はようやく動きを止めた。それからむっくりと身体からだを起こすと、三人を一いち瞥べつして、「ええ」と頷うなずく。

「そこのお洒しや落れな人は確か、《調理師コクトール》の荷物持ちの……あれ、お嬢さんも確か《アラカワ》の市場で荷物持ちをしていたよね。……蛸たこ足あしのあなたも、荷物持ちかな？」

　怖いもの知らずなその物言いに、ビヌの額に汗が滲にじむ。しかし、カクタスは気にした様子もなく、

「んなことはどうでもいいんだよ。おめえ、ウカに情報プランクトンを渡したか」

　と尋ねる。すると、彼はあっさり頷いた。

「ウカというのは、《調理師コクトール》のことかい？　ああ、彼女には少し分けたよ。こんなところで同じ種族と会えるなんて珍しいから。その記念に、ということで」

　無理やり聞き出すまでもない。《漁師ピスカトール》は特に事情を隠すわけでもないようだった。リコはこれなら手間が省けると、少し安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

「ウカが情報プランクトンを食べてから、目を覚まさないんだよ。それを治す方法を教えてほしいんだ」

　だが、返ってきた答えは容赦がない。

「そんなもの、あるわけがない」

「……は？」

「情報プランクトンは高度な情報素材だよ。変化し、生成し、無数の情報素の関係性の中に、人類の知恵が詰まっている。大体、機工体の補助脳なら一滴で数日、一さじで半年、一瓶飲んだら数百年は味わうことができるんだ。大きな瓶に詰めて渡したから、《調理師コクトール》の能力でも、全て味わうには二百年ほどかかるだろうね」

「……う、うそだろ」

「噓うそじゃないさ。あなた方はそれを体感する受容体も、処理能力もないだろうけど」

「じゃあ、ウカはずっと眠ったままだってのか？　それを知った上で売ったのか」

　ウカが思わず《漁師ピスカトール》に摑つかみかかっても、相手は微み塵じんも表情を変えず、穏やかに言う。

「もちろん、渡すときに説明はしたよ。彼女も覚悟の上だろう。《調理師コクトール》であるならば、あらゆる味覚に精通したいと望むもの。自らのデータベースを増やし、守り、発展させる。我々はそのために生きているんだ。《自律人形遺産ノア・シリーズ》は知識を食らう者だからね」

「……」

「好奇心こそ、何よりも優先されるんだ。あなたは我々の人間らしい反応を勘違いしているんだよ。この感情機能はあくまで人間への情報出力を円滑に行うため。我々が、歴史と人類の接続部分インターフエースだからに過ぎない。《自律人形遺産ノア・シリーズ》の根源は、知識を得ること。それだけは、何者も否定できないんだ。ボクがこうして様々なものを捕らえようと思うのも、それがボクの存在意義であるからに他ならない。悪いけど、いい加減放してもらえるかな？　漁の準備に戻らないと」

　そう語る《漁師ピスカトール》は眉を顰ひそめ、そして微笑ほほえんでいた。乱暴な扱いをしたリコを怒るでもなく、恨むでもなく、ただ自分の目的の妨げになるのは困るのだと彼は言う。その眼めには同居人の昏こん睡すいを悲しむリコなど端から映り込んでいない。あるいは彼自身が言う通り、人間の問いに答えるという義務を果たすだけの、単なる応対があるだけだった。

　リコが力なく《漁師ピスカトール》を解放すると、彼は嬉き々きとした様子で「今日は大物が上がるよ」と言い残し、その場を立ち去った。リコとしては取り付く島もない。なぜなら、《漁師ピスカトール》の言葉が本当だと、彼女自身がよく分かったからである。彼が最後に見せた笑みは、ウカが新しい料理や食材を前にした時に見せる笑顔と、よく似ていた。相手の事情なんて顧みず、どうしてもそれが食べたいと願う時のウカの表情に、よく似ていたのである。

　人間は知識で腹を満たせない。だが、彼は──彼女たちは、知識の獲得こそが飢えを癒いやす唯一の手段らしい。《漁師ピスカトール》とウカは、確かに見た目もふるまいも異なるが、その行動の根本にあるものは同じなのだ。思えば戦車も竜も野戦食糧レーシヨンも麻薬の原料ケシの実も、全てはウカが望んだもの。自分はその場に居合わせただけ、あるいは、体よく利用されていた……？

「……そんなはずない。そんなはずは……」

　言い聞かせるように呟つぶやいても、リコは確信が持てないのである。そもそも、聞いたことがないのだから。聞かないように、触れないように、避けてきたのだから。

　どうしてリコとウカが一緒にいるのか。

　どうして《伽が藍らん堂どう》は存在するのか。

「……くそっ」

　そして薄々気付いていたのだ。その問いに踏み込んでしまったら、もう後戻りはできなくなるのだと。もしかしたら彼女の本心に裏切られるかもしれないと。

　けれど、今となっては尋ねることさえできなくなってしまった──……




「ねえ、リコちゃん、そんなところで何してるの？」




「……へ？」

　振り返ると、そこにいたのは美しい金髪を潮風に揺らす、一人のメイド少女。凛りんとした背筋を黒いワンピースが包み込み、白く簡素なエプロンはその清らかさに輝いている。

　ウカである。

　《伽が藍らん堂どう》の天使、食への飽くなき探究を盾に同居人を振り回す、可か憐れんでわがままなメイドが、そこに立っていた。

　リコも、カクタスも、ビヌも、啞あ然ぜんとする中で、ウカはいつものすまし顔で近づいてくる。

「なんだか、眠りすぎちゃって心配かけたみたい。リコちゃんが人を探しに行ったってお爺じいさんから聞いて、追いかけてきたんだけど」

「……」

「え？　ちょ、ちょっと、どうして泣いてるの？　これ、どういう状況？」

「──それは、こっちのセリフだよっ！」

　思わず叫んだリコは怒っていいのやら、喜んでいいのやら、意味が分からない。ただ、たった一人の同居人がこうしていつものように目を開け、言葉を交わしているという事実に、なぜだか涙が零こぼれてくる。

「ほんと、なんなんだよ……意味わかんないよ……」

「……え、まさか、わたしがドラッグでトリップしたまま、もう目を覚まさないとか思ってたの？　リコちゃんが本気で泣いてるわけ……ないよね？」

「うっせー！　本気だよっ！　オレは、本気で心配だったんだよーっ！」

　リコは涙を零こぼしながら、ウカに飛び掛かる。そして思いきり抱きしめると、耳元で叫ぶ。

「このバーカっ！　バーカっ！　余計なことすんなよなっ！　せめて、オレに何か言ってからやれよ！」

「ば、馬鹿じゃないもん！　ちょっと酔っぱらうって感覚を味わってみたかっただけで……」

「はあああああああ？」

「いつもいつも、リコちゃんばっかりお酒飲んで楽しそうにしているのが悪いの！　わたしは味を分析できても、アルコールで酔える身体からだじゃないのに。お酒が入るとすぐ一緒に飲める人たちと騒ぎ始めて、わたしのことなんか忘れちゃうくせに！」

「な……っ！　それは、その……」

「情報プランクトンだって、ちょっとした研究のつもりで分けてもらったんだよ？　でも、カンナさんがドラッグで酔っぱらっていたって気付いて、わたしも同じことができるんじゃないかって。リコちゃんと同じように酔っぱらえるかもって思っただけだもん！」

「オレは意識が吹っ飛ぶほど酔っぱらったりしないからなっ！　と、時々だ！」

　再会と同時に噴き出す口くち喧げん嘩かに、カクタスとビヌはますます啞あ然ぜんとする。しかし、一度火が付いた口を、リコもウカも止めることなどできるわけがない。

「初めて酔っぱらったんだから、加減が分からなくたってしょうがないでしょ！」

「初めてなら、もっと慎重に飲むだろ、普通！　酒を初めて飲む子供じゃあるまいし！」

「あー！　子供って言った！　違うのに！　この体は元からなのに！　わたし、全然子供じゃないのにっ！」

「知るかっ！　第一、もしも電子ドラッグにやられて、意識が戻らなかったらどうしたんだよ！　永遠に眠っていたかもしれないんだぞっ！」

「そんなわけ絶対にない！」

「どうして！」

「だって、どんなに綺き麗れいで、豊かな情報だとしても、過去の地球にリコちゃんはいないもん！」

「──」

「確かにね、情報プランクトンが見せてくれた世界は、綺き麗れいだったよ。海は透明で、空は澄んでいて、崩れかけたビル群も、死体が転がる道もなかった。いろんな人が虜とりこになっちゃうのもわかる気がしたの。……でもね、電子ドラッグに溺れるのは、現実よりも過去のデータの方が幸福だって思うからだよ。もう戻らなくていい、永遠に情報だけを嚙かみしめて眠ってしまえばいいと思うからなんだよ。だけど、わたしは絶対にそんなこと考えない。わたしはどんなにこの世界が汚くて、野蛮で、危険でも、リコちゃんがいるだけでいいんだもん！　リコちゃんと一緒に暮らす方が、幸せなんだから！」

「……っ」

　その瞬間、リコの頰にさっと仄ほのかな紅色が広がったことを、ウカは気付かない。涙を拭うふりをして誤魔化した同居人の貴重な動揺を、この自律人形は気付かないのである。なぜなら、リコの涙にウカ自身も動揺し、それどころではないからである。

「──ウカの頭は、どうかしてるぞっ！」

「それ、どういう意味ーっ！」

「《自律人形遺産ノア・シリーズ》は知識を得るために生きてるんだろ！　なのに、どうして、そんな」

「別におかしくなんかない！　知識を得たいっていう本能はわたしの身体からだに埋め込まれてる。わたしは今だって、それに従っているんだよ。ただ、一人で増やす知識よりも、リコちゃんと一緒に得た知識の方が、ずっと面白い。ずっと楽しいの！　そう思うから──」

「も、もういいっ！」
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　リコは慌ててウカの口を手で押さえる。だが、やんぬるかな。一部始終を眺めていたカクタスは、さきほどからニタニタと笑みが止まらない。

「おいおい……！　あのリコが照れてるぜっ！　はーっ、黒い犬も茹ゆで蛸だこになるんだな、おい！」

　すると、ビヌもそれに応えるようにしておもむろに目頭を押さえ、

「はぁ……尊い……」

　と感嘆の溜ため息いきを漏らす。

　リコは耳の先まで顔を赤らめ、しかしそれでも恥ずかしさを押し殺すように大きく息を吐き出すと、改めてウカに向き直った。

「と、ともあれ！　これで一件落着だ！　今日は《伽が藍らん堂どう》の再開日なんだから、早く帰って準備しないと！」

「あ、そのことなんだけれど、もう少し待ってほしいの」

「……待つって、何を」

「たぶん、《漁師ピスカトール》が大物を釣り上げるはずだから、それを分けてもらおうと思って。彼は釣った後は逃がすって言っていたんだけど、折角だし……食べてみたいなって」

「……」

「リコちゃんと一緒に、食べてみたいなって！」

「言い直しても同じだよ！」

　ついさきほどまで電子ドラッグで昏睡していた者とは思えない好奇心。やはりウカの食に対する興味は底抜けであり、もはやここまで来るとリコも呆あきれるしかない。

「……でも、一体大物って何なんだよ。あそこで放置されてる鯨のことじゃないんだよな？」

「あれは餌だよ」

「……は？」

「《漁師ピスカトール》はあれを食べにくる獲物を狙ってるの。全長百メートル、八つの首を持つ《アラカワ・リバー》の主。通称、ヤマタノオロチだって」

「ヤマタノオロチって……確か、日本神話の怪物だろ？　そんなのいるわけない」

「もちろん、あくまでもそう呼ばれているだけ。《漁師ピスカトール》自身も、その正体はよく分からないんだって。ただ、この時期になると地鳴りと共に八つ首の怪物が現れるって、漁師の間では有名な話みたい」

「地鳴り……？　それって、カンナが調べてたっていう地震の……」

　リコが振り向くと、カクタスは「そういうことかよ！」と唸うなった。

「つまりはなんだ、《アラカワ・リバー》流域の地震データへのアクセスは、そのヤマタノオロチの動向を調べるために《漁師ピスカトール》が利用していたってことか！」

「そういうこと。彼曰いわく、ヤマタノオロチは普段《アラカワ・リバー》に棲せい息そくしているんだけど、どこにいるかは見当もつかないんだって。ただ、数年に一度、産卵のために海へ出る。だから彼は河口に位置する《鰐わに面づら》で待ち構えているの。どうやら、巨体が川底を這はいずる時に起きる振動が記録として残っているらしくて、今年も全く同じ兆候がある。計算が正しければ、おそらく今日、ヤマタノオロチが現れるんじゃないかなって」

　そこまでして捕まえたいと思う《漁師ピスカトール》の執念は、やはり人並み外れたものである。しかし、リコには一つ大きな疑問があった。

「……待ち構えるのはいいとして、そんな大物をどうやって捕まえるんだ？　いくら《自律人形遺産ノア・シリーズ》とはいっても、限界があるだろ」

　するとウカは《漁師ピスカトール》が舫もやい杭ぐいに結びつけた小さな袋を指さして、言う。

「だから、あれを使うの。ちょっと海水を舐なめてみたら、すぐに分かるよ」

「舐なめる？」

　言われた通り、指先を海水に浸して、ぺろり。すると、たちまち舌が痺しびれ、口の感覚が失われた。まるで、強い麻酔を打ち込まれたかのようで──、

「これ、花椒ホアジャオか！」

「そう、リブラリウスさんの花椒ホアジャオを海に溶かし込んで、獲物を麻ま痺ひさせるの。毒もみ、っていう古代から人間が行ってきた漁法だよ」

「……伝説通り、ヤマタノオロチは酔わせて倒すってわけか。でも、ここら辺の生き物も巻き添えになるんじゃないか？」

「それは大丈夫みたい。ここ数日、《鰐わに面づら》の近辺からは生き物がごっそり逃げ出しているんだって。多少の被害はあるだろうけど、生態系を壊すほどのものじゃない。花椒ホアジャオの麻ま痺ひ成分はすぐに消えるもの」

「《漁師ピスカトール》と怪物の一騎打ちだな」

「一騎打ちにならないために、麻ま痺ひさせるんだけどね」

　しかし、二人が話していた、まさにその時である。

　突如足元が小刻みに震え始め、内海がさざめき、波が桟橋に跳ねかかって水音を立てる。リコもウカもカクタスもビヌも、四人は一斉に沖へと目をやった。餌の鯨の血が流れ込むのは《鰐わに面づら》でも最も大きな港湾の一つ。防波堤が左右から円を描くように伸び、外海と繫つながる部分は細く狭まっている。その向こう側に、水面からぷかりと滑らかな隆起が現れた。気付けば地面の揺れは収まっていて、異様な静けさが辺り一帯を支配する。

「……ヤマタノオロチ、なのか？」

　そのリコの呟つぶやきに応えるように、ぷかり、ぷかりと滑らかな丸みが水面から次々と現れた。まるで鯨の背のようにも見えるが、ずっと細長い。それは静かに内海へと入り込んだかと思うと、突然すさまじい水しぶきを上げて姿を見せる。

「なっ、いや……これは……」

　噂うわさに違わぬ八つの頭。その巨体。しかし、驚くのはその滑らかな粘膜質の黒い皮膚と、一体化した背せ鰭びれや尾お鰭びれ。大蛇の名にふさわしい鱗うろこも牙も、そこにはない。

　《アラカワ・リバー》のヤマタノオロチ。しかして、その実態は、




「──クソでかいウナギじゃねえか！」




　　　　４




　果たして、毒もみ漁法とは何だったのか。五十メートルほどの八つの首は激しくのたうち回り、港には荒々しい波が押し寄せた。それは麻ま痺ひというよりも、完全なる酔っ払い。動きを抑制されるどころか、嵐のごとくに暴れまわり、やがて鯨の死体にかぶりついた。渡り竜よりも遥はるかに大きな顎には、小さな歯が何重にも重なって並んでいる。その鋸のこぎり状じようの一嚙かみによって、鯨は骨こつ肉にく諸もろ共とも削り取られた。ヤマタノオロチが咀そ嚼しやくするおぞましい音と、潮と血の臭いが混じった悪臭がリコたちの元まで届いてくる。

　すると、今度は港の端から音もなく一本の棒が飛来する。三メートルほどの鉄製の銛もりが、見事、ヤマタノオロチの胴体に突き刺さった。その投げ手にいち早く気付いたのはリコである。

「見ろ！　《漁師ピスカトール》だ！」

　銛もりから伸びる太い綱を辿たどれば、その端は岩壁に打ち付けられた金輪に結び付けられていた。その隣には立つのは《漁師ピスカトール》。彼は防波堤を駆け、湾口を飛び越えて対岸の防波堤へと移動すると、用意していたもう一本の銛もりをすかさずヤマタノオロチに投げつけた。

　これで、もはや逃げる術はない──と思いきや、あっという間に一本目の銛もりが周りの肉ごとずるりと抜ける。そして、穿うがたれた身体からだはものの数秒で復元した。

「……ＰＡＣか……」

　リコは渡り竜と対たい峙じした記憶がまざまざと蘇よみがえる。いくら切っても手ごたえのない、無尽蔵な再生能力。何より厄介なのは、動物もそのことを理解して行動するということ。

「首が沢山あるのも、ＰＡＣが過剰に再生した証拠かなー？　中々死ななそう」

　ウカは吞のん気きにそんなことを言うが、リコとしては気が重くなる一方である。

「というか、なんであれは顔を水面から出しても大丈夫なんだ？　いくら見た目が怪物でも爬は虫ちゆう類るいじゃなくて、魚類だよな？」

「ウナギは皮膚呼吸ができるから、乾かなければ陸でも生きられるよ。それに花椒ホアジャオ成分にできるだけ触れないように、無意識に海水から離れているのかもね」

「……《漁師ピスカトール》は本当に獲とれるのかよ。作戦の第一弾は失敗したようなもんじゃないか」

「うーん、そうだね……確かに、ちょっと予定外の展開かもしれないけど……」

「……な、なんだよ、その眼めは」

「いや、何も？　ただ、ヤマタノオロチがウナギだって分かった以上、ますます食べてみたいなあって」

「……それって、つまり……」

「リコちゃんが捕まえてくれても、いいんだよ？」

　相変わらず、文句のつけようがない笑顔である。ウカの満面の笑みを見てしまえば、リコに抵抗の意志など残されているはずもなかった。その上今日に限っては、それがちょっと嬉うれしくさえ感じられる。なぜならリコは、ウカが自分と一緒に食べたいから、こうして自分を頼るのだと知ったから。一緒に暮らして、一緒に食べる。二人が望んでいたことは、やはりとうの昔から同じだったと、今は知っているからである。

「……わかったよ。手伝ってくる。ウカはもう少し上の方に避難したほうがいいぞ」

「ありがと！」

　ウカの軽い抱擁で送り出され、リコは木刀を片手にヤマタノオロチへと向かっていった。既に鯨の半分ほどが平らげられ、ウナギの酔いは最高潮に達している。《漁師ピスカトール》は少し離れたところから、銛もりを片手にじっと様子を窺うかがっていた。

「なんだよ、もう降参か？」

　リコが隣に立とうとも、視線は獲物にぴたりと張り付いたまま。気に留とめる様子もない。

「ちょっと次の手を考えあぐねていてね。ここまで大きいとは思っていなかったよ。花椒ホアジャオの効果も中ちゆう途と半はん端ぱだし、ＰＡＣの再生速度も想定以上だ」

「普通に網とか用意してないのかよ」

「もちろん網はあるけれど、問題はその後だろう。本当は、一本ずつ首を落として、ＰＡＣを全部使い切らせるつもりだったんだけど、あれだけ暴れていたらどうしようもない。一本首を斬る間に、別の七本に食べられてしまうよ」

「ふーん」

「……」

「なあ、ところで一つ聞きたいんだけどさ」

「なんだい」

「あんたは、いつも一人で漁をやってるわけ？」

　その問いに、《漁師ピスカトール》が初めて視線をリコに向ける。それから、「どういう意味だい」と首を傾かしげた。

「いや、漁って必ずしも一人でやるもんじゃないだろ。というか、大勢でやる漁なんていくらでもあるわけで、そういうものには関心がないのかって」

「それは……」

「一人だけで全て知ったような気になっているんだとしたら、それって傲慢だろ？　人間の知恵も、歴史も、たった一人じゃ生まれなかった。賢いあんたなら、それくらいのこと分かるだろうけどさ」

「……」

「だからさ、オレたちと一緒にあれを捕まえようぜ」

「……え？」

　《漁師ピスカトール》が答えを返すよりも早く、リコは遠くの蛸たこの背中に向かって叫んだ。

「おーい！　カクタス！　手伝ってくれよ！　ヤマタノオロチの首三本！　よろしくな！」

　すると《鰐わに面づら》に響き渡るカクタスの絶叫。

「はああああああああああああああああ？　ふざけんな！　俺がどうして──」

　しかしリコは聞く耳を持たず、《漁師ピスカトール》に向き直り、

「ほら、あいつも手伝ってくれるって」

「……全然そうには見えないけどね」

「まあ、大丈夫だよ。カクタスは損得勘定で動くんだ。自分たちに被害があると思えば、動かざるを得ない」

「被害……？」

「いや、ほら」

　リコの視線の先にいるのは、鯨を骨の髄まで食べつくしたヤマタノオロチ。ふらふらと八つの首を揺らす大ウナギは、海に戻るどころか岩壁に向かって陸地を這はいずりだした。

「《鰐わに面づら》の匂いに気付かないわけがないんだよ。うなぎのぼり、っていうくらいだから、《鰐わに面づら》の壁面を登るのも簡単だろ。そうしたら、カクタスだって黙っていられなくなる。まあ、それまではオレたちが足止めするしかないけどな」

　ゆっくりと迫りくる巨大なウナギ。リコは痛覚ドラッグを打ち、木刀を握り直した。その様を見て、《漁師ピスカトール》は思わず苦笑する。

「君、無茶苦茶だね」

「そうか？　あんただって、好奇心でこんなやつをおびき寄せるんだから、無茶苦茶だろ」

「でも、それは自分のためだからね。君とは違う」

「はあ？　オレだって自分のためだよ。ウカを喜ばせたいから、ウカを喜ばせることがオレにとっての一番だから、無茶をするんだよ」

「……なるほどね」

　《漁師ピスカトール》は銛もりを握り直すと、リコと同じくヤマタノオロチをまっすぐと見据えた。それから二人は何も言わず左右に分かれ、獲物を挟み込むようにして陣を取る。まずは勢力の分散である。一人で八本を相手にするよりも、二人で四本ずつの方がまだマシというもの。《漁師ピスカトール》は銛もりの長いリーチを生かし、巧みにウナギの攻撃を捌さばき始めた。基本は自分の動きを止められぬよう、防御に徹する。絶妙な連携をとる四本の首を少しずついなし、隙があれば銛もりの先端で目を狙う。一度に四匹とはいかないながらも、巨大ウツボにウミヘビなど、《漁師ピスカトール》としての経験がいかようにも応用できる。

　一方、リコは苦戦を強いられた。痛覚ドラッグで拡張した反射神経でなんとか攻撃は躱かわせるものの、なにぶん得物の相性が悪い。叩たたき切きることを主とする木刀では、ウナギの分厚い粘膜に歯が立たないのである。そして一番の問題は重量差。ヤマタノオロチの巨体に対し、リコの体重など虫けら同然。下手に攻撃を受け止めようなら、数十メートルは軽々と吹き飛ばされる。一撃の軽さは手数で補うしかないと、リコは全身を弾丸のように跳ね飛ばして果敢に攻め立てるが、次第に飛び散った粘液が身体からだにまとわりつき、動きを鈍らせ始めた。

「……ってか、これ、毒じゃねえか！」

　当然、粘液には海水に含まれた麻ま痺ひ成分がたっぷりと含まれている。ヤマタノオロチを酔わせる酒も、リコにとっては猛毒そのもの。粘液が触れた部分から次第に痺しびれ始め、やがては木刀を握る感覚さえ失われていく。痛覚ドラッグを使いながら、痛みを感じないのである。

　そしてある時、とうとうリコは抗あらがう術もなく、木刀を落としてしまった。

「あ……」

　その瞬間、ヤマタノオロチの一本の首が襲い掛かる。麻ま痺ひは手に限らず、足にも及んでいた。つまり、逃げることさえ不可能。幾重もの鋭い歯が迫りくる様を、ドラッグによって緩慢にされた時間感覚がまざまざと網膜に焼き付ける。だが、その時だった。




　──ドンッ。

　重たい破裂音と共に、目前のウナギの首が横に吹き飛ぶ。すかさず別の首が代わりに襲い掛かるが、今度はリコの身体からだがふわりと浮き上がり、はるか後方に飛ばされた。何が起きたのか理解できないまま、地面に叩たたきつけられる衝撃に身構えるも、次の瞬間訪れたのは痛みではなく、身体からだを包むしっかりとしたしなやかさ。恐る恐る目を開けると、そこにあったのは人形のように整った顔立ちと燃えるような深紅の髪。

「ルアン！」

「……近くで大声出さないでもらえますか、耳が壊れます」

　吹き飛んだリコをルアンが受け止めたのである。慌てて彼の腕から降りようとするも、麻ま痺ひで力が入らない。ルアンはリコを抱き留めたまま、見下すように微笑ほほえんだ。

「なんとも無様ですね。ウナギ一匹に苦戦するなんて」

「うっせーな！　もう放せよ！」

「分かりました」

　ルアンがぱっと腕を開き、リコはそのまま地面に腰を打ち付ける。涙目になりながら立ち上がろうとすると、傍かたわらにボルトアクションライフルW e a t h e r b y　M a r k　Xが置いてあることに気付いた。

「……さっきの銃声は、お前のか」

「ええ。いつものように《鰐わに面づら》の見回りをしていたら、下が騒がしかったので。するとよく知る顔がウナギと戯たわむれていたんですよ」

「オレは足止めしてたんだよ！　あ、そうだ！　《漁師ピスカトール》は……」

　慌ててヤマタノオロチの方へと視線を投げると、リコが相手をしていた四本の首は今や一匹の蛸と戦っていた。

「カクタス、間に合ったのか。……というか、カクタスがお前にオレを投げてよこしたのか？」

「そうですよ。……しかし、久しぶりに見ましたね。彼の戦車は」

　いつもは機工体の八本脚を扱うカクタスだが、それはそもそも、戦時のための練習に他ならない。戦場に立つ彼が乗り込むのは、蜘蛛くも型がたの多脚有人戦車ＡＷを蛸たこ仕し様ように改造した特別製。中心の騎乗部分に繫つながる八本の脚は、上下左右、可動域に制限はない。時に脚となり、時に腕となる触腕を、絶え間なく同時並行で動かすのはもはや人間業を超えていた。今や、ヤマタノオロチの四本の首は「《アラカワ》の暴食蛸クラーケン」によって圧倒されていたのである。

　しかし、リコがそれに見とれている余裕などなかった。ルアンはリコの手を摑つかみ、立ち上がらせるといつもの容赦ない微笑を見せる。

「あなたもいい加減、ボケっとしている場合じゃないでしょう。いくらカクタスさんといえど、今の彼は十分な装備だとは言えません。あの戦車も、《鰐わに面づら》の倉庫で埃ほこりをかぶっていたものを無理やり引きずりだしたのでは？　ウカさんも救援を呼びに行ったようですよ」

「でも、オレとウナギは相性が」

「口を動かす暇があったら、頭と手を動かすべきです。言っておきますが、私はあなた方のようにあれを食材ではなく、ただの治安騒そう擾じようの脅威と認識しています。もしも《鰐わに面づら》に被害が及ぶようであれば、手しゆ榴りゆう弾だんなりロケット砲なり撃ち込んで、木こっ端ぱ微み塵じんにしますよ」

「それは待ってくれ！　あれはちゃんと捕まえるから！　……ああ、くそっ！」

　リコは思い切り自分の頰を両手で叩たたき、気合を入れ直す。痛みが足りない。ヤマタノオロチを相手にするには、痛みへの覚悟が足りないのだ。リコは《鰐わに面づら》の中層部に繫つながる階段へと走りながら、不意に後ろを振り向いて叫ぶ。

「──ルアン！　助けてくれて、ありがとなっ！」

　その無邪気な笑みに虚を突かれたのか、一瞬の間を置いてルアンは小さな苦笑を漏らす。

「あなたには敵かないませんね。ほんと……」




　　　　５




　リコが《漁師ピスカトール》との共闘を始めてから、ウカが向かったのは《鰐わに面づら》の上層部、《フェザ》の縄張りだった。戦車を探しに行ったカクタスと別れ、階段を駆け上る。その目的は増援の要請である。

「ちょ、ちょっとお待ちください、ウカ様！　今回の件は姐あね御ごには内密で──」

　ビヌが必死に引き止めようとするのだが、ウカは全く聞く耳を持たない。遥はるか下方で始まった映画紛まがいの活劇を見ようと道には多くの人間が集まっていたが、その人込みをかき分けながら、内実ウカの脳裏を占めていたのは冷静な状況分析だった。リコ、《漁師ピスカトール》、そしてカクタス。それぞれに普通の人間よりはよっぽど力を持っているとはいえ、今回の相手は規格外。渡り竜をしとめるのとはわけが違う。《鰐わに面づら》を守るために《白びやく衣え》が出てくるという期待もないわけではないが、基本的に個人的な利害に踏み込まないのが彼らのやり方である。もしもルアンがいれば多少力になってくれるかもしれないが、殺せつ生しようを好まぬ彼にヤマタノオロチを殺させるわけにもいかない。

　《シード》の人間を誰か呼ぶべきか、という考えが一瞬よぎったものの、カクタスが望めば彼らは動くであろうし、望まなければ動かない。それに野生動物を相手にするという点で、渡り竜の始末をリコに頼む集団が、ヤマタノオロチに敵かなうわけもない。おそらくカクタスは自らリコを助ける程度にしか関わらないだろうというのがウカの見立てだった。

　となると、残る伝つ手ては一つである。

「《フェザ》の人は剣技に秀ひいでているんですよね？　ビヌさんが手伝ってくださるなら、それでもいいんですよ？」

　足を止めずにそう言うウカに、ビヌは困り果てた様子で首を振る。

「我々は姐あね御ごの命を受けない限り、剣を抜くことを禁じられておりますので」

「それじゃあ、やっぱり、ヤシギさんに直接お願いしないと」

「ですが、それは困るのです！　あんまり皆さんに協力すると、私の首が……」

「もう手遅れでしょう」

「まあ……はい……」

　ビヌは力なくうなだれながらも、ウカを無理やり止めようとはしなかった。というのも、内心彼はウカの思い通りにはならないだろうという確信があったからである。まず、ヤシギは《鰐わに面づら》に常にいるわけではない。普段は《タイトウ》の事務所にいて、少なくとも今日は来ていない。だからこそビヌはこっそりとリコに接触を図ることができたのである。そして、確信の理由がもう一つ。《フェザ》の事務所に至る道は、《鰐わに面づら》に常駐する人員の数名しか把握しておらず、よその人間は決して入ることができない──……

「……って、待ってください。ウカ様？　どうして、この道を？」

　岩壁の内部へと続く細道に入ったウカに、ビヌは慌てて問いかけた。すると、

「だって、この前通りましたし。さすがに覚えていますから」

「で、でも、あの時は薬で──」

「もうビヌさんはご存知でしょう？　わたし、人間じゃありませんから」

「……あぁっ！」

　第一の理由、陥落である。《フェザ》の機密事項がこうも簡単に突破されるとは、完全に始末書ものである。とはいえ、まだ大丈夫。無理やりウカを止める必要はない。既に場所を知られている以上、無駄な暴力は振るいたくないというのが《伽が藍らん堂どう》常連の本音である。大人しくヤシギがいないという事実を受け止めてもらい、帰っていただこう。そう思っていたのだが。

「……やあ、お疲れだね、ビヌ」

　《フェザ》の区域へと続くセキュリティードアの前で待ち構えていたのは、いつもながらばっちりとブラック・タイを纏まとった、ボスの姿。バキバキとキャンディーを砕く勢いから、怒り心頭だと一目でわかる。扉の脇に備え付けられた小さな画面がふと光ったかと思うと、表示されたのは「[image: ]」の文字。そこからカンナの声が聞こえてきた。

「……ごめんねー、ビヌくん。ばれちゃった……」

　ビヌの額から汗が吹き出し、一挙に口から水分が失われていく。大量の砂を吞のみ込こんだかのようにのどが締め付けられた。

「カンナから事情は聞いてるよ。……ったく、監視カメラを増設して正解だったよ。悪いけど、あんたたちは要注意対象だからね。あたしもさすがに、こんなにすぐ外部と接触するとは思っていなかったけどさ」

「姐あね御ご、我々はただ……この前のお礼をしただけと言いますか……」

「よその人間をここまで通すことが、かい」

「それは、事の成り行きで……」

「黙りな」

　ヤシギの一喝でビヌは完全に沈黙。血の気が引いて、唇が真っ青になっている。しかし、そんなことは関係なしに、ウカはこう切り出した。

「リコちゃんを助けていただけませんか」

「《フェザ》も化け物退治に参加しろと？」

「そうです。このままでは勝ち目がないんです。もしも《フェザ》の協力があれば──」

「言っただろう。あたしらは《シード》の人間に与くみしない。カクタスがそこにいるってのも、もう分かってるんだよ。一緒に仲良く戦えってのかい」

「……そうです」

「その無神経さには感心するけどね、無理なもんは無理だ。《フェザ》は《シード》とつるむことは絶対にない」

　ヤシギの断固たる宣言が暗い通路に反響した。カンナもビヌも黙り込み、重い沈黙があたりを包み込む。しかし、ウカはそれでも視線を逸そらすことなく、ヤシギに正面から食い下がった。

「《フェザ》としては無理だとしても、ヤシギさん、あなた個人としてならいいはずです」

「馬鹿言うんじゃないよ。それは切り離せないもんだって、あの時教えてやったじゃないか。そんなことも忘れるような頭なのかい？」

「初めから、あなたの考えが正しいと納得したわけじゃありません」

「……ほお、言うじゃないか」

「あなたは《フェザ》の信念が、太古の社会運動だとお話していましたよね。平和を望む人間が、革命のため暴力に手を染めた。だからこそ、その罪と覚悟を守らなければならないんだって。……そうと分かっているのなら、なぜ本当の意味で信念を貫こうとはしないんですか。平和的に手を結ぶことができなかった過去の悔いを、どうして今、晴らそうとしないんですか」

「……」

「確かにわたしたちは沢山の過去を纏まとっているけれど……新しい生き方を選んだっていいはずです。一緒の食卓に座るだけでわたしたちが同じになるわけじゃありません。あるいは一生、別物に過ぎないのかもしれません。……でも、わたしたちが分かり合うことはそこからしか始まらない。武器を置いて、一緒にご飯を食べることからしか、始まらないんです。それがどんなに子供じみていたとしても、わたしたちは……《伽が藍らん堂どう》はそれを願い続けているんです」

　なんと無む垢くな願いであるか。理想と善意に彩いろどられた、少女の願い。文明が滅び、暴力と打算と生存競争に染まるこの時代に、なんと場違いな願いであることか。ヤシギはそれを愚かだと思う一方で、やはり彼女の背負うものを──カンナやビヌの静かな眼まな差ざしを──無視することができなかった。

　ヤシギは長い沈黙の後、呟つぶやいた。

「……あたしだけだからね」

「え！　それじゃあ……！」

「……いいかい、今回手伝うのは、あたしだけだ。これはカンナがあんたたちに迷惑をかけた、その詫わびということにしてもらう。いいね」

「はい！」

「──カンナ、戦いは観測してるんだろう。あたしは何人必要だい？」

　ヤシギが尋ねると、モニターに現れる「[image: ]!!」の文字。

「んー、たぶん、十人くらいかな！」

「……結構な相手じゃないか。さっさと解凍しておくれ。あたしは先に行ってるよ」

　そう言うと、ヤシギはもはやウカに目もくれず、外へ向かって歩き出していた。暗がりに銀髪の艶つややかな輝きが溶け込み、すぐに姿が見えなくなる。ウカは慌ててその後を追いながら、ビヌに尋ねた。

「……さっきの、どういうことですか？　ヤシギさんが十人？」

「おや、ご存じありませんでしたか。姐あね御ごは『《タイトウ》の不死鳥』ですよ。それがどういうことかは、見ればすぐにお分かりになるかと」

　ウカたちが外へ出てくると、たちまち周囲の熱狂に吞のみ込こまれた。《鰐わに面づら》の岩壁に身を乗り出す見物人たちは、突如始まったヤマタノオロチ退治に釘くぎ付づけとなり、ヤジや声援を飛ばしている。カクタスが豪快な触腕でウナギの首を殴りつけ、《漁師ピスカトール》は無駄なく巧みに身をかわす。それを補助するルアンは決定打にこそならないが、遠距離からウナギの頭を打ち抜いて、その動きを邪魔していた。

　そして次に現れたのは、黒服をまとった十人の騎士。言葉通り、十人のヤシギが長剣を抜き放ち、ヤマタノオロチに飛び掛かる。

「……彼女は……クローンなんですか」

「ええ。元々、《旧世代のための防衛戦線Defensive Front for Obsoleters》で最も優れた兵士のサンプルから作られたそうです」

「ＤＦＯ？　それじゃあ、オリジナルの身体からだはもう……」

「存在しないでしょう。我々が会っている姐あね御ごが何体目のクローンなのかも分からない。……ですから、ウカ様、あまり責めないであげてください。姐あね御ごは自分だけの人生をそもそも持っていないのです。《フェザ》という組織のために生まれて、死んでいく。その枠組みを守ることだけが彼女のアイデンティティなんですよ」

「……わたし、何も知らないで……」

「いえいえ！　謝ることではないんです！　むしろあなた方は、本当に姐あね御ごを変えることができるかもしれないのですから……」

　ウカはビヌに微笑ほほえみ返し、ヤマタノオロチに視線を戻す。すると視界の端で、《鰐わに面づら》の中層部、リブラリウスの店のあたりから黒髪の娘が現れるのが見えた。ウカはここまで付き合ってくれた礼をビヌに告げると、一目散にリコの元へ走る。向こうもすぐにウカの姿に気付いたらしく、二人はちょうど化け物退治を見渡すことのできる高台で合流した。リコは手に赤色の見慣れたシリンジを握りしめており、ウカは思わず眉を顰ひそめてしまう。

「……それ、痛覚ドラッグだよね？　また打つの？」

「麻ま痺ひして動けなくなるよりはずっといいだろ。リブラリウスも別に大丈夫だって言ってた。発狂する可能性は別として、身体からだに直接の害はないって。それよりさ、どうやったら倒せると思う？　人手は足りてるけど、ちょっとあれじゃきりがないよな」

　ヤマタノオロチと向かい合うは、カクタス、ヤシギ、《漁師ピスカトール》。ヤシギの参戦によって、多少相手を攻撃する割合が増えているものの、彼女の剣技をもってしても、ウナギの分厚い皮膚と粘液は手て強ごわいようである。傷をつけても厚ぼったい筋肉が刃の勢いを殺し、断ち切るに至らない。それどころか、攻撃の度にウナギの暴走は激しさを増し、あたりかまわず身体からだをぶつけてくるのである。それは丁度、普通のウナギを捌さばこうとすると、暴れて手が付けられない様と全く同じ──……

　そこでふと、ウカにとある知恵が思い浮かぶ。自らに刻まれた、長きに渡る人類の歴史。食材を美味おいしくいただくために編み出された技に、今こそ頼るべきなのかもしれない。

「ねえ、リコちゃん、一つ作戦があるんだけど──」




　　　　６




　八つの首を蠢うごめかす怪物のもとに、一つの黒い影が走り寄る。それに最初に気付いたのは、銀髪の騎士。十人のヤシギのうちの一人が、すぐさまリコを怒鳴りつけた。

「あんた、どこに行ってたんだい！　こんな化け物を放っておいて、一息つく暇でもあったのかい！」

　すると今度は、蛸たこ型がた戦せん車しやの中から、同じく苛いら立だちに満ちたカクタスの声が飛んでくる。

「リコ！　おめえ、さっさとこいつをどうにかしろ！　こっちはなけなしの燃料使って動かしてんだぞ！」

　そして、おまけに《漁師ピスカトール》が、

「おや、てっきり見捨てられたのかと思いましたよ」

　とニコリ。それぞれ襲い掛かるウナギをいなしながらの小言である。あんたたちも同じくらい化け物だろう、と内心呟つぶやきながら、リコは叫び返した。

「まあ、悪かったって！　それより、よーく聞いてくれ！　このウナギは切っても切れない身体からだを持ってる！　だから、もうこの際、活き絞めしよう！」

　リコの言葉に《漁師ピスカトール》の表情が変わる。すぐに言わんとすることを察したのだろう。銛もりを構えて、既に準備の態勢に入る。一方、ヤシギとカクタスは「「なんだそりゃ！」」と息の合った質問を投げてきた。

「身体からだを傷付けずに、脳死状態にするんだ！　そうすれば動きも止まる！　頭に腕でも剣でもぶっ刺して、脳みそをかき混ぜればいい！　切るんじゃなくて刺すんだったら、厚い皮も関係ないだろ！　ただ、ＰＡＣがあるから、刺したらしばらくはそのまんま放置してくれ！　抜いたら駄目だからな！」

　さすが潜くぐり抜ぬけた戦場の数が違う。リコが全てを言い終わる前に、カクタスもヤシギも活いき締めの態勢に入っていた。カクタスは二本の脚で身体からだを支え、三本の脚でウナギの首を三つ摑つかむ。残った三本は脳天にロックオン。ヤシギは十人とも一度距離をとると、切っ先を水平にして突きの構え。これで、準備は完了である。

「よしっ！　いくぞっ！」

　リコは痛覚ドラッグを足に打ち、短く息を吐いた。びりびりと全身に引き裂かれるような痛みが走る。まるで、緊張で鳴り響く心臓の膨らみにさえ、痛みが存在するかのよう。しかし、リコは歯を食いしばり地面を蹴った。一本の首にまたがると、思い切り足に力を籠め、木刀を高く構える。下半身に触れる粘液がたちまち感覚を蝕むしばむが、それでも一声、叫んだ。

[image: ]




「──せーのっ！」




　《漁師ピスカトール》の銛もりが、カクタスの腕が、ヤシギの長剣が、ウナギの脳髄に突き刺さる。

　魚の鮮度を長持ちさせるための活いき締じめ。脳を破壊された瞬間、魚はだらりと全身の力を失うのだが、

「あっ」

　一つの首だけ、失敗である。それは号令をかけた張本人。痛覚ドラッグも、絞める覚悟もばっちりキマっていたはずなのに、やはり得物の相性が良くないらしい。ウナギの頭蓋骨に木刀は弾はじかれ、足からぬるりと首が抜ける。

「えっ」

　そして地面に墜落した次の瞬間、すかさずウナギがリコをぱくり。丸飲みである。

「「「……」」」

　他の三人も思わず動きが固まり、遠方ではルアンが目を見開き、ウカは悲鳴を上げた。

「リコちゃんっ！」

　それを見ていた全ての者が思わず息をのみ、一瞬、《鰐わに面づら》は水を打ったように静まり返る。ただ、ウナギだけが鎌首をもたげ、その巨大な瞳で周囲を睥へい睨げいした。遅れて、カクタスとヤシギが攻撃態勢に入ろうとするが、しかし、不意にずぶりと現れる一本の角。

「「「……は？」」」

　ごく間近にいた三人の目には、その正体がはっきりと映る。それはもちろん、角ではない。ウナギの頭から伸びるのは、赤い血に染まった木刀である。やがて鎌首は大きく痙けい攣れんすると、大地を揺らして倒れ伏した。

　やがて、もそもそとウナギの首が開いたかと思うと、血ち濡まみれの娘が現れる。

「くっそ、なんだこの血……めっちゃピリピリするぞ……」

　髪の毛を汚す血を搾り取り、顔を拭い、それからようやくリコは周囲に気付く。

「……え？　なに？　どうしたの？　オレ、別に死んでないよ？」

　その声が《鰐わに面づら》中に届くはずはないのだが、しかし彼女がそう言ったと皆が分かったのだろう。まるで息を合わせたかのように、深い溜ため息いきが港に響き渡る。ウカはまっすぐ走り寄ってくると、思い切りリコを抱きしめた。

「もう、なんなの！　すっごく心臓に悪かったよっ！」

「ウカは心臓ないだろ」

「そういうことじゃなーい！」

　リコ当人は本当に動揺などしていないようだった。ウナギに食われた瞬間、身体からだの内側からなら脳みそを突き破れるかもしれないと考え、即実行。幸い、歯が引っかかってできた擦り傷くらいしか怪け我がはなかった。

　それからリコは《漁師ピスカトール》の方に向き直ると、にやりと笑い、

「なあ、楽しかっただろ！　みんなで捕まえるのも悪くないと思わないか？」

　すると彼は困ったように笑みを浮かべ──いや、おそらくはその時こそ心からの当惑に苦笑をしながら、こう答えたのである。

「ええ……まったく。実に面白い」

　リコは満足そうに頷うなずき返し、それから帰ろうとしていた十人のヤシギに向かって声をかけた。

「おーい、なんでもう終わったみたいな顔してんだよ」

「……実際、もう終わっただろう」

「はあ？　まだウナギを捌さばくっていう大仕事があるんだぞ？　でっかい刃物を使えるあんたがいなくて、どうすんだよ」

「……あんたたち、ほんとあたしを誰だと思ってんのかね……」

「それを知るために、これから一緒に飯を食うんじゃん」

「──」

　まるで、どこかで聞いたような言葉である。機械仕じ掛かけの娘と人間の娘、二人がこうも当然のように通じ合うさまに、さすがのヤシギも白旗らしい。

「……やるんだったら、さっさとしておくれ。もう昼飯時は近いよ」

　その返答にリコとウカは目を合わせ、それから何かを確かめるように、もう一度静かに抱きしめ合ったのだった。




　　　　７




　その日、《鰐わに面づら》では昼ごろから《伽が藍らん堂どう》の出張食堂が開かれることと相成った。

　まずは脳を潰したウナギの下処理である。最初に首を落とし、再生が始まる前に血抜きをする。血液がなくなれば、ＰＡＣの効果は消えたも同然。八又の分岐点で胴体を切り分け、それぞれを三枚に下ろす。とはいっても、それだけで重労働である。カクタスの戦車が半身を持ち上げつつ、骨と身の間にヤシギが長剣を滑らせた。

　ウカと《漁師ピスカトール》は粘膜のヌメリとり。身体からだが痺しびれないという理由で、見物をしていたルアンまでもが協力に駆り出される。その間、リコはリブラリウスのもとへ行き、木刀を片手に瞬間発はつ酵こう醬しよう油ゆ酵母を作れと脅迫。一時間の猶予を与えたら、今度は原料となる大豆の確保に向かう。これはルアンとのピクニックを参考に、《鰐わに面づら》中の栄養粉末を集めた。正直なところ、大豆の他に何が入っているか分かったものではないが、化け物のようなウナギを食べる時点で、もはや葛藤が生まれるはずもない。リブラリウスの奮闘により、本当に一時間ほどで新型酵母は出来上がり、醬しよう油ゆづくりは成功。砂糖や酒を混ぜ合わせ、樽たる一つ分のタレが完成する。

　材料集めに限らず、鰻のかば焼きを作るための燃料を募集したところ、《鰐わに面づら》の住民たちが続々と炭を持ち寄ってきてくれた。無論、鰻のかば焼きがタダで食べられるとあって、そのちょっとしたお礼のようなものである。

　鰻の串は鉄パイプ。カクタスを中心になんとか串打ちを終え、いよいよ太陽が天高く昇る頃、焼きが始まった。大きさは一つの串で一畳ほど、厚さは三十センチ弱もある。ウカの号令のもと、それをひっくり返せ、これにタレを濡ぬれ、あっちに炭を追加しろと、もはや住民たちまで動員して、ウナギを焼く、焼く、焼く。《鰐わに面づら》にはたまらなく食欲をそそる醬しよう油ゆと脂の焦げた香りが立ち上り、岩壁の奥の方に引きこもっていた者も、匂いにつられてやってきた。

　出来上がったら熱々のうちに切り分けて、訪れる客に配ってゆく。一度貰もらった者は、カンナの監視によって全てチェックされ、重複は禁止。できる限り多くの人にヤマタノオロチを味わってもらおうと、《伽が藍らん堂どう》の出張食堂は何時間も奮闘を続けた。

　やがて《鰐わに面づら》の岸壁では自然と鰻うなぎ祭まつりが始まってゆく。全ての人が鰻うなぎに舌した鼓つづみを打ち、どこからか酒を取り出しては白昼堂々宴うたげを始めた。いつもは商売敵の隣人も、今日は同じかば焼きを食った仲である。うまい、うまい、と叫ぶ声が、ひっきりなしにウカたちのもとへ届き続ける。ヤシギも、カクタスも、合間を縫って鰻うなぎをかじり、《漁師ピスカトール》もまたリコに押し付けられた鰻うなぎを渋々食べた。しかし、一口食べた後の感動に震える表情を見て、一同が暖かな笑いに包まれたことは言うまでもない。

　そして、結局リコが鰻の焼きから解放されたのは、客もほとんどいなくなった昼遅く。ヤマタノオロチとの戦いよりも、かば焼きづくりの方がよっぽど身体からだを酷使した。人込みを離れ、港の桟橋に腰を下ろすと全身が鉛を入れたように重い。

「──リコちゃん、お疲れ様」

　隣に座ったのは、白いエプロンを煤すすで汚したウカ親方。もはや彼女の役目も終わったのだろう。その手には二人分の鰻のかば焼きを乗せた皿があった。

「はい、こっちの大きいのがリコちゃんの分ね」

「……ここまで大きいと、やっぱりウナギに見えないな」

　包み紙から軽く溢あふれる特大サイズ。お客に配っているものの三倍ほどあるのは、役得ということだろう。見た目は巨大な肉の塊といった印象なのだが、手に持った感触は驚くほど柔らかい。熱々の湯気と共に膨らむタレと炭の香りに、あやうく溺れそうになる。

「いただきます」

「召し上がれ」

　もう、空腹は最高潮に達していた。リコは思い切り口を開いて、ガブリ。たちまち溢あふれ出でる肉汁に火傷やけどしそうになりながら、それでも思わず、二口目、三口目と続いてしまう。ガブリ、ガブリ、もっしゃもっしゃと、呼吸をするのも忘れてウナギを食くらう。そして、早速半分ほどを平らげてようやく、海に向かって叫んだ。




「おいし──────────いっ！」




　リコは溜ため息いきと共に、もう一度、「これ、本当においしいよ……」と繰り返す。

「身がふわっふわで、外はパリッパリ！　脂がたっぷりなのに、全然飽きない！　それにさ、山さん椒しようの爽やかな香りが絶妙に甘いタレを引き締めてる。よくこんなの見つけたな！」

「それ、山さん椒しようはかけてないよ？」

「え」

「たぶんね、《漁師ピスカトール》が漁で使った花椒ホアジャオの風味だと思う。ヌメリは出来る限りとったけど、粘膜質に海水がたっぷり染しみ込こんでいたから」

「……すごいな。完璧な味のバランスだぞ」

「それはもちろん腕がいいから……って言いたいところだけれど、今回ばかりは運がよかったね。皆の協力がなかったら、こんなにおいしくできなかったし。──あ、ただ、他の人の鰻よりも、この鰻の方が美味おいしいっていうのは、わたしのおかげだからね」

「……どういう意味だ？」

「ヤマタノオロチって八つの首があったけれど、よく見たら四つだけ婚姻色だったの。産卵のために成熟した、一番おいしい状態ってことね」

「子供のウナギと、大人のウナギが一緒になっていたってことか？　しかも、それが同じ個体なんだよな。意味が分からない」

「まあ、確かにどうしてあんな形になったかは分からないけど、《漁師ピスカトール》が言うには、案外合理的なんだって。普通、ウナギは一度産卵すると体力を消耗して死んじゃうの。どんなに長生きして成長しても、繁殖回数は変わらない。でも、半分ずつ産卵して体力を温存すれば、長生きしつつ、繁殖回数も増やせる。ＰＡＣがあるからこその強引なやり方だけどねー」

「ほんと、人間なんかより、よっぽどしぶといよな」

　リコは感心すると共に、またガブリ。この溢あふれんばかりの脂はウカの目め利ききのおかげということらしい。そう思って食べると、なんとなく、また一段と美味おいしい気がする。

　木刀を弾く肉厚な皮はさすがに嚙かみ切きれないが、皮と身の間にある脂はほとんど濃厚なスープのようで、嚙かめば嚙かむほど旨うま味みが染しみ出してくる。ウカも真剣な表情で皮目を齧かじっては、「あえて切り取って、酢の物にしちゃうとか、ありかも……」などとぶつぶつ呟つぶやいている。

　リコは再び鰻に食らいつき、二人はしばらく黙って昼食を楽しんだ。内海の静かな波間は、ほんの少し前まで巨大な怪物が暴れまわっていた場所とは到底思えない。桟橋の脚を叩たたく水音や、船がこすれ合う軋きしみだけが、わずかに時が動いていることを気付かせてくれる。

　すっかりウナギを食べ終えたリコがふと隣を見ると、ウカは海を見つめたまま、なぜか小さく微笑ほほえんでいた。

「……どうしたんだよ。嬉うれしそうじゃん」

「え？　そうかな」

「すごく、幸せそうな顔してるよ」

「まあ……うん……そうかも」

「求めていたウナギの味は、堪たん能のうできたもんな」

「ちょっと多すぎるくらいね」

「でも、ほんと美味おいしかったなあ……。それに、楽しかった」

「そう、それ、楽しかった」

「……朝はどうなることかと思ってたけどな」

「わたしは、こうなると思ってたよ？」

「さすが、《自律人形遺産ノア・シリーズ》」

「そうです。わたしが《調理師コクトール》です」

　えっへん、とウカが肩をそびやかすと、リコは穏やかに笑って返す。それは昨日までと同じような会話のようでいて、たぶん、全く違う穏やかさに満ちている。

「……今日、帰ったら《伽が藍らん堂どう》再開する？　オレ、もうヘトヘトなんだけど」

「そりゃ、するに決まってるよ。沢山のお客さんが待ってくれてるんだもの」

「そうだけどさー」

「なあに？　給きゆう仕じさんは職務放棄をお望みなの？」

「いや、なんというか、もう少しこの感じを味わっていたいなあって……」

「えー、どうして？　別に、これからはいつでも味わえると思うけど。わたしとリコちゃんが一緒にご飯を食べたら、たぶん、何度でも味わえるよ」

「……そっか」

「うん、絶対に」

　ウカが微笑ほほえむと、リコは思わずその小さな腰を抱き寄せる。頭をそっと寄せて目を閉じれば、金髪と黒髪のこそばゆい触れ合いを感じる。こうしてどんなに近づいても、ウカの身体からだは温かくない。鼓動の一つも聞こえない。しかし、それが今は無性に心地いいとリコは思う。

「ウカと、もっと話したいことがあるんだ」

「……たとえば？」

「うーん……わかんないけど」

「なにそれ」

「話したいって気持ちがあるというか……。ずっとこうしていたいって感じなんだよ」

「……そっか」

「わかるだろ？」

「うん」

「だよな」

「うん」

　二人は再び静かに海を眺めている。ウカはふと、その眼めに映る風景が朝に見た過去の美しい地球に似ていることに気付く。いや、やはりそれ以上に美しいことに気付いてしまう。

　そのことをリコはまだ知らない。

　だから、それほど遠くない食卓のひと時に、話してあげようとウカは思う。

　美味おいしいご飯と一緒に、この世界一素敵な発見を教えてあげようと思うのである。





〈了〉　　　
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